


はじめに

KM-4050/KM-5050 をご購入いただきまして誠にありがとうございます。

この使用説明書（応用編）は、本製品を良好な状態でご使用いただくために、正しい操

作方法、日常の手入れ、および簡単なトラブルの処置などができるようにまとめたもの

です。

ご使用前に必ずこの使用説明書（応用編）をお読みください。また、お読みになった後

は、本製品の近くに保管してください。

この使用説明書（応用編）では、オプション品について、簡略化した名称を使って説明

しています。
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使用説明書の構成

本説明書は、次の章で構成されています。

1 コピー機能

コピーの際に利用できる機能について説明しています。

2 送信機能

原稿を送信する際に利用できる機能について説明しています。

3 プリンタ

本機のパラレルインタフェースを使ってコンピュータと接続し、プリンタ機能を使用す

る場合の設定について説明しています。

5 文書ボックスの利用

文書ボックスの代表的な使い方を説明しています。

4 ジョブ / 消耗品 / デバイスの確認と操作

ジョブの状況や履歴を確認したり、実行中 / 待機中のジョブをキャンセルする方法につ

いて説明しています。

また、トナー / 用紙の残量やデバイスの状態などを確認したり、ファクスの通信を中止

する方法についても説明しています。

6 システムメニュー

本機の動作全般に関わるシステムメニューについて説明しています。

7 管理

ユーザ管理や部門管理について説明しています。

また、セキュリティキット導入時の操作についても説明しています。

8 セキュリティ

オプションのセキュリティキットを正しく導入、運用するための操作方法や注意事項に

ついて説明しています。

付録

用紙について説明しています。また、用語集も収録しています。
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付属マニュアルの紹介

本製品には、次のマニュアルがあります。必要に応じてご参照ください。

使用説明書

用紙の補給やコピー、プリント、スキャンの基本的な操作、各種のトラブルの対処方法

などについて説明しています。

使用説明書 応用編（本書）

機能の詳細、各種の初期設定などについて説明しています。

CD-ROM（Product Library）

KX プリンタドライバ操作手順書

Network FAX ドライバ使用説明書

COMMAND CENTER 操作手順書

KM-NET for Clients 操作手順書

KM-NET for Direct Printing 操作手順書

Scan to SMB（PC）セットアップガイド

プリスクライブコマンドリファレンスマニュアル

本書の読みかた

本書中では、説明の内容によって、次のように表記しています。

表記 説明 表記例

太字 操作パネル上のキーおよびコン

ピュータ画面に表示されるボタ

ンやメッセージを示します。

ス ター トキーを押してください。

OK ボタンをクリックしてください。

［太字］ タッチパネル上のキーを示しま

す。

［OK］を押してください。

「太字」 タッチパネルに表示されるメッ

セージを示します。

「コピーできます。」が表示されます。

参考 補足説明や操作の参考となる情

報です。 参考：

重要 トラブルを防止するために、必

ず守っていただきたい事項や禁

止事項です。

重要：

注意 けがや機械の故障を防ぐために

守っていただきたい事項、およ

びその対処方法です。

注意：
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操作手順の表記について

本書中では、タッチパネルのキーを連続して操作する手順を、次のように → でつないで

表記しています。

実際の手順 本書の表記

［コ ピー］ を押す

「簡単設定登録」の ［次へ］ を押す

［ ］ を２回押す

「原稿の画質」の ［変更］ を押す

［コ ピー］ →「簡単設定登録」の

［次へ］ → ［ ］ 2 回

→ 「原稿の画質」の ［変更］ の順に押してく

ださい。
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原稿および用紙サイズについて

本書中で使用する原稿および用紙サイズの表記について説明します。

A4 や B5、Letter のように、縦向きと横向きのどちらも使用できるサイズの場合、原稿 /
用紙の向きを区別するために、横向きのサイズには「R」を付けて表記しています。

タッチパネルのアイコン表示について

タッチパネルでは、原稿および用紙のセット方向を次のアイコンで表示します。

セット方向 表記サイズ※

※ 使用できる原稿 / 用紙のサイズは機能や給紙段によって異なります。詳しくは各機能また

は給紙段のページを参照してください。

縦向き

原稿 / 用紙の A より B が短い。

A4、B5、A5、B6、A6、
Letter、Statement

横向き

原稿 / 用紙の A より B が長い。

A4-R、B5-R、A5-R、B6-R、
A6-R、Letter-R、Statement-R

セット方向 原稿 用紙

縦向き

横向き

原稿 用紙

原稿 用紙
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1 コピー機能

この章では、コピーの際に利用できる機能について説明します。

• 原稿用紙サイズ選択 ...1-2

• 用紙選択 ...1-4

• 原稿サイズ混載 ...1-7

• 原稿セット向き ...1-10

• ソート / 仕分け ...1-12

• ステープル / パンチ ...1-14

• 排紙先選択 ...1-17

• 縮小 / 拡大 ...1-18

• ページ集約 ...1-20

• とじしろ / センター移動 ...1-23

• 枠消し ...1-25

• 小冊子 ...1-27

• 両面 / 分割 ...1-30

• 表紙付け ...1-33

• イメージ合成 ...1-34

• ページ番号つけ ...1-36

• 書き込み余白 ...1-38

• 濃度調整 ...1-40

• 画質の選択 ...1-41

• エコプリント ...1-42

• 連続読み込み ...1-43

• 自動画像回転 ...1-45

• 白黒反転 ...1-46

• 鏡像 ...1-47

• ジョブ終了通知 ...1-48

• コピー文書名指定 ...1-50

• 優先印刷 ...1-51

• 伝票原稿コピー ...1-52

• 再コピー ...1-53

• プログラム機能（コピー、送信設定）...1-55

• ショートカット登録（コピー、送信設定）...1-57
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原稿用紙サイズ選択

原稿の読み込みサイズを選択します。不定形サイズの原稿を使用する場合は、必ず原稿

サイズを選択してください。

選択できるサイズは次のとおりです。

原稿サイズを選択する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［原稿 / 用紙 / 仕上げ］ → ［原稿サイズ］ の順に押してください。

4 ［定形サイズ 1］、［定形サイズ 2］、

［その他］、または ［サイズ入力］

を押して、原稿サイズを選択して

ください。

項目 方法 サイズ

定形サイズ 1 原稿のサイズを自動検知させ

るか、または定形サイズから

選択します。

自動、A3、A4-R、A4、A5-R、A5、A6-R、
B4、B5-R、B5、B6-R、B6

定形サイズ 2 定形サイズ 1 以外の定形サイ

ズから選択します。

Ledger、Letter-R、Letter、Legal、
Statement-R、Statement、8.5 × 13.5"、
Oficio II、11 × 15"、Folio、8K、16K-R、
16K

その他 封筒、はがき、カスタム原稿

サイズ※ から選択します。

※ カスタム原稿サイズ（カスタム 1 ～ 4）の登録方法は、6-5 ページのカスタム原稿サイズの登

録を参照してください。

はがき、往復はがき、カスタム 1 ～ 4

サイズ入力 定形サイズ 1、2 に表示されて

いないサイズを入力します。
※※

※※入力単位は、システムメニューで切り替えることができます。

6-15 ページの入力長さの単位を参照してください。

センチ

よこ : 50 ～ 432 mm（1 mm 単位）、たて : 50
～ 297 mm（1 mm 単位）

インチ

よこ : 2 ～ 17"（0.01" 単位）、たて : 2 ～

11.69"（0.01" 単位）

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 

。が表示されます  

部数

登録

A3

キャンセル OK

A4 A5

A4

A5

A6 B4 B5

B5

自動定形サイズ1

定形サイズ2

その他

サイズ入力

原稿サイズ

1

原稿

倍率

送信

100%

 - - -

:

:

:

 - - -

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

B6 B6
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［サイズ入力］ を選択した場合は、

［＋］ または ［－］ を押して、「X」

（よこ）と「Y」（たて）のサイズを

入力してください。［テンキー］ を

押すとテンキーで入力することが

できます。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

部数

登録 キャンセル OK

サイズ入力

定形サイズ2

その他

定形サイズ1

原稿サイズ

X

Y

～(50 432)

テンキー

テンキー

mm

mm

1

420

297原稿

倍率

送信

100%

 - - -

:

:

:

 - - -

が表示されます。

～(50 297)
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用紙選択

使用したいサイズの用紙が入ったカセットを選択します。

参考：カセットに補給されている用紙サイズおよび用紙種類をあらかじめ登録してくだ

さい（6-5 ページの原稿 / 用紙設定参照）。

カセットの用紙を選択する

給紙元であるカセットの用紙を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［原稿 / 用紙 / 仕上げ］ → ［用紙選択］ の順に押してください。

4 使用したいサイズの用紙が入ったカセットのキーを押してください。その用紙がセット

されているカセットが選択されます。

［自動］ を選択すると、原稿と同じ

サイズの用紙が自動で選択されま

す。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10 10:10

。コピーできます 

[OK]ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ  で仕上がり     

部数

登録 キャンセル OK

用紙選択

自動

手差し
設定

A4
普通紙

A4
普通紙

A3
普通紙

A4
普通紙

普通紙

1

原稿

倍率

送信

100%

- - -

:

:

:

- - -

。が表示されます 

A4



コピー機能

1-5

手差し設定

手差しを使った印刷を登録するときは、用紙サイズと用紙種類を変更してください。選

択できる用紙サイズと用紙種類は次のとおりです。

参考：よく使用する用紙サイズと用紙種類は、あらかじめ初期設定として選択しておく

と便利です（6-8 ページの手差しの用紙サイズと用紙種類参照）。

用紙サイズと用紙種類を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［原稿 / 用紙 / 仕上げ］ → ［用紙選択］ → ［手差し設定］ の順に押してください。

内容 項目 方法 サイズ

用紙サイズ 定形サイズ 1 定形サイズから選択

します。

A3、A4-R、A4、A5-R、A6-R、B4、
B5-R、B5、B6-R

定形サイズ 2 定形サイズ 1 以外の

定形サイズから選択

します。

Ledger、Letter-R、Letter、Legal、
Statement、Executive、8.5 × 13.5"、
Oficio II、Folio、8K、16K-R、16K

その他 特殊な定形サイズ、

カスタム用紙サイズ

から選択します。

ISO B5、Envelope #10、Envelope 
#9、Envelope #6、Envelope 
Monarch、Envelope DL、Envelope 
C5、Envelope C4、はがき、往復は

がき、洋形 4 号、洋形 2 号、カス

タム 1 ～ 4※

※ カスタム用紙サイズ（カスタム 1 ～ 4）の登録方法は、6-5 ページのカスタム用紙サイズの

登録を参照してください。

サイズ入力 定形サイズに表示さ

れていないサイズを

入力します。※※

※※ 入力単位は、システムメニューで切り替えることができます。

6-15 ページの入力長さの単位を参照してください。

センチ

たて : 98 ～ 297 mm（1 mm 単位）、

よこ : 148 ～ 432 mm（1 mm 単位）

インチ

たて : 3.86 ～ 11.69"（0.01" 単位）

よこ : 5.83 ～ 17"（0.01" 単位）、

用紙種類 普通紙、OHP フィルム、薄紙、ラベル紙、再生紙、プレプリント、ボンド

紙、はがき、カラー紙、パンチ済み紙、レターヘッド、厚紙、封筒、上質紙、

カスタム 1 ～ 8※※※

※※※ 用紙種類のカスタム 1 ～ 8 の登録方法は、6-10 ページの用紙の重さを参照してください。
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4 ［定形サイズ 1］、［定形サイズ 2］、

［その他］、または ［サイズ入力］

を押して、用紙サイズを選択して

ください。

［サイズ入力］ を選択した場合は、

［＋］ または ［－］ を押して、「X」

（よこ）と「Y」（たて）のサイズを

入力してください。［テンキー］ を

押すとテンキーで入力することが

できます。

5 ［用紙種類］ を押してください。

6 用紙種類を選択し、［OK］ を押してください。

7 ［OK］ を押してください。

8 ［OK］ を押してください。

9 スタートキーを押してください。原稿の読み込みが開始されます。

10 準備ができたら、指定する用紙の確認画面が表示されます。

手差しに使用したい用紙を補給して［継続］を押してください。コピーが開始されま

す。

状況 2006/10/10 10:10

。コピーできます 部数

OK

用紙選択 - 手差し設定

定形サイズ1

定形サイズ2

その他

サイズ入力

普通紙

用紙種類

A3

A5

B5

A4

A6

B5

A4

B4

1

B6

状況 2006/10/10 10:10

。コピーできます 部数

OK

用紙選択

その他

サイズ入力

普通紙

用紙種類

X

(98～297)Y

mm

テンキー

(148～432)

mm

テンキー

1

420

297

定形サイズ1

定形サイズ2
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原稿サイズ混載

オプションの原稿送り装置を使用すると、サイズの異なる原稿をまとめてセットし、コ

ピーできます。この方法で原稿送り装置にセットできる枚数は、最大 30 枚です。

セットできる原稿サイズの組み合わせ

原稿幅が同じ場合

原稿幅が同じ場合、セットできる原稿の組み合わせは次のとおりです。

◆ B4 と B5

◆ A3 と A4（Ledger と Letter）

◆ Folio と A4-R（Legal と Letter-R）

A3
(Ledger)

A3
(Ledger)

A4
(Letter)

A4
(Letter)

Folio
(Legal)

Folio
(Legal)

A4R
(Letter-R)

A4R
(Letter-R)
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原稿幅が違う場合

幅の違う原稿をまとめてセットすることができます。セットできる原稿の組み合わせは

次のとおりです。

参考：Folio、A4-R、B5-R の組み合わせで原稿サイズ混載を行う場合は、システムメ

ニュー→共通→原稿 / 用紙設定→原稿自動検知の「Folio」を ［検知する］ にしてくださ

い。詳しくは、6-12 ページの原稿の自動検知を参照してください。

◆ A3、B4、A4、B5

◆ B4、A4-R、B5

◆ Folio、A4-R、B5-R
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仕上がりサイズの選択

コピー後の用紙サイズ（仕上がりサイズ）を選択します。原稿サイズに合わせてそのつ

ど異なるサイズの用紙にコピーするか、すべて同じサイズの用紙にコピーするかを選択

できます。

参考：この機能は、原稿幅が同じ場合でも違う場合でも可能です。

サイズの内容と仕上がりサイズは、次のとおりです。

原稿サイズ混載コピーをする操作手順は、次のとおりです。

1 原稿送り装置に原稿をセットしてください。

重要：幅の違う原稿をセットするときは、奥側の原稿幅ガイドに合わせて、原稿の先端

を揃えてセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［原稿 / 用紙 / 仕上げ］ → ［原稿サイズ混載］ の順に押してください。

4 仕上がりサイズを、［サイズ混在］

または、［サイズ統一］ から選択し

てください。

5 原稿の組み合わせを、［同じ幅］ または、［違う 幅］ から選択してください。

［サイズ統一］ を選択した場合は、1 枚目の原稿のセット向きを ［長辺を左向き］ また

は、［短辺を左向き］ から選択してください。

6 ［OK］ を押してください。

7 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

内容 仕上がりサイズ

サイズ混在 原稿サイズを 1 枚ずつ検知し、原稿と同じサイズの用紙にコピーします。

サイズ統一 同じサイズの用紙に統一してコピーします。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

原稿サイズ混載

ｷｰ ｲﾒー ｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

同じ幅
サイズ混在

サイズ統一

長辺を左向き

違う幅

短辺を左向き

原稿幅

1ページ目の原稿方向

1

。が表示されます  
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原稿セット向き

次の機能を使用する場合は、原稿をセットする向きを選択してください。

• 両面 / 分割

• とじしろ / センター移動

• 枠消し

• ページ集約

• 書き込み余白

• ページ番号

• 小冊子

• ステープル / パンチ（オプション）

※システムメニューの原稿セット向きの確認を「設定する」に設定している場合は、上

記機能を設定すると原稿セット向きの選択画面が表示されます。

原稿ガラスに原稿をセットする場合

オプションの原稿送り装置に原稿をセットする場合

参考：原稿セット向きの初期値を変更することができます。詳細は 6-19 ページの原稿

セット向きを参照してください。

原稿のセットする向きを選択する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

原稿 ［奥］ ［左］

原稿 ［奥］ ［左］
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3 ［原稿 / 用紙 / 仕上げ］ → ［原稿セ ッ ト 向き］ の順に押してください。

4 原稿のセット向きを、［上辺を奥向

き］ または、［上辺を左向き］ から

選択してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10 10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

原稿セット向き

[OK]ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ  で仕上がり     

登録

上辺を左向き

セットした原稿の上辺の向きを
。選択してください 

上辺を奥向き

1

。が表示されます 
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ソート / 仕分け

コピーと同時にソートや仕分けをすることができます。

ソート / 仕分けコピー機能を使って、次のようなことができます。

ソート

ソートを使用すると、複数枚の原稿から、

ページ順に並んだコピーを必要部数作成でき

ます。

仕分け

仕分けを使用すると、用紙が 1 部ごと（また

はページごと）に 90°回転して排紙されま

す。

参考：仕分けには、同じサイズで向きが異なる用紙が給紙段に入っている必要がありま

す。

仕分けに使用できる用紙サイズは、A4、B5、Letter、16K です。

1 ［原稿 / 用紙 / 仕上げ］ → ［ソー ト /
仕分け］ の順に押してください。

3

2

1

3
2

1
3

2
1

3
2

1

原稿 コピー

3

2

1

3
2

1

3
2

1

3
2

1

原稿 コピー

状況 2006/10/10 10:10

画質

コピーイメージ

原稿/用紙

/仕上げ

簡単設定 レイアウト/編集 応用/その他

原稿サイズ

部数

用紙選択 原稿サイズ
混載

原稿セット
向き

ソート
/仕分け

ステープル 排紙先

1

原稿

倍率

用紙

100%

- - -

:

:

:

- - -

。コピーできます 

プレビュー

原稿を

。セットしてください 
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2 ソートをする場合は、「ソート」の

［設定する］ を押してください。

仕分けをする場合は、「仕分け」の

［一部ご と］ を押してください。

「ソート」で ［設定し ない］ を選択 
した場合は、「仕分け」は [ 設定し  
ない ] または ［ページご と］ を押し 
てください。

3 ［OK］ を押してください。

4 テンキーを使って、コピー部数を入力してください。

5 原稿をセットし、スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

ソート/仕分け

登録

設定しない 一部ごと

設定しない 設定する

ソート

仕分け

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

が表示されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

ソート/仕分け

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない ページごと

設定しない 設定する

ソート

仕分け

1

が表示されます。
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ステープル / パンチ

仕上がったコピーにステープルしたり、パンチ穴を開けたりすることができます。

参考：ステープルするには、オプションのドキュメントフィニッシャ、内蔵フィニッ

シャ、3,000 枚ドキュメントフィニッシャが必要です。

パンチするには、オプションの 3,000 枚ドキュメントフィニッシャとパンチユニットが

必要です。

原稿のセット方向と、コピーにステープルされる位置は次のとおりです。

原稿

1 点止め

2 点止め

2 点止め

1 点止め

原稿送り装置原稿ガラス

原稿のセット方向

2 点止め

2 点止め

コピー

※上部の 2 点止めは、「自動回転」を

設定している場合のみ。
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原稿のセット方向とパンチ穴の位置は次のとおりです。

ステープル / パンチの操作手順は、次のとおりです。

1 コピーキーを押してください。

2 ［原稿 / 用紙 / 仕上げ］ → ［ステープル / パンチ］ の順に押してください。

原稿 コピー

原稿送り装置原稿ガラス

原稿のセット方向

※上部のパンチ穴は、

「自動回転」を設定

している場合のみ。
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3 ステープルを選択する場合は、「ス

テープル」の ［1 点］ または ［2
点］ を押して、ステープルの位置

を選択してください。

パンチを選択する場合は、「パン

チ」の ［2 穴］ を押して、パンチ穴

の位置を選択してください。

4 ［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、［上辺を奥向き］ または、［上辺を左向き］ から原稿の

セット向きを選択し、［OK］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 原稿をセットし、スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

ステープル/パンチ

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

上辺を奥向き

1点

ステープル

パンチ

設定しない

原稿セット
向き

左上

右上

 1

2点。が表示されます  

2穴

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

ステープル/パンチ

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

上辺を奥向き

左

2穴

ステープル

パンチ

設定しない

原稿セット
向き

右

1

上

。が表示されます  

1点

2点
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排紙先選択

コピーの排紙先をオプションのドキュメントフィニッシャなどに選択することができま

す。

参考：オプションの排紙先には、ジョブセパレータ、ドキュメントフィニッシャ、内蔵

フィニッシャ、3,000 枚ドキュメントフィニッシャ、メールボックスがあります。

選択できる排紙先は、次のとおりです。

参考：排紙先を初期設定で変更することができます。詳細は 6-17 ページの排出先を参照

してください。

排紙先選択の操作手順は、次のとおりです。

1 コピーキーを押してください。

2 ［原稿 / 用紙 / 仕上げ］ → ［排紙先］ の順に押してください。

3 排紙先を選択してください。

［フ ィ ニ ッ シ ャ ト レ イ］、［ ト レ イ

B］、［ ト レ イ C］、または ［ ト レ イ 1
～ 7］ を選択した場合は、排紙時の

用紙方向を ［フ ェ イスア ッ プ］（印

字面が上）または、［フ ェ イスダウ

ン］（印字面が下）から選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。

5 原稿ガラスまたは原稿送り装置に原稿をセットし、スタートキーを押してください。

コピーが開始されます。

選択項目 排紙先

上トレイ 本体の上トレイ（コピー収納部）

フィニッシャトレイ※

※ 内蔵フィニッシャ以外の排出先は排紙時の用紙方向を、フェイスアップ（印字面が上）と

フェイスダウン（印字面が下）から選択できます。

オプションのドキュメントフィニッシャまたは内蔵フィニッ

シャのトレイ

トレイ A、トレイ B ※、

トレイ C ※

オプションの 3,000 枚ドキュメントフィニッシャのトレイ A ～ C

ジョブセパレータ オプションのジョブセパレータ

トレイ 1 ～ 7 ※ オプションのメールボックスのトレイ 1 ～ 7（1 が最上段）

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

排紙先

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

トレイBトレイA

フェイスアップ

フェイスダウン

上トレイ トレイC

ジョブ
セパレータ

トレイ1 トレイ2 トレイ3

トレイ4 トレイ5 トレイ6 トレイ7

1

。が表示されます  
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縮小 / 拡大

縮小 / 拡大してコピーすることができます。縮小 / 拡大には次の方法があります。

自動倍率

コピー後の用紙サイズを選択すると、縮小 / 拡大の倍率が自動で選択されます。

倍率入力

25 ～ 400％の範囲で、1％刻みに倍率を選択できます。

固定倍率

本機に用意されている倍率で縮小 / 拡大します。

選択できる倍率と、コピー前後のサイズ（原稿サイズ→用紙サイズ）は次のとおりで

す。

・100%
・自動

・400 %（最大）

・200％（A5 → A3）
・141％（A4 → A3、B5 → B4）
・122％（A4 → B4、A5 → B5）
・115％（B4 → A3、B5 → A4）
・86％（A3 → B4、A4 → B5）
・81％（B4 → A4、B5 → A5）
・70％（A3 → A4、B4 → B5）
・50%
・25 %（最小）

Letter-R

Ledger: 129 %

Statement-R: 64 %
A3: 141 %

A5: 70 %

A4

25 %

400 %
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たてよこ独立倍率

たてとよこの倍率を個別に選択できます。倍率は 25 ～ 400％の範囲で 1％刻みです。

※ 原稿送り装置からコピーする場合の倍率は、25 ～ 200％の範囲で 1％刻みです。

縮小 / 拡大コピーの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿ガラスまたは原稿送り装置に、原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［縮小 / 拡大］ の順に押してください。

4 自動倍率を選択する場合は、［自動］ を押してください。

倍率を入力する場合は、［＋］ または ［－］ で、表示されている倍率を変更してくださ

い。［テンキー］ を押すとテンキーで入力することができます。

固定倍率を選択する場合は、倍率

のキーから選択してください。

たてよこ独立倍率を選択する場合

は、［たてよ こ独立］ を押してくだ

さい。

［＋］ または ［－］ で、表示されて

いる「X」（よこ）と「Y」（たて）

の倍率を変更してください。［テン

キー］ を押すとテンキーで入力す

ることができます。

［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、［上

辺を奥向き］ または、［上辺を左向

き］ から原稿のセット向きを選択

し、［OK］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

Y

X

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

縮小/拡大

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

～(25 400)同率

たてよこ独立

1

122%

400%

100%

自動

200%

115%

141%

テンキー

50%

86%

81%

25%

70%

→A4 B4
→A5 B5

最大

→A5 A3

→B4 A3
→B5 A4

→A4 A3

→B5 B4

→A3 B4
→A4 B5

→B4 A4
→B5 A5

最小

→A3 A4
→B4 B5

が表示されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

縮小/拡大

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

X
同率

たてよこ独立

%

～(25 400)

Y ～(25 400)

%

テンキー

テンキー

上辺を奥向き

原稿セット
向き

1

。が表示されます  
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ページ集約

2 枚または 4 枚の原稿を 1 枚の用紙に集約してコピーすることができます。ページ集約

には 2in1 と 4in1 があります。原稿の境目の位置に境界線を入れることもできます。

参考：集約コピーに使用できる用紙サイズは、A3、B4、Folio、A4、A4-R、B5、B5-R、
A5-R、Ledger、Legal、Oficio Ⅱ、 8.5 × 13.5"、 Letter、Letter-R、Statement-R、8K、16K、

16K-R です。

2in1

2 枚の原稿を 1 枚にコピーします。両面コピーと併用すると、4 枚の原稿を 1 枚の両面

コピーにすることができます。

原稿のセット向きと仕上がりは次のとおりです。

参考：原稿を原稿ガラスにセットするときは、ページ順にセットしてください。

コピー原稿 原稿のセット方向

原稿送り装置原稿ガラス



コピー機能

1-21

4in1

4 枚の原稿を 1 枚にコピーします。両面コピーと併用すると、8 枚の原稿を 1 枚の両面

コピーにすることができます。

原稿のセット向きと仕上がりは次のとおりです。

参考：原稿を原稿ガラスにセットするときは、ページ順にセットしてください。

境界線の線種

境界線の線種は次のとおりです。

集約コピーの操作手順は、次のとおりです。

1 コピーキーを押してください。

2 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［ページ集約］ の順に押してください。

コピー原稿 原稿のセット方向

原稿送り装置原稿ガラス

なし 点線実線 マーク
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3 ［2 in 1］ または ［4 in 1］ を押して、

「レイアウト」からページの並び順

を選択してください。

4 ［境界線］ を押して、線種を選択し、［OK］ を押してください。

5 ［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、［上辺を奥向き］ または、［上辺を左向き］ から原稿の

セット向きを選択し、［OK］ を押してください。

6 ［OK］ を押してください。

7 原稿をセットし、スタートキーを押してください。

原稿ガラスに原稿をセットしたときは、次の原稿に入れ替えて、スタートキーを押して

ください。

次の原稿がなければ、［読み込み終了］を押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

ページ集約

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

レイアウト

4 in 1

2 in 1

→右上 左

上辺を奥向き

原稿セット
向き

設定しない

なし

境界線

→左上 下 →右上 下

→左上 右

1

。が表示されます  
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とじしろ / センター移動

とじしろは、コピーを綴じるためのとじしろ（余白）をつける機能です。原稿の画像の

位置をずらしてコピーし、コピーの左右および上下にとじしろをつけます。

センター移動は、原稿のサイズとコピーする用紙サイズが異なる場合、画像を中央に移

動させてコピーする機能です。

とじしろの幅は次のとおりです。

うら面のとじしろ

両面コピー時、うら面にとじしろをつけます。

自動

［自動］ に設定しておくと、うら面は、おもて面の設定と仕上がりのとじ方向に応じて

自動的にとじしろをつけます。

おもてうら独立選択

おもて面とうら面を別々に選択できます。

参考：とじしろ幅の初期値を変更することができます。詳細は 6-26 ページのとじしろ幅

の初期値を参照してください。

とじしろをつけてコピーする操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［と じ し ろ / セン ター移動］ の順に押してください。

4 とじしろコピーを選択する場合は、

［と じ し ろ］ を押してください。

［＋］ または ［－］ で「左右」、「上

下」のとじしろを入力してくださ

い。［テンキー］ を押すとテンキー

で入力することができます。

両面コピーのときは、［う ら面設

定］ を押し、［自動］ か ［手動］ か

を選択してください。

入力単位 とじしろの幅

センチ -18 mm ～ 18 mm（1 mm 単位）

インチ -0.75 ～ 0.75"（0.01" 単位）

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

とじしろ/センター移動

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

左右
設定しない

とじしろ

mm

～( -18 +18 )

上下 ～( -18 +18 )

mm

テンキー

テンキー

上辺を奥向き

原稿セット
向き

センター移動 自動

うら面設定

1

0

0

。が表示されます  
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［自動］ を選択した場合は、［OK］

を押してください。[ 手動 ] を押し

た場合は、表示される画面でとじ

しろを入力した後、［OK］ を押して

ください。

センター移動を選択する場合は、

［セン ター移動］ を押してくださ

い。

5 ［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、［上辺を奥向き］ または、［上辺を左向き］ から原稿の

セット向きを選択し、［OK］ を押してください。

6 ［OK］ を押してください。

7 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10 10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

とじしろ/センター移動 - うら面設定

[OK]ｷｰ  で仕上 ｲﾒｰｼﾞがり     

登録

左右
自動

手動

mm

( -18～+18 )

上下 ( -18～+18 )

mm

テンキー

テンキー

1

が表示されます。

0

0

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

とじしろ/センター移動

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

とじしろ

上辺を奥向き

原稿セット
向き

センター移動

1

。が表示されます  
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枠消し

原稿のまわりにできる黒い枠を消去して、コピーすることができます。枠消しコピーに

は次の方法があります。

シート枠消し

シート原稿のまわりにできる黒い枠を消します。

ブック枠消し

分厚い本などをコピーするときにできる、本のまわりや中央の黒い枠を消します。枠消

しの幅は、本のまわりと中央を別々に選択できます。

個別枠消し

上下左右の枠消し幅を別々に選択できます。

それぞれの方法で設定できる枠消し幅は次のとおりです。

参考：枠消し幅の初期値を変更することができます。詳細は 6-26 ページの枠消し幅の初

期値を参照してください。

原稿 コピー

原稿 コピー

入力単位 枠消し幅

センチ 0 mm ～ 50 mm（1 mm 単位）

インチ 0 ～ 2"（0.01" 単位）

原稿 コピー
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枠消しコピーの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［枠消し］ の順に押してください。

4 シート枠消しを選択する場合は

［シー ト 枠消し］、ブック枠消しを

選択する場合は ［ブ ッ ク枠消し］

を押してください。

［＋］ または ［－］ で、「外」また

は「中」の枠消し幅を入力してく

ださい。［テンキー］ を押すとテン

キーで入力することができます。

個別枠消しを選択する場合は、［個

別枠消し］ を押してください。

［＋］ または ［－］ で、「上」、

「下」、「左」、または「右」の枠消

し幅を入力してください。［テン

キー］ を押すとテンキーで入力す

ることができます。

［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、［上

辺を奥向き］ または、［上辺を左向

き］ から原稿のセット向きを選択

し、［OK］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

枠消し

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

外
設定しない

シート枠消し

mm

～( 0 50 )

中 ～( 0 50 )

mm

テンキー

テンキー

ブック枠消し

個別枠消し

1

0

0

。が表示されます  

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

枠消し

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

上
設定しない

シート枠消し

mm

～( 0 50 )

mm

テンキー

ブック枠消し

個別枠消し

上辺を奥向き

原稿セット
向き

下

左

右

1

mm

mm

0

0

0

0
。が表示されます  
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小冊子

小冊子コピーを利用すると、シート原稿から、週刊誌やパンフレットのような冊子を作

ることができます。原稿を見開き両面にコピーし、仕上がったコピーを重ねて折ると、

冊子のようになります。

表紙だけ別の用紙（カラー紙や厚紙）にコピーすることもできます。表紙に使う用紙

は、手差しから給紙します。カセットから給紙させるには、6-13 ページの表紙の給紙段

を参照してください。

小冊子に使用できる原稿サイズ、用紙サイズは次のとおりです。

仕上がりが左とじの場合

仕上がったコピーを重ねて折ると、ページが左から右へ進むようにコピーします。

仕上がりが右とじの場合

仕上がったコピーを重ねて折ると、ページが右から左へ進むようにコピーします。

原稿の種類
中とじ＋中折り

の選択※

※ 仕上がったコピーの中央にステープルし、自動で 2 つに折る機能です。オプションの 3,000
枚ドキュメントフィニッシャおよび中折りユニットが必要です。

原稿サイズ 用紙サイズ

片面原稿、

両面原稿

なし すべて※※

※※カスタムサイズの原稿を除きます。

A3、B4、A4、A4-R、B5、
B5-R、Ledger、Legal、Letter、
Letter-R

あり すべて※※ A3、B4、A4-R、Ledger、Legal、
Letter-R

見開き原稿 なし A3、B4、A4-R、B5-R、
A5-R、Ledger、Letter-R、
8K

A3、B4、A4、A4-R、B5、
B5-R、Ledger、Legal、Letter、
Letter-R

あり A3、B4、A4-R、B5-R、
A5-R、Ledger、Letter-R

A3、B4、A4-R、Ledger、Legal、
Letter-R

原稿 コピー

原稿 コピー
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仕上がりが上とじの場合

仕上がったコピーを重ねて折ると、ページが上から下へ進むようにコピーします。

小冊子コピーの操作手順は、次のとおりです。

1 コピーキーを押してください。

2 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［小冊子］ の順に押してください。

3 片面原稿から小冊子に印刷する場合は、［片面→小冊子］ を押してください。

両面原稿から小冊子に印刷する場合は、［両面→小冊子］ を押してください。

見開き原稿から小冊子に印刷する

場合は、［見開き→小冊子］ を押し

てください。

4 ［両面→小冊子］ または ［見開き→小冊子］ を選択した場合は、「原稿」のとじ方向と、

「仕上がり」のとじ方向を選択してください。

［片面→小冊子］ を選択した場合は、「仕上がり」のとじ方向を選択してください。

5 ［片面→小冊子］ または ［両面→小冊子］ を選択した場合は、表紙を挿入できます。［表

紙付け］ を押して、［設定する］ を選択し、［OK］ を押してください。

6 オプションの 3,000 枚ドキュメントフィニッシャおよび中折りユニットを装着している

場合は、中とじ＋中折り※を選択できます。［中と じ ステープル］ を押して、「中とじ＋

中折り」を選択し、［OK］ を押してください。用紙 16 枚（64 ページ）までの中とじ＋

中折りができます。

※仕上がったコピーの中央にステープルし、自動で 2 つに折る機能です。

7 ［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、［上辺を奥向き］ または、［上辺を左向き］ から原稿の

セット向きを選択し、［OK］ を押してください。

8 ［OK］ を押してください。

原稿 コピー

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

小冊子

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

原稿

→両面 小冊子

→片面 小冊子 上とじ

上辺を奥向き

原稿セット
向き

設定しない
左/右とじ

→見開き 小冊子

仕上がり

設定する

表紙付け

右とじ

左とじ

上とじ

1

。が表示されます  
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9 原稿ガラスまたは原稿送り装置に原稿をセットし、スタートキーを押してください。

参考：原稿ガラスにセットするときは、ページ順にセットしてください。

原稿ガラスに原稿をセットしたときは、次の原稿に入れ替えてスタートキーを押してく

ださい。

次の原稿がなければ、［読み込み終了］ を押してください。コピーが開始されます。
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両面 / 分割

用紙の両面にコピーできます。

また、分割は、両面原稿や本などの見開き原稿を、1 ページずつ片面コピーします。両

面 / 分割には次の方法があります。

参考：原稿送り装置を使ってカラーの両面原稿を読み込むには、本体のメモリ増設が必

要です。サービス担当者にご連絡ください。

片面→両面

片面原稿を両面コピーします。原稿が奇数枚のときは、最終ページのうら面が白紙にな

ります。

とじ方法は次の 2 とおりです。

A 原稿左 / 右とじ→仕上がり左 / 右とじ：うら面のコピーをおもて面と同じ方向でコ

ピーします。

B 原稿左 / 右とじ→仕上がり上とじ：うら面のコピーをおもて面に対して 180°回転さ

せてコピーします。仕上がったコピーを上でとじると、各見開きのページが同じ方

向になります。

両面→片面

両面原稿を 1 ページずつ片面コピーします。オプションの原稿送り装置が必要です。

とじ方法は次の 2 とおりです。

• 左 / 右とじ：うら面のコピーをおもて面と同じ方向でコピーします。

• 上とじ：うら面のコピーをおもて面に対して 180°回転させてコピーします。

原稿 コピー

5

4

3

2

1

5

34

12

ghi
def

abc

ghi
abc

de
f

ghi
abc

def

原稿 コピー

A B

2112

原稿 コピー
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両面→両面

両面原稿を両面コピーします。オプションの原稿送り装置が必要です。

参考：両面→両面に使用できる用紙サイズは A3、B4、A4、B5、A5-R、Folio、Ledger、
Legal、Letter、Statement-R、OficioII、8.5 × 13.5" です。

見開き→片面

見開き 2 ページの原稿を 1 ページずつ片面コピーします。

とじ方法は次の 2 とおりです。

左とじ：見開き原稿の左ページ、次に右ページの順でコピーします。

右とじ：見開き原稿の右ページ、次に左ページの順でコピーします。

参考：見開き→片面に使用できる原稿サイズは A3、B4、A4-R、B5-R、A5-R、Ledger、
Letter-R、8K、また用紙サイズは A4、B5、Letter、16K に限られます。用紙サイズを変

更して、そのサイズに縮小拡大することができます。

見開き→両面

見開き 2 ページの原稿を用紙の両面にコピーします。

参考：見開き→両面に使用できる原稿サイズは A3、B4、A4-R、B5-R、A5-R、Ledger、
Letter-R、8K、用紙サイズは A4、B5、Letter です。

原稿 コピー

5

34

12

5

34

12

2121

原稿 コピー

34

34

3 4

2 1

21

4 3

12

12

10 2
3

2 13 0

原稿 コピー

見開き→おもてうら 見開き→見開き
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両面 / 分割コピーの操作手順は、次のとおりです。

1 コピーキーを押してください。

2 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［両面 / 分割］ の順に押してください。

3 両面 / 分割コピーのモードを選択し

てください。

4 ［片面→両面］、［両面→両面］、または ［見開き→両面］ を選択した場合は、「仕上がり」

からとじ方向を選択してください。

5 ［両面→片面］、［両面→両面］、［見

開き→片面］、または ［見開き→両

面］ を選択した場合は、「原稿」か

らとじ方向を選択してください。

6 ［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、［上辺を奥向き］ または、［上辺を左向き］ から原稿の

セット向きを選択し、［OK］ を押してください。

7 ［OK］ を押してください。

8 原稿をセットし、スタートキーを押してください。

原稿ガラスに原稿をセットしたときは、次の原稿に入れ替えてスタートキーを押してく

ださい。

次の原稿がなければ、［読み込み終了］ を押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

両面/分割

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

→見開き 両面

→片面 両面

上辺を奥向き

原稿セット
向き

→片面 片面

→両面 両面 仕上がり

とじ方向
左/右とじ

とじ方向
上とじ

→両面 片面

→見開き 片面

1

。が表示されます  

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

両面/分割

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

→見開き 両面

→片面 両面

上辺を奥向き

原稿セット
向き

→片面 片面

→両面 両面

原稿

とじ方向

左/右とじ

とじ方向

上とじ
→両面 片面

→見開き 片面

1

。が表示されます  
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表紙付け

コピーに表紙をつけることができます。原稿の 1 ページ目と最終ページだけ給紙元を変

更して、別の用紙（カラー紙や厚紙など）にコピーします。つけられる表紙は次の 2 種

類です。表紙に使う用紙は、手差しから給紙します。カセットから給紙させるには、

6-13 ページの表紙の給紙段を参照してください。

表紙付けコピーの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［表紙付け］ の順に押してください。

4 ［おもて表紙］ または ［おもて表紙

＋う ら表紙］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。

原稿ガラスに原稿をセットしたときは、次の原稿に入れ替えてスタートキーを押してく

ださい。

次の原稿がなければ、［読み込み終了］ を押してください。コピーが開始されます。

表紙の種類 詳細

おもて表紙 原稿の 1 ページ目を別の用紙にコピーします。

おもて＋うら表紙 原稿の 1 ページ目と最終ページを別の用紙にコピーします。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

表紙付け

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

、表紙としてカラー紙や 厚紙を本文とは
。別の給紙段から給紙して印刷します  

[おもて表紙]または[おもて+うら表紙]を

。選択してください  
。※給紙段はシステムメニューで設定します  

おもて+うら
表紙

設定しない おもて表紙

1

。が表示されます  
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イメージ合成

帳票などのフォームやイメージを、原稿と合成してコピーできます。原稿の 1 枚目が

フォームとして読み込まれ、以降の原稿に重ねてコピーされます。あらかじめ登録され

たフォームを利用することもできます。

参考：フォームをあらかじめ登録しておくことができます。詳細は、5-9 ページの文書

ボックスからのイメージ合成を参照してください。

イメージ合成の操作手順は、次のとおりです。

1 コピーキーを押してください。

2 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［イ メ ージ合成］ の順に押してください。

3 1 枚目の原稿をフォームとする場合

は、［フ ォーム同時読み込み］ を押

してください。

参考：フォームの濃さを、10 ～ 100％の範囲で 10 段階で変更できます。［濃度］の

［＋］ または ［－］ を押してください。

あらかじめ登録されているフォー

ムを使用する場合は、［フ ォーム呼

び出し］ を押してください。

［フ ォーム選択］ を押すと、フォー

ムのリストが表示されます。使用

するフォームを選択して、［OK］ を

押してください。

参考：［詳細］ を押すと、選択したフォームの情報を見ることができます。

原稿 コピーフォーム

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

イメージ合成

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

濃度

フォーム
同時読み込み

フォーム
呼び出し

%

設定しない ～(10 100)

1

。が表示されます  

なし

フォーム選択

状況 2006/10/10    10:10

キャンセル OK

イメージ合成( コピー )

詳細

Document 0

 1/200

2006/08/05 10:10

Document 2 2006/10/05 10:00

Document 3 2006/10/05 10:01

Document 4 2006/10/05 10:10

。コピーできます 部数

イメージ合成 - フォーム選択

1

名前 日時 サイズ

MB21

MB21

MB36

MB30

Document 1 2006/09/05 10:00 MB30
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4 ［OK］ を押してください。

5 原稿をセットしてください。

1 枚目の原稿をフォームとする場合は、その原稿を最初にセットしてください。オプ

ションの原稿送り装置を使用するときは、その原稿を一番上にしてください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。
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ページ番号つけ

コピーにページ番号をつけることができます。ページ番号のスタイルは ［- 1 -］、［P.1］、

［1/n］ の 3 種類があります。［1/n］ を選択したときは、「n」に総ページ数が印刷されま

す。

ページ番号は、コピーの下側中央に印刷されます。

ページ番号つけコピーの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［ページ番号］ の順に押してください。

4 ［- 1 -］、［P.1］、［1/n］ からページ番

号のスタイルを選択してください。

5 ページ番号を途中のページからつける場合は、「開始ページ」の ［＋］ または ［－］ で、

開始ページを選択してください。［テンキー］ を押すとテンキーで入力することができ

ます。

6 ページ番号を 1 以外の番号から開始する場合は、「開始番号」の ［＋］ または ［－］ で、

開始番号を入力してください。［テンキー］ を押すとテンキーで入力することができま

す。

7 途中のページで番号つけを終了する場合は、［終了ページ］ を押してください。「手動」

を選択して、［＋］ または ［－］ で終了ページのページ数を入力し、［OK］ を押してく

ださい。［テンキー］ を押すとテンキーで入力することができます。

原稿 ［－ 1 －］ ［P.1］ ［1/n］

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

ページ番号

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

開始ページ
設定しない

1/n

～(1 10)

開始番号 ～(1 999)

テンキー

テンキー

上辺を奥向き

原稿セット
向き

P.1 自動

分母番号

-1-

自動

終了ページ

1

1

1

。が表示されます  
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8 ［1/n］ を選択した場合は、総ページ数の「n」を手動で変更できます。［分母番号］ を押

してください。［手動］ を選択して、［＋］ または ［－］ で「n」の数値を入力し、［OK］

を押してください。［テンキー］ を押すとテンキーで入力することができます。

9 ［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、セットした原稿に合わせて ［上辺を奥向き］ または ［上

辺を左向き］ を選択し、［OK］ を押してください。

10 ［OK］ を押してください。

11 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。
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書き込み余白

コピーした用紙にコメントを書き込めるスペースを作ります。2 枚の原稿を 1 枚の用紙

にコピーしたり、原稿の境目の位置に境界線を入れたりできます。

参考：書き込み余白に使用できる用紙サイズは A3、B4、A4、A4-R、B5、B5-R、A5-R、
Ledger、Legal、Oficio II、Folio、8.5 × 13.5"、Letter、Letter-R、Statement-R、8K、16K、

16K-R です。

レイアウト A

原稿 1 枚を 1 枚の用紙にコピーし、用紙の半分にスペースを作ります。

レイアウト B

原稿 2 枚を 1 枚の用紙にコピーし、用紙の半分にスペースを作ります。

境界線の線種

境界線の線種は次のとおりです。

原稿 コピー

原稿 コピー

なし 点線実線 マーク



コピー機能

1-39

書き込み余白コピーの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［レ イアウ ト / 編集］ → ［書き込み余白］ の順に押してください。

4 ［レ イアウ ト A］ または ［レ イアウ

ト B］ を押して、「レイアウト」か

らページの並び順を選択してくだ

さい。

5 ［境界線］ を押して、線種を選択し、［OK］ を押してください。

6 ［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、［上辺を奥向き］ または、［上辺を左向き］ から原稿の

セット向きを選択し、［OK］ を押してください。

7 ［OK］ を押してください。

8 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

書き込み余白

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

レイアウトB

上辺を奥向き

原稿セット
向き

レイアウトA

なし

境界線

→右上 左

→右上 下→左上 下

→左上 右

レイアウト

1

。が表示されます  
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濃度調整

濃度を手動で調整できます。工場出荷時は手動です。

設定項目は次のとおりです。

参考：初期設定を自動に選択することができます（6-23 ページの濃度参照）。

濃度の調整方法は次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［画質］ → ［濃度］ の順に押してください。

4 手動を選択する場合は、［-3］ ～ ［+3］（うすく～こく）を押して、濃度を調整してくだ

さい。［-3］ ～ ［+3］（うすく～こく）の濃度値を 0.5 刻みで変更することができます。

自動を選択する場合は、［自動］ を

押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

項目 詳細

手動 手動で７段階または 13 段階に選択できます。

自動 原稿の濃度に応じて最適なコピー濃度が選択されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

登録 キャンセル OK

こく

濃度

自動

0 +1 +2 +3-1-2-3

 1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

ふつううすく

-2.5 -1.5 -0.5 +0.5 +1.5 +2.5

。が表示されます  



コピー機能

1-41

画質の選択

原稿の種類に合わせて、画質を選択することができます。

画質の種類は次のとおりです。

画質を選択してコピーする操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［画質］ → ［原稿の画質］ の順に押してください。

4 画質を選択してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

項目 詳細

文字＋写真 文字と写真の混在に適します。

文字 えんぴつや細線をくっきり再現します。

写真 写真原稿の立体感を出します。

状況

。コピーできます 部数

キャンセル OK

原稿の画質

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

文字

、 。原稿の画質に合わせて 画像を処理します 
。[文字+写真]:文字と写真の混在に適します 
。[文字]:えんぴつや細線をくっきり再現します 

。[写真]:写真原稿の立体感を出します 

写真＋文字 写真

1

。が表示されます  

2006/10/10    10:10
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エコプリント

トナーを節約してコピーできます。画像がやや粗くなるため、試しコピーなど高品質な

コピーが必要でないときに使用してください。

エコプリントの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［画質］ → ［エ コ プ リ ン ト ］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況

。コピーできます 部数

キャンセル OK

エコプリント

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

設定する

。トナーの消費量を節約します 
試しコピーなど高品質なコピーが

。必要でないときに使用してください 

設定しない

登録

2006/10/10    10:10

1

。が表示されます  
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連続読み込み

原稿の枚数が多くて原稿送り装置に一度にセットできないときに、数回に分けて読み込

んで一括印刷できます。この機能では、［読み込み終了］ を押すまで、原稿を読み込み

続けます。

読み込みの途中で、次の変更ができます。

• 原稿サイズ選択

• 原稿セット向き

• 画質の選択

• 原稿の種類（両面 / 見開き原稿）

• 縮小 / 拡大コピー

• 枠消しコピー

• コピー濃度

さらに、応用コピーを使用すると、読み込みの途中で白紙を挿入したり、両面コピー時

に白ページを挿入したりできます。

連続読み込みコピーの操作手順は、次のとおりです。

1 コピーキーを押してください。

2 ［応用 / その他］ → ［連続読み込み］ の順に押してください。

3 連続読み込みを選択する場合は、［設定する］ を押してください。

応用コピーを選択する場合は、［応

用コ ピー］ を押して、仕上がりの

とじ方向を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

5 原稿をセットし、スタートキーを押してください。

応用コピーを選択したときは、次

ページの変更ができます。白紙を

挿入する場合は ［白紙を挿入］ を

押してください。両面コピー時に、

次のページをうら面へ印刷する場

合は ［次のコ ピー面を う らへ］ を

押してください。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

連続読み込み

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

応用コピー

設定する

設定しない 。仕上がりのとじ方向を選択してください  

右とじ 上とじ左とじ

1

。が表示されます  

状況 2006/10/10    10:10

部数

中止 読み込み終了

読み込み設定

原稿サイズ 原稿セット
向き

原稿の画質

両面/見開き
原稿

縮小/拡大 枠消し

濃度

1

自動

自動

両面

上辺を奥向き

100%

文字+写真

設定しない
次のコピー面:おもて

白紙を挿入

次のコピー面を
うらへ

仕上がりページ

ページ

A4

用紙選択

普通紙

。次の原稿を読み込みます 
。原稿をセットしスタートキーを押してください 

。コピーを開始するときは[読み込み終了]を押してください  

ジョブ番号: ジョブ名: ユーザ名:000021 doc20060505113414 -----
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6 次の原稿をセットして、スタートキーを押してください。同じ手順で残りの原稿を読み

込んでください。

原稿の読み込みがすべて終了したら、［読み込み終了］ を押してください。コピーが開

始されます。
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自動画像回転

セットした原稿と給紙元の用紙が同じサイズで向きが異なる場合、自動で画像を反時計

回りに 90°回転して、用紙にぴったりコピーできます。

参考：初期設定で自動画像回転するか、しないかを変更できます。詳細は 6-28 ページの

自動画像回転を参照してください。

自動画像回転コピーの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［自動画像回転］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。自

動回転が選択されます。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

自動画像回転

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

セットした原稿と給紙段の用紙が同じサイズで
、向きが異なる場合 画像を90度回転して

。コピーします  

設定する

1

。が表示されます  
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白黒反転

白黒コピー時に、画像の白と黒を反転して（逆にして）コピーできます。

白黒反転コピーの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［白黒反転］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。白

黒反転が選択されます。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

白黒反転

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

。原稿の白と黒を反転してコピーします 

設定する

1

。が表示されます  
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鏡像

原稿を鏡に映したようにコピーできます。

鏡像コピーの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［鏡像］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。鏡

像が選択されます。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

鏡像

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

読み込んだ画像の左右を反転して
。コピーします 

設定する

1

。が表示されます  
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ジョブ終了通知

コピーが終了すると、メールで知らせることができます。離れた席にいてもコピーの終

了を知ることができるため、コピーが終わるまで本機の近くで待機する必要がありませ

ん。

参考：あらかじめコンピュータで、電子メールを使用できるようにしてください。

ジョブ終了通知の例

ジョブ終了通知を設定してコピーする操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［ジ ョ ブ終了通知］ の順に押してください。

4 通知先をアドレス帳から選択する

場合は、画面左の ［ア ド レス帳］

を押し、次に画面下の ［ア ド レス

帳］ を押してください。宛先を押

して通知先を選択し、［OK］ を押し

てください。

［詳細］ を押すと、選択されている

通知先の情報を見ることができま

す。

To: h_pttr@owl-net.net

Subject: 1234 Job end report mail

Job No.: 000002
Result: OK

End Time: Wed 27 Apr 2005 14:56:08
File Name: doc27042005145608
Job Type: Copy
------------------------------------------------
1234
[00:c0:ee:d0:01:14]
------------------------------------------------

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 

キャンセル OK

ジョブ 終了通知

登録

アドレス入力

宛先
アドレス帳

設定しない

詳細

 User A  abc@def.com

詳細 アドレス帳

部数

 1
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通知先を直接入力する場合は、［ア

ド レス入力］ を押してください。

［メ ールア ド レス］ を押して、メー

ルアドレスを入力し、［OK］ を押し

てください。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。コピーが終了すると、通知先

にメールが送信されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

ジョブ 終了通知

登録

アドレス帳
メール
アドレス

アドレス入力

設定しない

1
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コピー文書名指定

コピージョブに名前をつけることができます。必要に応じて、日時やジョブ番号の情報

も付加できます。ここで指定した名前、日時、ジョブ番号を使用して、コピージョブの

履歴やステータスの確認ができます。

コピージョブに名前を付けてコピーする操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［文書名入力］ の順に押してください。

4 ［文書名］ を押して、コピージョブの名前を入力し、［OK］ を押してください。

コピージョブに日時を付加する場

合は ［日時］ を、ジョブ番号を付

加する場合は ［ジ ョ ブ番号］ を押

してください。付加された情報は

「付加情報」に表示されます。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

文書名入力

登録

。読み込む文書に名前をつけます  

、 。[ジョブ番号] [日時]の付加情報も設定できます  

文書名

付加情報

日時ジョブ番号

1

ジョブ番号

doc
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優先印刷

優先印刷すると、現在印刷中のジョブが中断され、優先的にコピーできます。優先印刷

が終了すると、中断していたジョブが再開されます。

参考：印刷中のジョブに優先印刷が選択されている場合は中断できません。

優先印刷の操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［優先印刷］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。優

先印刷が選択されます。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。現在印刷中のジョブが中断され、優先印刷を選択した

ジョブのコピーが開始されます。コピーが終了すると、中断していたジョブの印刷が再

開されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

優先印刷

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

、他の印刷ジョブに優先して このジョブを
。処理します 

設定する

1

。が表示されます  
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伝票原稿コピー

伝票のように複数枚がひと綴りになった原稿をコピーすることができます。オプション

の原稿送り装置が必要です。

伝票原稿コピーの操作手順は、次のとおりです。

1 原稿送り装置に原稿をセットしてください。

参考：原稿はひと綴りずつセットしてください。

原稿をセットするときは、とじている側から原稿送り装置に挿入してください。

2 コピーキーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［伝票原稿］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。伝

票原稿コピーが選択されます。

5 ［OK］ を押してください。

6 スタートキーを押してください。コピーが開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

伝票原稿

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

、原稿送り装置を使用し  伝票のように複数枚が
。ひとつづりになった原稿をコピーします 

設定する

1

。が表示されます  
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再コピー

再コピーは、コピー終了後に同じコピーが必要となったときに、追加印刷する機能で

す。また、機密保持のため、再コピー選択時にパスワードを登録することもできます。

この場合、印刷時に正しいパスワードを入力しないと印刷できません。

重要：再コピーを選択したジョブは、主電源スイッチを切ると消去されます。

オプションのセキュリティキットが導入されている環境では、再コピーできません。

ボックス内に保持できる再コピージョブの件数を 0 にしているときは、この機能は使用

できません（1-54 ページの再コピージョブの最大保持数参照）。

コピー時、常に再コピーさせることができます。詳細は 6-32 ページの再コピーを参照し

てください。

コピージョブに文書名をつけておくと、印刷するときにデータの判別が容易になります

（1-50 ページのコピー文書名指定参照）。

再コピーの選択

再コピーを選択する操作手順は、次のとおりです。

1 コピーキーを押してください。

2 ［応用 / その他］ → ［再コ ピー］ の順に押してください。

3 ［設定する］ を押してください。

パスワードを登録する場合は、［テ

ンキー］ を押して、パスワードを 4
桁の数字で入力してください。

重要：パスワードを忘れると再コピー印刷できなくなります。必要に応じてメモを取る

ようにしてください。

4 ［OK］ を押してください。

5 原稿をセットし、スタートキーを押してください。コピーが開始され、再コピージョブ

として保存されます。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

再コピー

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

設定する

パスワード(4桁)

テンキー

1

。が表示されます  
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再コピーの印刷

再コピージョブは、文書ボックスに保存されています。5-23 ページの再コピーボック

スを参照して、再コピージョブを印刷してください。

再コピージョブの最大保持数

ボックス内に保持できる再コピージョブの最大保持数を変更することができます。

再コピージョブの最大保持数を変更する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［文書ボックス / 外部メモリ］→ 「ジョブボックス」の ［次へ］ の順に押してください。

3 「再コピージョブ保持数」の ［変更］ を押してください。

4 ［＋］、［－］ で、ジョブの最大保持

数を入力してください。

テンキーで入力することもできま

す。

入力できる保持数は 0 ～ 50 です。

参考：0 を入力すると、再コピー機能は使用できません。

5 ［OK］ を押してください。

6 終了するときは、［閉じ る］ を繰り返し押して、システムメニューの初期画面に戻って

ください。

状況 2006/10/10    10:10

文書ボックス/外部メモリ - 再コピージョブ保持数

キャンセル OK

。再コピージョブの最大保持数を設定します 

。[-][+]またはテンキーで数値を入力してください 
。※0を設定するとジョブを保存しません  

～(0 50)

個1
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プログラム機能（コピー、送信設定）

よく使用するコピー機能を組み合わせて、プログラムとして登録できます。登録後は、

プログラム番号を押すだけで呼び出すことができます。また、各プログラムに名前をつ

けておくと、プログラムを呼び出すときにわかりやすく便利です。

参考：プログラムには送信機能も登録できます。コピー機能、送信機能を合わせて最大

50 件のプログラムを登録できます。

ユーザ管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると登録できます。

プログラムの登録

プログラムを登録する操作手順は、次のとおりです。

ここではコピー機能を設定する場合を例に説明します。

1 コピー機能を設定した状態で、プログラムキーを押してください。

2 ［登録］を押して、登録するプログラム番号（01 ～ 50）を押してください。

コピー画面または送信画面からプログラム画面に入る場合は、手順 4 へ進んでくださ

い。

参考：すでに登録されているプログラム番号を選択すると、現在登録されている機能に

置き換えることができます。

3 ［コピー］が選択されていることを確認して、［次へ］ を押してください。

4 プログラム名を入力して、［登録］ を押してください。プログラムが登録されます。
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プログラムの呼び出し

登録したプログラムを呼び出す操作手順は、次のとおりです。

1 プログラムキーを押してください。

2 ［呼び出し］ を押して、呼び出すプ

ログラム番号（01 ～ 50）のキーを

押してください。［短縮］ を押す

と、プログラム番号を直接入力し

て呼び出すことができます。

参考：プログラムが呼び出せない場合は、プログラムの中で指定されている文書ボック

スやイメージ合成のフォームが削除されている可能性があります。文書ボックスを確認

してください。

3 原稿をセットし、スタートキーを押してください。登録したプログラムどおりにコピー

されます。

プログラムの変更と削除

プログラム番号とプログラム名を変更したり、プログラムを削除したりできます。

プログラムの変更や削除する操作手順は、次のとおりです。

1 プログラムキーを押してください。

2 ［編集］ を押して、変更または削除するプログラム番号（01 ～ 50）のキーを押してくだ

さい。

3 変更する場合は、登録時と同じ方法で ［変更］ を押してプログラム番号とプログラム名

を変更し、［登録］ を押してください。変更の確認画面で ［はい］ を選択すると、プロ

グラムが変更されます。

削除する場合は、［このプログラム

を削除］ を押してください。削除

の確認画面で ［はい］ を押すとプ

ログラムが削除されます。

プログラム

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

短縮

呼び出し 登録 編集

状況 2006/10/10    10:10

プログラム詳細:

短縮 名前:変更 変更

このプログラムを削除 キャンセル

状況 2006/10/10    10:10

登録

01 2 in 1
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ショートカット登録（コピー、送信設定）

簡単設定画面にショートカットを登録し、よく使う機能を簡単に呼び出すことができま

す。登録したショートカットキーに表示される機能名は、必要に応じて変更できます。

ショートカットはコピー機能を 5 つ、送信機能を 6 つまで登録できます。

参考：初期設定では、コピー機能のショートカット番号（01）に「割り込みコピー」が

登録されています。

ショートカットの登録

ショートカットの登録は、各機能の設定画面で行います。画面に ［登録］ が表示される

機能はすべて、ショートカットに登録できます。

ショートカットを登録する操作手順は、次のとおりです。

1 各機能の設定画面で、登録したい

状態を設定してから、［登録］ を押

してください。

2 登録するショートカット番号（01 ～ 06）のキーを押してください。

参考：すでに登録されているショートカット番号を選択すると、新しいショートカット

に置き換えることができます。

3 名前を入力し、［登録］ を押してください。登録したショートカットが追加されます。

［閉じる］を押してください。

ショートカットの変更と削除

ショートカットの番号 / 名前の変更や、ショートカット削除の手順は次のとおりです。

1 各機能の設定画面で、画面下の

［登録］ を押してください。

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

書き込み余白

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

レイアウトB

上辺を奥向き

原稿セット
向き

レイアウトA

なし

境界線

→右上 左

→右上 下→左上 下

→左上 右

レイアウト

1

。が表示されます  

状況 2006/10/10    10:10

。コピーできます 部数

キャンセル OK

書き込み余白

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

設定しない

レイアウトB

上辺を奥向き

原稿セット
向き

レイアウトA

なし

境界線

→右上 左

→右上 下→左上 下

→左上 右

レイアウト

1

。が表示されます  
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2 ［編集］ を押して、変更または削除するショートカット番号（01 ～ 06）のキーを選択し

てください。

3 変更する場合は、登録時と同じ方法で ［変更］ を押してショートカットキーの番号と

ショートカット名を変更し、［登録］ を押してください。変更の確認画面で ［はい］ を

選択すると、ショートカットキーが変更されます。

削除する場合は、［このショート

カットを削除］を押してください。

削除の確認画面で ［はい］ を押す

とショートカットキーが削除され

ます。

ショートカット:   01

キャンセル 登録

状況 2006/10/10    10:10

ｼｮｰﾄｶｯﾄこの       を削除

変更 変更

01 2in1

ボタン番号: ショートカット名:
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2 送信機能

この章では、原稿を送信する際に利用できる機能について説明します。

• 原稿サイズ選択 ...2-2

• 送信サイズ選択 ...2-4

• 縮小 / 拡大 ...2-5

• センター移動 ...2-6

• 原稿サイズ混載 ...2-7

• 片面 / 両面選択 ...2-9

• 原稿セット向き ...2-10

• ファイル形式 ...2-11

• ファイル分割 ...2-15

• 画質の選択 ...2-16

• 読み込み濃度 ...2-17

• 読み込み解像度 ...2-18

• シャープネス ...2-19

• 地色調整 ...2-20

• カラー / グレー / 白黒選択 ...2-21

• 伝票原稿 ...2-22

• 連続読み込み ...2-23

• 枠消し ...2-24

• 文書名 / ファイル名の入力 ...2-26

• 件名と本文の入力 ...2-27

• 終了通知 ...2-28

• 送信控え印刷 ...2-29

• 送信控え保存 ...2-30
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原稿サイズ選択

原稿の読み込みサイズを選択します。不定形サイズの原稿を使用する場合は、必ず原稿

サイズを選択してください。

サイズは次のとおりです。

原稿サイズを選択して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［原稿 / 送信形式］ → ［原稿サイズ選択］ の順に押してください。

4 ［定形サイズ 1］、［定形サイズ 2］、

［その他］、または ［サイズ入力］ を

押して、原稿サイズを選択してくだ

さい。

項目 詳細 サイズ

定形サイズ 1 自動検知、および定形サイズ

から選択します。

自動、A3、A4-R、A4、A5-R、A5、A6-R、
B4、B5-R、B5、B6-R、B6

定形サイズ 2 定形サイズ 1 以外の定形サイ

ズから選択します。

Ledger、Letter-R、Letter、Legal、
Statement-R、Statement、11 × 15"、
8.5 × 13.5"、Oficio II、Folio、8K、16K-R、
16K

その他 はがき、カスタム原稿サイズ

※から選択します。

※ カスタム原稿サイズ（カスタム 1 ～ 4）の登録方法は、6-5 ページのカスタム原稿サイズの登

録を参照してください。

はがき、往復はがき、カスタム 1 ～ 4

サイズ入力 定形サイズ 1、2 に表示されて

いないサイズを入力します。
※※

※※入力単位は、システムメニューで切り替えることができます。

6-15 ページの入力長さの単位を参照してください。

センチ

たて : 50 ～ 297 mm（1 mm 単位）、

よこ : 50 ～ 432 mm（1 mm 単位）

インチ

たて : 2 ～ 11.69"（0.01" 単位）、

よこ : 2 ～ 17"（0.01" 単位）

状況 2006/10/10    10:10

。原稿をセットしてください 

キャンセル OK登録

。送信できます 

定形サイズ2

定形サイズ1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

自動

その他

サイズ入力

A4

A6

B5

A3

A5

B4

A4

A5

B5

原稿サイズ

宛先数

1

。が表示されます  

B6B6
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［サイズ入力］ を選択した場合は、

［＋］ または ［－］ を押して、「X」

（よこ）と「Y」（たて）のサイズを

設定してください。［テンキー］ を

押すとテンキーで入力することがで

きます。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。原稿をセットしてください 

キャンセル OK登録

。送信できます 

定形サイズ2

定形サイズ1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

その他

サイズ入力

X

原稿サイズ

宛先数

Y

mm

mm

テンキー

テンキー

～( 50 432 )

～( 50 297 )

1

420

297

。が表示されます  
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送信サイズ選択

送信サイズ（送信する画像のサイズ）を選択します。

サイズは次のとおりです。

原稿サイズ、送信サイズ、縮小 / 拡大の関係について

原稿サイズ（2-2 ページ）、送信サイズ、縮小 / 拡大（2-5 ページ）は関連があります。

次の表を参考にしてください。

参考：原稿サイズと異なる送信サイズを選択し、縮小 / 拡大を ［100％］ にすると、画

像は等倍で送信されます（縮小 / 拡大は行われません）。

送信サイズを選択して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［原稿 / 送信形式］ → ［送信サイズ選択］ の順に押してください。

4 ［定形サイズ 1］、［定形サイズ 2］

または ［その他］ を押して、送信

サイズを選択してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

項目 詳細 サイズ

定形サイズ 1 原稿サイズと同じ、または定

形サイズから選択します。

原稿と同じサイズ、A3、A4、A5、A6、
B4、B5、B6

定形サイズ 2 定形サイズ 1 以外の定形サイ

ズから選択します。

Ledger、Letter、Legal、Statement、
11 × 15"、8.5 × 13.5"、Oficio II、Folio、
8K、16K

その他 はがきから選択します。 はがき、往復はがき

原稿サイズと送信したいサイズが 同じとき 違うとき

原稿サイズ（2-2 ページ） 必要に応じて設定 必要に応じて設定

送信サイズ ［原稿サイズと同じ］ を選択 送信したいサイズを選択

縮小 / 拡大（2-5 ページ） ［100％］（または ［自動］）

を選択

［自動］ を選択

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 
宛先数

登録

A3

キャンセル OK

A5 A6

A4

B4

原稿サイズ
と同じ

定形サイズ1

定形サイズ2

その他

送信サイズ

。原稿をセットしてください 1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  B5 B6
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縮小 / 拡大

送信サイズに合わせて、原稿を自動で縮小 / 拡大して読み込むことができます。

選択できる項目は次のとおりです。

参考：縮小 / 拡大する場合は、2-4 ページの送信サイズ選択を参照して、送信サイズを選

択してください。

原稿サイズが、カスタムサイズまたはサイズ入力の場合は、等倍での送信となりますの

で、縮小 / 拡大は行われません。

原稿サイズと送信サイズの組み合わせによっては、画像が用紙の端に配置されます。上

下左右の中央に配置するには、2-6 ページのセンター移動を参照して、センター移動設

定を行ってください。

送信サイズに合わせて、原稿を縮小 / 拡大する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 送信サイズを選択してください。

4 ［応用 / その他］ → ［縮小 / 拡大］ の順に押してください。

5 ［100％］ または ［自動］ を押して

ください。

6 ［OK］ を押してください。

7 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

項目 詳細

100％ 縮小 / 拡大されません（等倍で読み込まれます）。

自動 設定した送信サイズに合わせて、自動で縮小 / 拡大されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

。原稿を縮小または拡大して読み込みます  
。[100%]:等倍で読み込む場合 

[自動]:送信サイズ/保存サイズに合わせて
。縮小または拡大して読み込む場合  

キャンセル OK

自動

縮小/拡大

。原稿をセットしてください 

100%

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

1

。が表示されます  
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センター移動

原稿サイズと送信サイズを指定してスキャンした場合、サイズによっては、用紙の下側

または左右どちらかに余白ができます。センター移動すると、この余白が上下左右均等

になるように画像を配置することができます。

センター移動して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［セン ター移動］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。セ

ンター移動を行います。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

。画像を中央に移動させて読み込みます  

キャンセル OK

設定しない

センター移動

。宛先を入力してください 

設定する

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  
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原稿サイズ混載

オプションの原稿送り装置を使用すると、サイズの異なる原稿をまとめてセットし、送

信できます。この方法で原稿送り装置にセットできる枚数は、最大 30 枚です。

原稿幅が同じ場合

原稿幅が同じ場合、セットできる原稿の組み合わせは次のとおりです。

• B4 と B5

• A3 と A4（Ledger と Letter）

• Folio と A4-R（Legal と Letter-R）

原稿幅が違う場合

幅の違う原稿をまとめてセットできる原稿の組み合わせは次のとおりです。

参考：Folio、A4-R、B5-R の組み合わせで原稿サイズ混載を行う場合は、システムメ

ニュー→共通→原稿 / 用紙設定→原稿自動検知の「Folio」を ［検知する］ にしてくださ

い。詳しくは、6-12 ページの原稿の自動検知を参照してください。

• A3、B4、A4、B5

A3
(Ledger)

A3
(Ledger)

A4
(Letter)

A4
(Letter)

Folio
(Legal)

Folio
(Legal)

A4R
(Letter-R)

A4R
(Letter-R)
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• B4、A4-R、B5

• Folio、A4-R、B5-R

サイズの異なる原稿をまとめて送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿送り装置に原稿を置いてください。

重要：幅の違う原稿をセットするときは、奥側の原稿幅ガイドに合わせて、原稿の先端

を揃えてセットしてください。原稿のセットが不揃いだと、正しく読み取れないおそれ

があります。

2 送信キーを押してください。

3 ［原稿 / 送信形式］ → ［原稿サイズ混載］ の順に押してください。

4 原稿の組み合わせを、［同じ幅］ ま

たは、［違う幅］ から選択してくだ

さい。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

宛先数

登録

、原稿送り装置を使用して サイズの違う原稿を
、 。一度に読み込み 送信します  

※原稿送り装置にセットできる枚数は
。最大30枚です 

キャンセル OK

設定しない 同じ幅

原稿サイズ混載

違う幅

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  

。送信できます 
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片面 / 両面選択

原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。

原稿の種類ととじ方向は、次のとおりです。

原稿種類ととじ方向を選択して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［原稿 / 送信形式］ → ［両面 / 見開き原稿］ の順に押してください。

4 ［片面］、［両面］、または ［見開き］

を押してください。

5 ［両面］ または ［見開き］ を選択した場合は、とじ方向を選択し、［原稿セ ッ ト 向き］ を

押して原稿セット向きを選択してください。

6 ［OK］ を押してください。

7 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

原稿 種類 とじ方向

片面のシート原稿 片面原稿 －

両面のシート原稿 両面原稿※

※ オプションの原稿送り装置を導入時のみ。

参考：オプションの原稿送り装置を使ってカラーの両面原稿を読み込むには、本体のメ

モリ増設が必要です。サービス担当者にご連絡ください。

左 / 右とじ、上とじ

雑誌や本などの見開きの原稿 見開き原稿 左とじ、右とじ

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

宛先数

1

片面

両面/見開き原稿

。原稿をセットしてください 

両面

見開き

右とじ左とじ

とじ方向

上辺を奥向き

キャンセル OK登録

。が表示されます  

原稿セット
向き
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原稿セット向き

文書を正しく読める向きに送信するため、原稿の上部の向きを指示します。次の機能を

使用する場合は、原稿のセット向きを選択してください。

• 片面 / 両面選択

• 枠消し

原稿ガラスに原稿をセットする場合

オプションの原稿送り装置に原稿をセットする場合

原稿セット向きを選択して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［原稿 / 送信形式］ → ［原稿セ ッ ト 向き］ の順に押してください。

4 原稿のセット向きを、［上辺を奥向

き］ または、［上辺を左向き］ から

選択してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

原稿 ［奥］ ［左］

原稿 ［奥］ ［左］

状況 2006/10/10 10:10

。送信できます 宛先数

登録

セットした原稿の上辺の向きを
。選択してください 

キャンセル OK

上辺を左向き

原稿セット向き

。原稿をセットしてください 

上辺を奥向き

1

[OK]ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ  で仕上がり     

。が表示されます 
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ファイル形式

送信する画像のファイル形式を選択します。

ファイル形式とその内容は、次のとおりです。

参考：カラーモードで、グレースケールが選択されている場合に ［JPEG］、フルカラー

が選択されている場合に ［JPEG］、［高圧縮 PDF］ が表示されます。

画質は、読み込み時のカラーモードがグレースケールまたはフルカラーに選択されてい

る場合に調整できます。カラーモードについては、2-21 ページのカラー / グレー / 白黒

選択を参照してください。

オプションの PDF 拡張キットを導入している場合は、PDF 暗号化機能を使用すること

ができます。詳細は、2-12 ページの PDF 暗号化機能を参照してください。

ファイル形式を選択して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［原稿 / 送信形式］ → ［フ ァ イル形式］ の順に押してください。

4 ファイル形式を ［PDF］、［TIFF］、［JPEG］、または ［高圧縮 PDF］ から選択してくだ

さい。

読み込み時のカラーモードを、グ

レースケールまたはフルカラーに

選択している場合は、画質を設定

してください。

オプションの PDF 拡張キットを導

入している場合は、［暗号化］ を押

して、暗号化の設定を行ってくだ

さい。

5 ［OK］ を押してください。

ファイル形式 画質の調整範囲 カラーモード

PDF 1 低画質（高圧縮）～

5 高画質（低圧縮）

フルカラー、グレースケール、白黒

TIFF 1 低画質（高圧縮）～

5 高画質（低圧縮）

フルカラー、グレースケール、白黒

JPEG 1 低画質（高圧縮）～

5 高画質（低圧縮）

フルカラー、グレースケール

高圧縮 PDF ※

※ オプションの PDF 拡張キット導入時のみ表示されます。

1 圧縮率優先～

3 画質優先

フルカラー

状況 2006/10/10    10:10

。原稿をセットしてください 

キャンセル OK登録

。送信できます 

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

画質

ファイル形式

宛先数

暗号化

低画質

1

。が表示されます  

(高圧縮)
高画質

(低圧縮)

設定しない

TIFF

PDF

JPEG

高圧縮PDF
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6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

PDF 暗号化機能

ファイル形式で PDF または高圧縮 PDF を選択した場合、パスワードによるセキュリ

ティを使用し、PDF の表示、印刷および編集に対して、制限を追加することができま

す。

参考：オプションの PDF 拡張キットが必要です。

制限できる項目は次のとおりです。

PDF を送信するとき、PDF 暗号化する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［原稿 / 送信形式］ → ［フ ァ イル形式］ → ［PDF］ または ［高圧縮 PDF］ → ［暗号化］ の

順に押してください。

4 「互換性のある形式」の ［▼］ を押

して、「Acrobat4.0 およびそれ以

降」または「Acrobat5.0 およびそ

れ以降」を選択してください。

5 PDF ファイルを開くためのパスワードを入力する場合は、「文書を開くパスワード」で

［設定する］ を選択してください。

6 ［パスワー ド］ を押して、パスワード（最高 255 文字まで）を入力し、［OK］ を押して

ください。

項目 値 詳細

互換性のある形式 Acrobat4.0 およびそれ以降、

Acrobat5.0 およびそれ以降

PDF ファイルと互換性のある

バージョンを選択してください。

文書を開くパスワード 設定しない、設定する PDF ファイルを開くためのパス

ワードを入力してください。

文書編集 / 印刷のパスワード 設定しない、設定する PDF ファイルを編集するための

パスワードを入力してください。

文書編集 / 印刷のパスワードを

入力すると、具体的な操作の制

限ができます。

ファイル形式 - 暗号化

キャンセル OK

設定しない

互換性のある形式
Acrobat4.0およびそれ以降

暗号化レベル: 中(40-bit)

文書を開く
パスワード

設定する

設定しない

設定する

パスワード

確認

パスワード

確認

詳細設定

文書編集/印刷の
パスワード
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参考：文字の入力方法は、使用説明書を参照してください。

7 ［確認］ を押して、確認のため、もう一度同じパスワードを入力し、［OK］ を押してく

ださい。

8 PDF ファイルを編集するためのパスワードを入力する場合は、「文書編集 / 印刷のパス

ワード」で ［設定する］ を選択してください。

9 「文書を開くパスワード」の入力と同様に、PDF ファイルを変更するためのパスワード

を入力してください。

10 ［詳細設定］ を押してください。

11 PDF ファイルの操作を制限します。「印刷を許可」の ［▼］ を押して、項目（制限の内

容）を選択してください。表示される項目は、手順 4 の「互換性のある形式」で選択し

た Acrobat のバージョンにより異なります。

設定項目は次のとおりです。

12 「変更を許可」の ［▼］ を押して、項目（制限の内容）を選択してください。表示され

る項目は、手順 4 の「互換性のある形式」で選択した Acrobat のバージョンにより異な

ります。

項目 詳細

許可しない PDF ファイルが印刷できなくなります。

許可する（低解像度のみ）※

※ 「互換性のある形式」で［Acrobat5.0 およびそれ以降］を選択した場合に表示されます。

PDF ファイルを低解像度でのみ印刷できます。

許可する PDF ファイルを本来の解像度で印刷できます。

ファイル形式 - 詳細設定

キャンセル OK

印刷を許可 許可しない

変更を許可 許可する

、画像及び その他の内容のコピー

無効にする

有効にする
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設定項目は次のとおりです。

13 「画像及び、その他の内容のコピー」から、［無効にする］ または ［有効にする］ を選択

してください。

設定項目は次のとおりです。

14 ［OK］ を押して、「ファイル形式」画面に戻ってください。

15 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

項目 詳細

許可しない PDF ファイルが変更できなくなります。

注釈の追加 注釈の追加のみできます。

ページの挿入、削除、回転※

※ 「互換性のある形式」で ［Acrobat5.0 およびそれ以降］ を選択した場合に表示されます。

PDF ファイルのページの挿入、ページの削除、およびペー

ジの回転のみができます。

ページの抽出を除くページレイア

ウトの変更※※

※※「互換性のある形式」で ［Acrobat4.0 およびそれ以降］ を選択した場合に表示されます。

PDF ファイルのページを抽出する以外の、ページレイアウ

トの変更ができます。

ページの抽出を除く全ての操作 PDF ファイルのページを抽出する以外の、すべての操作が

できます。

項目 詳細

無効にする PDF ファイル上のテキストやオブジェクトのコピーを禁止します。

有効にする PDF ファイル上のテキストやオブジェクトがコピーできます。
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ファイル分割

読み込んだ原稿データをページごとに分割して複数のファイルを作成し、送信できま

す。

ファイル分割して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［原稿 / 送信形式］ → ［フ ァ イル分割］ の順に押してください。

4 ［ページご と］ を押してください。

ファイル分割が設定されます。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。読み込んだ原稿は、1 ページずつの

ファイルに分割されて送信されます。ファイル名の最後には、「abc_001.pdf、
abc_002.pdf」のような 3 桁の通し番号が付きます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

読み込んだ原稿1ページごとに

、 。1つのファイルを作成し 送信します 

キャンセル OK

ページごと

ファイル分割

。原稿をセットしてください 

設定しない

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  
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画質の選択

原稿の種類に合わせて、画質を選択することができます。

画質の種類は次のとおりです。

画質を選択して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［カ ラー / 画質］ → ［原稿の画質］ の順に押してください。

4 画質を選択してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

項目 詳細

文字＋写真 文字と写真が混在する原稿に適します。

文字 えんぴつや細線をくっきりと再現します。

写真 写真原稿の立体感を出します。

OCR 用 OCR 処理に適した画像で読み込みます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

、 。原稿の画質に合わせて 画像を処理します  

。[OCR用]:OCR処理に適した画像で読み込みます 

キャンセル OK

文字

原稿の画質

。宛先を入力してください 

文字+写真 写真

OCR用

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  
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読み込み濃度

原稿の読み取り濃度を調整して送信できます。自動または手動で調整することができま

す。

設定項目は次のとおりです。

読み込み濃度を調整して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［カ ラー / 画質］ → ［濃度］ の順に押してください。

4 手動濃度を選択する場合は、［-3］

～ ［+3］（うすく～こく）を押し

て、濃度を調整してください。

自動濃度を選択する場合は、［自

動］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

項目 詳細

手動濃度調整 手動で 7 または 13 段階に設定できます。

自動濃度調整 原稿の濃度に応じて最適な読み取り濃度が設定されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録 キャンセル OK

こく

濃度

自動

0 +1 +2 +3-1-2-3

1

ふつううすく

-2.5 -1.5 -0.5 +0.5 +1.5 +2.5

。宛先を入力してください  

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  
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読み込み解像度

原稿をどの程度細かく読み込むかを選択することができます。細かく読み込むほど（数

値が大きいほど）画質は向上しますが、ファイルサイズ（ファイル容量）が大きくな

り、読み込み時間と送信時間も長くなります。選択できる解像度は、200 × 100dpi ノー

マル、200 × 200dpi ファイン、200 × 400dpi スーパーファイン、300 × 300dpi、400 ×

400dpi ウルトラファインまたは 600 × 600dpi です。

参考：一般的にパソコンの画面に表示する画像は 96 dpi（Windows の場合）、プリンタで

印刷するには 150 ～ 600 dpi が目安となります。画像を拡大したり、大きなサイズで印

刷する場合は、高い解像度で読み込んでください。

200 × 100dpi ノーマル、200 × 400dpi スーパーファインを選択して送信すると、ご使用

のアプリケーションによっては、画像の縦または横サイズが縮んで表示されることがあ

ります。

読み込み解像度を選択して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットします。

2 送信キーを押してください。

3 ［カ ラー / 画質］ → ［解像度］ の順に押してください。

4 解像度を選択してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

。原稿を読み込む細かさを指定します  

、 。数値が大きいほど きめが細かくなります  

キャンセル OK

400x400dpi
ｳﾙﾄﾗﾌｧｲﾝ

解像度

。原稿をセットしてください 

300x300dpi

200x200dpi
ﾌｧｲﾝ

200x100dpi
ﾉｰﾏﾙ

200x400dpi
ｽｰﾊﾟー ﾌｧｲﾝ

600x600dpi

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  
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シャープネス

画像の輪郭の強弱を選択できます。

設定項目は次のとおりです。

参考：「カラー選択」（2-21 ページ参照）で ［白黒］ が選択されている場合は、シャープ

ネスは設定できません。

シャープネスを設定して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［カ ラー / 画質］ → ［シ ャープネス］ の順に押してください。

4 ［-3］ ～ ［+3］（弱く～強く）を押

して、シャープネスを調整してく

ださい。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

項目 詳細

強く 画像の輪郭を強調します。文字や線を鮮明にします。

弱く 画像の輪郭をぼかします。モアレ（印刷された写真を読み取るときにできる

しま模様）を弱めることができます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録 キャンセル OK

強く

シャープネス

。原稿をセットしてください 

弱く

0 +1 +2 +3-1-2-3

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  
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地色調整

カラーの原稿の地色が濃い場合に薄くすることができます。

参考：「カラー選択」（2-21 ページ参照）で ［白黒］ が選択されている場合は、地色調整

は設定できません。

地色調整を設定して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［カ ラー / 画質］ → ［地色調整］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押し、［1］ ～ ［5］

（うすく～こく）のキーを押して、

濃度を調整してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。原稿をセットしてください 

キャンセル OK登録

。送信できます 

設定する

設定しない 地色

地色調整

うすく

1 2 3 4 5

こく

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

宛先数

。が表示されます 
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カラー / グレー / 白黒選択

読み込み時のカラーモードを選択し送信できます。フルカラー、グレースケール、また

は白黒が選択できます。

参考：オプションの原稿送り装置を使ってカラーの両面原稿を読み込むには、本体のメ

モリ増設が必要です。サービス担当者にご連絡ください。

カラーモードを選択して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［カ ラー / 画質］ → ［カ ラー選択］ の順に押してください。

4 ［フルカ ラー］、［グレースケール］、

または ［白黒］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録 キャンセル OK

白黒グレースケール

カラー選択

。原稿をセットしてください 

フルカラー

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  

。読み込み時の色を選択します 

。[フルカラー]:フルカラーで送信します 
。[グレースケール]:白黒256階調で送信します 

。[白黒]:白黒2階調で送信します 
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伝票原稿

伝票のように複数枚がひと綴りになった原稿を読み込んで送信することができます。オ

プションの原稿送り装置が必要です。

伝票原稿を送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿送り装置に原稿をセットしてください。

参考：原稿はひと綴りずつセットしてください。

原稿をセットするときは、とじている側から原稿送り装置に挿入してください。

2 送信キーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［伝票原稿］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。伝

票原稿が選択されます。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

、原稿送り装置を使用し 伝票のように複数枚が
。ひとつづりになった原稿を読み込みます 

キャンセル OK

設定しない

伝票原稿

。宛先を入力してください 

設定する

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  
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連続読み込み

原稿の枚数が多く原稿送り装置に一度にセットできないときに、数回に分けて読み込ん

だ後、一括送信できます。この方法では、［読み込み終了］ を押すまで、原稿を読み込

み続けます。

読み込みの途中で、次の項目を変更できます。

• 原稿サイズ選択

• 片面 / 両面選択

• 送信サイズ選択

• 原稿セット向き

• 画質の選択

• 読み込み濃度

• 読み込み解像度

• 縮小 / 拡大

• 枠消し

連続読み込みをして送信する操作手順は、次のとおりです。

1 送信キーを押してください。

2 ［応用 / その他］ → ［連続読み込み］ の順に押してください。

3 ［設定する］ を押してください。連

続読み込みが選択されます。

4 ［OK］ を押してください。

5 送信先を指定してください。

6 原稿をセットし、スタートキーを押してください。

読み込みが終了したら、必要に応じて設定を変更してください。

7 次の原稿をセットして、スタートキーを押してください。同じ手順で残りの原稿を読み

込んでください。

原稿の読み込みがすべて終了したら、［読み込み終了］ を押してください。送信が開始

されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

、原稿を数回にわけて読み込み 一括して
。処理します 

※読み込み途中に設定を変更することも

。できます 

キャンセル OK

設定しない

連続読み込み

。宛先を入力してください 

設定する

1

ｷｰ ｲﾒー ｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  



送信機能

2-24

枠消し

原稿のまわりにできる黒い枠を消去して読み込み、送信することができます。枠消しに

は次の方法があります。

シート枠消し

シート原稿のまわりにできる黒い枠を消します。

ブック枠消し

分厚い本などを読み込むとき、本のまわりや中央の黒い枠を消します。枠消しの幅は、

本の周りと中央を別々に設定できます。

個別枠消し

上下左右の枠消し幅を別々に設定できます。

それぞれのモードで設定できる枠消し幅は次のとおりです。

入力単位 枠消し範囲

センチ 0 mm ～ 50 mm（1 mm 単位）

インチ 0 ～ 2"（0.01" 単位）

原稿 コピー

原稿 コピー

原稿 コピー
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枠消しをして送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［枠消し］ の順に押してください。

4 シート枠消しを選択する場合は ［シー ト 枠消し］、ブック枠消しを選択する場合は

［ブ ッ ク枠消し］ を押してください。

［＋］ または ［－］ で、「外」また

は「中」の枠消し幅を入力してく

ださい。［テンキー］ を押すとテン

キーで入力することができます。

個別枠消しを選択する場合は、［個別枠消し］ を押してください。

［＋］ または ［－］ で、枠消し幅を入力してください。［テンキー］ を押すとテンキーで

入力することができます。

［原稿セ ッ ト 向き］ を押して、［上

辺を奥向き］または、［上辺を左向

き］から原稿のセット向きを選択

し、［OK］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。宛先を入力してください 

キャンセル OK登録

。送信できます 

シート枠消し

ブック枠消し

設定しない

個別枠消し

外

枠消し

宛先数

中

mm

mm

テンキー

テンキー

～( 0 50 )

～( 0 50 )

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

1

0

0

。が表示されます  

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

設定しない

キャンセル OK

シート枠消し

上

枠消し

。原稿をセットしてください 

個別枠消し

ブック枠消し

下

左

右

～( 0 50 )

mm

mm

mm

mm

テンキー

1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

上辺を
奥向き

原稿セット
向き

0

0

0

0

。が表示されます  
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文書名 / ファイル名の入力

スキャンした画像に文書名をつけて送信することができます。ジョブ番号や日時も付加

できます。

文書名の初期値を入力することができます。

読み込む文書に名前をつけて送信する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［文書名入力］ の順に押してください。

4 ［文書名］ を押してください。

5 文書名を入力して、［OK］ を押してください。

参考：文書名は半角英数字、最大 30 文字です。

6 ジョブ番号を入れる場合は ［ジ ョ ブ番号］ を、日時を入れる場合は ［日時］ を押してく

ださい。

7 ［OK］ を押してください。

8 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。宛先を入力してください  

キャンセル OK登録

。送信できます 

。読み込む文書に名前をつけます  

、 。[ジョブ番号] [日時]の付加情報も設定できます  

文書名入力

宛先数

文書名   doc

付加情報

ジョブ番号 日時

1

 [ 日時 ]
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件名と本文の入力

メール送信をするとき、メールの件名と本文を入力することができます。

件名と本文を入力して送信する操作手順は、次のとおりです。

1 送信キーを押してください。

2 ［応用 / その他］ → ［メ ール件名 / 本文］ の順に押してください。

3 ［件名］を押してください。

4 件名を入力して、［OK］ を押してください。

参考：件名は最大 60 文字です。

5 ［本文］ を押してください。

6 本文を入力して、［OK］ を押してください。

参考：本文は最大 500 文字です。

7 ［OK］ を押してください。

8 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

件名

キャンセル OK

本文

メール 件名/本文

。宛先を入力してください  1

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます  
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終了通知

送信が完了すると、メールで知らせることができます。

終了通知を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［ジ ョ ブ終了通知］ の順に押してください。

4 送り先をアドレス帳から選択する

場合は、画面左の ［ア ド レス帳］

を押し、次に画面下の ［ア ド レス

帳］ を押してください。通知先を

選択し、［OK］ を押してください。

［詳細］ を押すと、選択されている

通知先の情報を見ることができま

す。

5 終了通知の送り先を指定して、［OK］ を押してください。

参考：アドレス帳で送り先を選択する手順は、使用説明書を参照してください。

6 アドレスを直接入力する場合は、

［ア ド レス入力］ を押して、［メ ー

ルア ド レス］ を押してください。

7 メールアドレスを入力して、［OK］ を押してください。

8 ［OK］ を押してください。

9 送信先を指定し、スタートキーを押してください。送信が開始されます。

送信が完了すると、指定したアドレスに終了通知が送信されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 

キャンセル OK

ジョブ 終了通知

登録

アドレス入力

宛先
アドレス帳

設定しない

詳細

詳細 アドレス帳

宛先数

1。原稿をセットしてください 

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 

キャンセル OK

ジョブ 終了通知

登録

アドレス帳

アドレス入力

設定しない

メール
アドレス

宛先数

1。原稿をセットしてください 
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送信控え印刷

送信するとき、送信する文書の控えを印刷することができます。

送信控え印刷の操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［送信控え印刷］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 送信先を指定し、ス ター トキーを押してください。送信が開始され、送信した文書の控

えが印刷されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

。送信する文書の控えを印刷します  

キャンセル OK

送信控え印刷

。宛先を入力してください  0

設定しない 設定する

ｷｰ ｲﾒー ｼﾞ[OK]  で仕上がり     

。が表示されます 
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送信控え保存

送信するとき、送信する文書の控えを文書ボックスに保存することができます。

送信控え保存の操作手順は、次のとおりです。

1 原稿をセットしてください。

2 送信キーを押してください。

3 ［応用 / その他］ → ［▼］ → ［送信控え保存］ の順に押してください。

4 ［設定する］ を押してください。

5 送信控えを保存する文書ボックスを選択してください。

文書ボックスのパスワードを入力

する画面が表示された場合は、パ

スワードを入力してください。

参考：パスワードの入力は、ユーザ管理の設定で有効にしているか無効にしているかに

よって、対応が異なります。

文書ボックスにパスワードを設定している場合で、ユーザ管理が有効の場合、文書ボッ

クスの所有者が現在ログインしているユーザであれば、パスワードの入力は必要ありま

せん。それ以外は、パスワードの入力が必要になります。

なお、管理者の権限でログインしている場合は、所有者でなくてもパスワードの入力は

必要ありません。

6 ［OK］ を押してください。

7 送信先を指定し、ス ター トキーを押してください。送信が開始され、送信した文書の控

えが指定した文書ボックスに保存されます。

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録

送信する文書の控えを文書ボックスに
。保存します 

キャンセル OK

送信控え保存

。宛先を入力してください  0

設定しない

設定する

状況 2006/10/10    10:10

。送信できます 宛先数

登録 キャンセル OK

送信控え保存

。宛先を入力してください  0

設定しない

設定する
番号 名前 使用率

 0006 BOX001 4%

 0007 BOX002 8%

 0008 BOX003 12%

 0009 BOX004 16%

1/1
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3 プリンタ

この章では、本機のパラレルインタフェースを使ってコンピュータと接続し、プリンタ

機能を使用する場合の設定について説明します。

• パラレルインタフェース ...3-2

• エミュレーション ...3-3

• その他のプリンタ設定 ...3-6
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パラレルインタフェース

本機のパラレルインタフェースは、双方向モードおよび高速モードに対応しています。

通常は、初期設定の ［自動］ のままで使用してください。

設定項目は次のとおりです。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［システム］ →「パラレル設定」の ［変更］ の順に押してください。

3 パラレルインターフェースのタイ

プを選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

5 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

項目 詳細 *：初期設定

自動 * 接続するコンピュータによって、自動で項目が切り替わります。通常はこの

まま変更する必要はありません。

ノーマル セントロニクスインタフェース標準の方法で通信します。

高速 本機とコンピュータの間を高速データ転送することができます（本機をワー

クステーションに接続して正しく印刷できない場合は、このモードを選択し

てください）。

ニブル（高速） IEEE1284 規格に準拠し、高速でデータを送受信します。双方向通信に対応し

ており、コンピュータは本機の状態を取得することができます。

状況 2006/10/10    10:10

システム - パラレル設定

。パラレルインターフェースのタイプを設定します  

自動 ノーマル 高速 ニブル( 高速 )

キャンセル OK
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エミュレーション

本機を他のプリンタ用のコマンドで動作させるためのエミュレーションを選択します。

エミュレーションの選択

選択できるエミュレーションは、PC-PR201/65A、IBM 5577、EPSON VP-1000、PCL6、
KPDL、KPDL （自動）、KC-GL です。

エミュレーション選択の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「エミュレーション」の ［変更］ の順に押し て く だ さい。

3 エミュレーションを選択してくだ

さい。

参考：［KPDL］ または、［KPDL （自動）］ は、オプションの日本語 PostScript アップグ

レードキットで、プリンタ言語の KPDL を追加した場合に表示されます。

［KPDL （自動）］ を選択した場合は、下記の代替エミュレーションの設定を参照し、代

替エミュレーションも選択してください。

［KPDL］ または ［KPDL （自動）］ を選択した場合は、「KPDL エラーレポートの設定」

も行ってください（3-4 ページ参照）。

［KC-GL］ を選択した場合は、印刷サイズとペンの設定も行ってください（3-4 ページ参

照）。

4 ［OK］ を押してください。

5 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

代替エミュレーションの設定

エミュレーションモードに ［KPDL （自動）］ を選択すると、印刷するデータに応じて

KPDL ともう 1 つのエミュレーションモード（代替エミュレーション）を自動的に切り

替えることができます。設定できる代替エミュレーションは、PC-PR201/65A、

IBM 5577、EPSON VP-1000、PCL6*、KC-GL です（*：初期設定）。

代替エミュレーションを選択する操作手順は、次とおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

状況 2006/10/10    10:10

プリンタ - エミュレーション

。エミュレーションを設定します  

キャンセル OK

PCL6

IBM 5577 EPSON VP-1000PC-PR201/65A

KPDL KPDL( 自動 ) KC-GL
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2 ［プ リ ン タ］ →「エミュレーション」の ［変更］ → ［KPDL （自動）］ → ［代替エ ミ ュ

レーシ ョ ン］ の順に押してください。

3 代替エミュレーションを選択して

ください。

4 ［OK］ を押してください。

5 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

KPDL エラーレポートの設定

KPDL エミュレーションモードで印刷中にエラーが発生した場合に、エラーレポートを

出力するかどうかを設定します。初期設定は「設定しない」（出力しない）です。

KPDL エラーレポート設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「エミュレーション」の ［変更］ → ［KPDL］ または ［KPDL （自動）］ → 
［KPDL エ ラーレポー ト ］ の順に押してください。

3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

5 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

印刷サイズとペンの設定

エミュレーションモードに KC-GL を選択すると、印刷サイズと 8 種類のペン、および

各ペンの太さが設定できます。

状況 2006/10/10    10:10

プリンタ - エミュレーション

。KPDLの代替エミュレーションを設定します  

キャンセル OK

PCL6 KC-GL

IBM 5577 EPSON VP-1000PC-PR201/65A

状況 2006/10/10    10:10

プリンタ - KPDLエラーレポート

。KPDLエラー発生時にレポートを印刷します 

設定しない 設定する

キャンセル OK
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設定項目は次のとおりです。

参考：ペンの太さの初期設定は、ペン 1：1 ドット、ペン 2：2 ドット、ペン 3：3 ドッ

ト…ペン 8：8 ドットです。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「エミュレーション」

の ［変更］ → ［KC-GL］ → ［印刷サ

イズ］ の順に押してください。

3 印刷サイズを選択してください。

参考：［Special Size］ はプリスクライブ SPSZ コマンドで指定されたサイズです。プリ

スクライブコマンドの詳細は、プリスクライブコマンドリファレンスマニュアル（PDF
形式）を参照してください。

4 ［OK］ を押してください。前画面に戻ります。

5 ［ペンの設定］ → 太さ を変更するペン （1 ～ 8） の ［変更］ の順に押してください。

6 ［＋］ または ［－］ を押して、ペンの

太さ（ 1 ～ 99 ドット） を設定して

ください。

テンキーでも入力できます。

7 ［OK］ を押してください。

8 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

設定項目 設定値 *：初期設定

印刷サイズ B0、B1、B2、B3、A0、A1、A2、Special Size*

ペンの設定 ペン 1 ～ペン 8 1 ～ 99 ドット

状況 2006/10/10    10:10

プリンタ - 印刷サイズ

。KC-GLでの印刷サイズを設定します  

キャンセル OK

Special Size

B1B0 B2 B3 A0

A1 A2

状況 2006/10/10    10:10

プリンタ - ペン1

。KC-GLで使用するペンの線幅を設定します  
。[-][+]またはテンキーで入力してください 

キャンセル OK

～( 1 99 )

ドット
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その他のプリンタ設定

その他のプリンタ設定については、6-43 ページのプリンタ設定を参照してください。
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4 ジョブ / 消耗品 / デバイスの確認と操作

この章では、ジョブの状況や履歴を確認したり、実行中 / 待機中のジョブをキャンセル

する方法について説明します。

トナー / 用紙の残量やデバイスの状態などを確認したり、ファクスの通信を中止する方

法についても説明します。

• ジョブの状況確認 ...4-2

• ジョブの履歴確認 ...4-8

• ジョブの一時停止と再開 ...4-10

• ジョブのキャンセル ...4-11

• 印刷ジョブの中断と割り込み（優先印刷）...4-11

• 印刷ジョブの入れ替え ...4-12

• トナーや用紙などの残量確認 ...4-13

• デバイスの状態確認と操作 ...4-14
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ジョブの状況確認

実行中または待機中のジョブの状況を確認できます。

確認できる状況の種類

実行中 / 待機中のジョブの状況は、印刷ジョブ、送信ジョブ、送信ジョブ－タイマー待

機、保存ジョブの 4 種類の画面に分けてタッチパネルに表示されます。各画面で表示さ

れるジョブは次のとおりです。

状況確認画面の表示

状況確認画面を表示する操作手順は、次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 確認したいジョブを ［印刷ジ ョ

ブ］、［送信ジ ョ ブ］ または ［保存

ジ ョ ブ］ から選択してください。

タイマー送信ジョブを確認するに

は、［送信ジ ョ ブ］ → ［予約ジ ョ ブ］

の順に押してください。

状況確認の画面が表示されます。

画面の説明は、4-3 ページの状況確

認画面の内容を参照してください。

状況確認画面 表示されるジョブ

印刷ジョブ • コ ピー印刷

• プ リ ン タ印刷

• フ ァ ク ス受信印刷

• i-フ ァ ク ス受信印刷

• メ ール受信印刷

• 文書ボ ッ ク スからの印刷

• レポー ト / リ ス ト 印刷

• 外部 メ デ ィ アのデータ印刷

送信ジョブ • フ ァ ク ス送信

• i-フ ァ ク ス送信

• PC（SMB/FTP）送信

• メ ール送信

• TWAIN送信

• マルチ送信

• タ イマー送信で待機中のフ ァ ク ス送信ジ ョ ブ

保存ジョブ • スキ ャ ン保存

• フ ァ ク ス保存

• i-フ ァ ク ス保存

• プ リ ン タ保存

状況 予約ジョブ 履歴

すべて

番号 受付時刻 種類

abc@def.com

ユーザ名 状況

処理中438 14:47

状況確認

宛先

001/001

中止

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 。スキャナ一時停止中です 2006/10/10    10:10

詳細

ジョブ種類
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状況確認画面の内容

各状況確認画面で表示される項目とキーの働きは次のとおりです。

状況確認画面の表示方法は、4-2 ページの状況確認画面の表示を参照してください。

印刷ジョブ状況確認画面

印刷ジョブ状況確認画面で表示される項目は、次のとおりです。

状況確認

状況 履歴

すべて

番号 受付時刻 種類

438

ジョブ名 ユーザ名 状況

14:44 doc20060225144435 待機中

001/001

全印刷
一時停止

中止 優先印刷 詳細

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 2006/10/10    10:10

順位を上げる

ジョブ種類

1 2 3 4 65

8 9 10 1211

7

番号 表示 / キー 詳細

1 番号 ジョブの受付番号

2 受付時刻 ジョブの受付時刻

3 種類 ジョブの種類を示すアイコン

■コピー印刷 

■プリンタ印刷 

■ファクス受信印刷 

■ i- ファクス受信印刷 

■メール受信印刷 

■文書ボックスからの印刷 

■レポート / リスト印刷 

■外部メディアのデータ印刷 

4 ジョブ名 ジョブ名またはファイル名

5 ユーザ名 このジョブを実行したユーザ名またはログインユーザ ID 

6 状況 ジョブの状態

処理中：原稿の読み込み中など、印刷を開始する前の状態

印刷中：印刷中

待機中：印刷待機中

一時停止：印刷の一時停止やエラーにより印刷を一時停止

中止中：ジョブのキャンセル中

7 「ジョブ種類」の

［▼］

特定の種類のジョブだけを表示できます。

8 ［全印刷一時停止］ 印刷中のジョブを一時停止します。もう一度押すと印刷が再開さ

れます。

9 ［中止］ キャンセルしたいジョブを一覧で選択して、このキーを押してく

ださい。
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送信ジョブ状況確認画面

送信ジョブ状況確認画面で表示される項目は、次のとおりです。

10 ［優先印刷］ 割り込み印刷したいジョブを一覧で選択して、このキーを押して

ください（4-11 ページの印刷ジョブの中断と割り込み（優先印

刷）を参照）。

11 ［順位を上げる］ 印刷の順番を上げたいジョブを一覧で選択して、このキーを押し

てください（4-12 ページの印刷ジョブの入れ替えを参照）。

12 ［詳細］ 詳細情報を表示したいジョブを一覧で選択して、このキーを押し

てください（4-6 ページのジョブの詳細情報の確認を参照）。

番号 表示 / キー 詳細

状況 予約ジョブ 履歴

すべて

番号 受付時刻 種類

abc@def.com

ユーザ名 状況

処理中438 14:47

状況確認

宛先

001/001

中止

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 。スキャナ一時停止中です  2006/10/10    10:10

詳細

ジョブ種類

1 2 3 4 5 6

7

8 9

番号 表示 / キー 詳細

1 番号 ジョブの受付番号

2 受付時刻 ジョブの受付時刻

3 種類 ジョブの種類を示すアイコン

■ファクス送信 

■ i- ファクス送信 

■ PC（SMB/FTP）送信 

■メール送信 

■ TWAIN 送信 

■マルチ送信 

4 宛先 送信先（宛先名 / ファクス番号 / メールアドレス / サーバ名のいず

れか）

5 ユーザ名 このジョブを実行したユーザ名またはログインユーザ ID

6 状況 ジョブの状態

処理中：原稿の読み込み中など、送信を開始する前の状態

送信中：送信中

待機中：送信待機中

中止中：ジョブのキャンセル中

一時停止：ジョブの一時停止中
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保存ジョブ状況確認画面

保存ジョブ状況確認画面で表示される項目は、次のとおりです。

7 「ジョブ種類」の

［▼］

特定の種類のジョブだけを表示できます。

8 ［中止］ キャンセルしたいジョブを一覧で選択して、このキーを押してく

ださい。

9 ［詳細］ 詳細情報を表示したいジョブを一覧で選択して、このキーを押し

てください（4-6 ページのジョブの詳細情報の確認を参照）。

番号 表示 / キー 詳細

状況 履歴

すべて

番号 受付時刻 種類

doc20060225144758

ユーザ名 状況

処理中438 14:47

状況確認

ジョブ名

001/001

中止

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 2006/10/10    10:10

詳細

ジョブ種類

1 2 3 4 5 6

7

8 9

番号 表示 / キー 詳細

1 番号 ジョブの受付番号

2 受付時刻 ジョブの受付時刻

3 種類 ジョブの種類を示すアイコン

■スキャン保存 

■プリンタ保存 

■ファクス保存 

■ i- ファクス保存 

4 ジョブ名 ジョブ名またはファイル名が表示されます。

5 ユーザ名 このジョブを実行したユーザ名またはログインユーザ ID

6 状況 ジョブの状態

処理中：原稿の読み込み中など、保存を開始する前の状態

保存中：データ保存中

中止中：ジョブのキャンセル中

7 「ジョブ種類」の

［▼］

特定の種類のジョブだけを表示できます。

8 ［中止］ キャンセルしたいジョブを一覧で選択して、このキーを押してく

ださい。

9 ［詳細］ 詳細情報を表示したいジョブを一覧で選択して、このキーを押し

てください（4-6 ページのジョブの詳細情報の確認を参照）。
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ジョブの詳細情報の確認

各ジョブの詳細情報を確認できます。

操作手順は次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 ［印刷ジ ョ ブ］、［送信ジ ョ ブ］ または ［保存ジ ョ ブ］ を押してください。

タイマー送信ジョブを確認するには、［送信ジ ョ ブ］ → ［予約ジ ョ ブ］ の順に押してくだ

さい。

3 詳細を確認したいジョブを一覧で

選択し、［詳細］ を押してください。

詳細情報が表示されます。

［▼］ または ［▲］ を押して、次 / 前
のページの情報を確認できます。

送信ジョブでは、「宛先」 または

「状況 / 宛先」の項目の ［詳細］ を

押して、送信先を確認できます。

状況確認

状況 履歴

すべて

番号 受付時刻 種類

438

ジョブ名 ユーザ名 状況

14:44 doc20060225144435 待機中

001/001

全印刷
一時停止

中止 優先印刷 詳細

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 2006/10/10    10:10

順位を上げる

ジョブ種類

状況詳細 ジョブ番号:

閉じる

ジョブ番号: 状況:

ジョブ種類: 宛先:

ユーザ名:

ジョブ名:

受付時刻:

  1/2

メール送信

処理中000080

User1

ABCDE

doc20060404115151

11:51:51

000080

詳細

状況詳細 ジョブ番号:

閉じる

ジョブ番号: 状況:

ジョブ種類: 宛先:

ユーザ名:

ジョブ名:

受付時刻:

  1/2

メール送信

処理中000080

User1

ABCDE

doc20060404115151

11:51:51

000080

詳細
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アドレスが複数選択されていると

きは、「状況 / 宛先」が表示されま

す。［詳細］ を押すとリスト表示さ

れます。［▼］ または ［▲］ を押し

て、宛先を選択して ［詳細］ を押

してください。確認情報が表示さ

れます。

4 確認が終了したら、［閉じ る］ を押してください。

状況詳細 ジョブ番号:

閉じる

ジョブ番号: 状況/宛先:

ジョブ種類: 宛先数:

ユーザ名:

ジョブ名:

受付時刻:

  1/2

メール送信

待機中000081

User01

5

doc20060404131415

13:14:15

000081

詳細
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ジョブの履歴確認

終了したジョブの履歴を確認できます。

参考：ジョブ履歴はコンピュータから COMMAND CENTER または KM-NET VIEWER
を使って確認することもできます。

確認できるジョブ履歴の種類

ジョブの履歴は、印刷ジョブ、送信ジョブ、保存ジョブの 3 種類の履歴画面に分けて表

示されます。各画面で確認できるジョブ履歴は次のとおりです。

ジョブ履歴画面の表示

ジョブ履歴画面を表示する操作手順は、次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 確認したいジョブを ［印刷ジ ョ

ブ］、［送信ジ ョ ブ］ または ［保存

ジ ョ ブ］ で選択し、［履歴］ を押し

てください。

履歴画面 表示されるジョブ履歴

印刷ジョブ • コ ピー印刷

• プ リ ン タ印刷

• フ ァ ク ス受信印刷

• i-フ ァ ク ス受信印刷

• メ ール受信印刷

• 文書ボ ッ ク スからの印刷

• レポー ト / リ ス ト 印刷

• 外部 メ デ ィ アのデータ印刷

送信ジョブ • フ ァ ク ス送信

• i-フ ァ ク ス送信

• PC（SMB/FTP）送信

• メ ール送信

• TWAIN送信

• マルチ送信

保存ジョブ • スキ ャ ン保存

• フ ァ ク ス保存

• i-フ ァ ク ス保存

• プ リ ン タ保存

状況 履歴

すべて

番号 終了日時 種類

doc20060225141427

ユーザ名 結果

終了000080 01/25 14:14

状況確認

ジョブ名

001/001

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 。送信ジョブ  ** 実行中です 2006/10/10    10:10

詳細

doc20060225142253 終了000081 01/25 14:22

doc00100043520060225142110 終了000082 01/25 14:21

doc20060225142358 エラー000083 01/25 14:23

doc20060225145034 終了000084 01/25 14:50

ジョブ種類
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ジョブ履歴の詳細情報の確認

各ジョブ履歴の詳細情報を確認することができます。

ジョブ履歴の詳細情報の表示

操作手順は次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 ［印刷ジ ョ ブ］、［送信ジ ョ ブ］ または ［保存ジ ョ ブ］ → ［履歴］ の順に押してください。

3 確認するジョブを選択し、［詳細］ を押してください。

選択したジョブの詳細情報が表示

されます。

参考：［▼］ または ［▲］ を押して、次 / 前のページの情報を確認できます。

4 確認が終了したら、［閉じ る］ を押してください。

状況 履歴

すべて

番号 終了日時 種類

doc20060225141427

ユーザ名 結果

終了000080 01/25 14:14

状況確認

ジョブ名

001/001

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 。送信ジョブ  ** 実行中です   2006/10/10    10:10

詳細

doc20060225142253 終了000081 01/25 14:22

doc00100043520060225142110 終了000082 01/25 14:21

doc20060225142358 エラー000083 01/25 14:23

doc20060225145034 終了000084 01/25 14:50

ジョブ種類

状況詳細 ジョブ番号:

閉じる

ジョブ番号: 結果:

ジョブ種類:

ユーザ名:

ジョブ名:

受付時刻:

  1/2

終了時刻:

コピー印刷

000091

ABCDE

終了

doc20060404135151

13:51:51 13:52:25

000091
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ジョブの一時停止と再開

印刷中 / 待機中のすべての印刷ジョブを一時停止 / 再開することができます。

印刷ジョブの一時停止 / 再開の操作手順は、次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 印刷ジョブ状況確認画面の ［全印

刷一時停止］ を押してください。

印刷が一時停止します。

3 一時停止中のジョブの印刷を再開

するときは、［全印刷再開］ を押し

てください。

状況 2006/10/10    10:10

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 履歴

すべて

番号 受付時刻 種類 ジョブ名 ユーザ名 状況

状況確認

doc20060506142153 処理中000081 14:21

doc20060506142210 待機中000082 14:22

AAAAA

AAAAA

 001/001

全印刷
一時停止

中止 優先印刷 詳細順位を上げる

ジョブ種類

状況確認

状況 履歴

すべて

番号 受付時刻 種類

438

ジョブ名 ユーザ名 状況

14:44 doc20060225144435 一時停止

001/001

全印刷
再開

中止 優先印刷 詳細

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 2006/10/10    10:10

順位を上げる

ジョブ種類
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ジョブのキャンセル

ジョブのキャンセルについては、使用説明書を参照してください。

印刷ジョブの中断と割り込み（優先印刷）

出力中の印刷ジョブを中断し、印刷待ちのジョブを先に印刷します。これを優先印刷と

呼びます。

参考：出力中の印刷ジョブが優先印刷の場合、印刷は中断されません。出力中の印刷

ジョブ（優先印刷）が終了してから、新たな優先印刷が実行されます。

優先印刷の操作手順は、次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 ［印刷ジ ョ ブ］ を押してください。

3 優先印刷したいジョブを選択し、

［優先印刷］ を押してください。

4 確認画面で［はい］を押してください。

印刷中の印刷ジョブが中断し、優先印刷するジョブの印刷が開始されます。

5 優先印刷が終了すると、中断していた印刷ジョブが再開されます。

状況 2006/10/10    10:10

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 履歴

すべて

番号 受付時刻 種類 ジョブ名 ユーザ名 状況

状況確認

doc20060506142153 処理中000081 14:21

doc20060506142210 待機中000082 14:22

AAAAA

AAAAA

 001/001

全印刷
一時停止

中止 優先印刷 詳細順位を上げる

ジョブ種類
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印刷ジョブの入れ替え

待機中のジョブを選択して、出力順位を上げることができます。

参考：実行中のジョブや割り込みによって待機しているジョブより順位を上げることは

できません。また、処理中のジョブの順位を上げることもできません。

出力順位を下げる操作はできません。

印刷ジョブを入れ替える操作手順は、次のとおりです。

1 状況確認 / ジ ョ ブ中止キーを押してください。

2 ［印刷ジ ョ ブ］ を押してください。

3 出力順位を上げたいジョブを選択

し、［順位を上げる］ を押してくだ

さい。選択したジョブの出力順位

が 1 つ上がります。

もう 1 つ順位を上げたい場合は、

もう一度 ［順位を上げる］ を押し

てください。［順位を上げる］ を押

すごとに、1 つずつ順位が上がりま

す。
状況 2006/10/10    10:10

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 履歴

すべて

番号 受付時刻 種類 ジョブ名 ユーザ名 状況

状況確認

doc20060506142153 処理中000081 14:21

doc20060506142210 待機中000082 14:22

AAAAA

AAAAA

 001/001

全印刷
一時停止

中止 優先印刷 詳細順位を上げる

ジョブ種類
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トナーや用紙などの残量確認

タッチパネルで、トナーや用紙、ステープルの残量などを確認することができます。

操作手順は次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 ［用紙 / 消耗品］ を押してください。

トナーや用紙、ステープルの残量

が確認できます。

確認できる項目は、次のとおりです。

◆トナー残量

100 ～ 0％の 11 段階で表示されます。

◆廃棄トナーボックスの状態

廃棄トナーボックスの状態が確認できます。

「用紙」

各給紙段の用紙のサイズと向き、種類、残量が確認できます。

「その他」

ステープルの残量とパンチくずの量が確認できます。

状況確認

トナー情報 用紙 その他

トナー 状態 サイズ 種類 状態 種類 状態

ﾌ ﾗ゙ｯｸ     (K) A3

A3

A4

A4

A4

普通紙

普通紙

普通紙

普通紙

普通紙

30%

30%

30%

30%

0%

ステープルA

ステープルB ユニット無し

正常

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

状況 2006/10/10    10:10

%

ﾊ ﾝ゚ﾁﾎﾞｯｸｽ 正常

廃棄ボックス 正常
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デバイスの状態確認と操作

本機を構成するデバイスや本機に接続されている機器 / 回線の状態を確認できます。ま

た、状況に応じて、デバイスを操作することもできます。

デバイス / 通信画面の表示

デバイス / 通信画面を表示する操作手順は、次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 ［デバイス / 通信］ を押してください。

デバイスの状態を確認または、操作するための画面が表示されます。

デバイスの状態確認

確認できる項目は、次のとおりです。

◆「スキャナ」

原稿送り装置（オプション）での原稿読み込み状態やエラー情報（紙づまり、カバー開

など）が表示されます。

◆「プリンタ」

紙づまりやトナー切れ、用紙切れなどのエラー情報や、待機中、印刷中などの状態が表

示されます。

◆「ハードディスク」

フォーマット中、上書き消去中、エラー発生などの情報が表示されます。

◆「ファクスバックアップメモリ」

ファクスバックアップキット（オプション）の使用量 / 全容量が表示されます。

状況確認

スキャナ

プリンタ

外部メモリ

ハードディスク

ﾌｧｸｽﾊ ｯ゙ｸｱｯﾌﾟﾒﾓﾘ

メモリカード

。待機中です 

。待機中です 

。安全に取り外せます 

。エラーが発生しています 

。接続されていません 

。接続されていません 

フォーマット 取り外し
エラー画面
表示 フォーマット リスト印刷

ファクス回線1

。送信中です  

回線を切る 手動受信

ファクス 通信履歴

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

通信履歴 。送信ジョブ  ** 実行中です   2006/10/10    10:10
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デバイスの操作

デバイスの操作内容は、次のとおりです。

◆「外部メモリ（USB メモリ）」

• 本機に接続した外部メディアの使用量 / 全容量が表示されます。

• ［フ ォーマ ッ ト ］ を押すと、外部メディアをフォーマットできます。

• ［取り外し］ を押すと、外部メディアを安全に取り外すことができます。詳しくは、

4-16 ページの USB メモリの取り外しを参照してください。

◆「ファクス回線 1」、「ファクス回線 2」

• 送 / 受信中やダイヤル中などの情報が表示されます。

• ［回線を切る］ を押すと、送 / 受信中のファクスを中止することができます。詳しく

は、4-16 ページのファクス通信の中止を参照してください。

• ［手動受信］ を押すと、ファクスの受信を開始します。原稿を受信する前に相手と話

したいときなどに使用します。詳しくは、フ ァ ク スキ ッ ト の使用説明書を参照して

ください。

• ［通信履歴］ を押すと、ファクスの通信履歴を表示させます。詳しくは、フ ァ ク ス

キ ッ ト の使用説明書を参照してください。

◆「メモリカード」（プリンタ用メモリ、コンパクトフラッシュ）

• 認識できない、接続されていないなどの情報と、メモリカードの使用量 / 全容量が

表示されます。

• ［フ ォーマ ッ ト ］ を押すと、メモリカードをフォーマットできます。

• ［リ ス ト 印刷］ を押すと、パーティションリストが印刷されます。詳しくは、4-17
ページのパーティションリストの印刷を参照してください。

状況確認

スキャナ

プリンタ

外部メモリ

ハードディスク

ﾌｧｸｽﾊ ｯ゙ｸｱｯﾌﾟﾒﾓﾘ

メモリカード

。待機中です 

。待機中です 

。安全に取り外せます 

。エラーが発生しています 

。接続されていません 

。接続されていません 

フォーマット 取り外し
エラー画面
表示 フォーマット リスト印刷

ファクス回線1

。送信中です  

回線を切る 手動受信

ファクス 通信履歴

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

通信履歴 。送信ジョブ  ** 実行中です   2006/10/10    10:10
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USB メモリの取り外し

USB メモリを取り外すとき、安全に取り外す操作を行うことができます。

操作手順は次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 ［デバイス / 通信］ → 「外部メモリ」

の ［取り外し］ の順に押してくだ

さい。

3 「安全に取り外せます。」 が表示されたら、USB メモリを抜いてください。

ファクス通信の中止

ファクスの通信を中止することができます。

操作手順は次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 ［デバイス / 通信］ →「ファクス回線

1」の ［回線を切る］ の順に押して

ください。

3 確認画面で ［はい］ を押してください。回線が切断され、ファクス通信が中止されま

す。

状況確認

スキャナ

プリンタ

外部メモリ

ハードディスク

ﾌｧｸｽﾊ ｯ゙ｸｱｯﾌﾟﾒﾓﾘ

メモリカード

。待機中です 

。待機中です 

。安全に取り外せます 

。エラーが発生しています 

。接続されていません 

。接続されていません 

フォーマット 取り外し
エラー画面
表示 フォーマット リスト印刷

ファクス回線1

。送信中です  

回線を切る 手動受信

ファクス 通信履歴

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

通信履歴 。送信ジョブ  ** 実行中です   2006/10/10    10:10

状況確認

スキャナ

プリンタ

外部メモリ

ハードディスク

ﾌｧｸｽﾊ ｯ゙ｸｱｯﾌﾟﾒﾓﾘ

メモリカード

。待機中です 

。待機中です 

。安全に取り外せます 

。エラーが発生しています 

。接続されていません 

。接続されていません 

フォーマット 取り外し フォーマット リスト印刷

ファクス回線1

。送信中です  

回線を切る 手動受信

ファクス 通信履歴

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

通信履歴 送信ジョブ  ** 。 実行中です   2006/10/10 10:10

受信問い合わせﾌｧｸｽ/i-ﾌｧｸｽ

。待機中です 

回線を切る

ファクス回線2
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パーティションリストの印刷

プリンタ用メモリ（メモリーカード）のパーティションリストを印刷できます。

パーティションリスト印刷の操作手順は、次のとおりです。

1 状況確認 / ジョブ中止キーを押してください。

2 ［デバイス / 通信］ → 「メモリカー

ド」の ［リ ス ト 印刷］ の順に押し

てください。

3 確認画面で ［はい］ を押してください。リストの印刷が開始されます。

参考：部門管理されている場合、リストの印刷をしない場合があります。詳しくは、

7-13 を参照してください。

状況確認

スキャナ

プリンタ

外部メモリ

ハードディスク

ﾌｧｸｽﾊ ｯ゙ｸｱｯﾌﾟﾒﾓﾘ

メモリカード

。待機中です 

。待機中です 

。安全に取り外せます 

。エラーが発生しています 

。接続されていません 

。接続されていません 

フォーマット 取り外し
エラー画面
表示 フォーマット リスト印刷

ファクス回線1

。送信中です  

回線を切る 手動受信

ファクス 通信履歴

印刷ジョブ 送信ジョブ 保存ジョブ デバイス/通信 用紙/消耗品

通信履歴 。送信ジョブ  ** 実行中です   2006/10/10    10:10
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5 文書ボックスの利用

この章では、文書ボックスの代表的な使いかたを説明します。

• 文書ボックスとは ...5-2

• 文書ボックスの基本操作 ...5-4

• ジョブボックスの使いかた ...5-18
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文書ボックスとは

文書ボックスでは、文書を保存して後日再利用したり、複数のユーザで文書を共有した

りできます。

文書ボックスの種類

文書ボックスには次の種類があります。

ユーザボックス

文書ボックス内に作成し、後日再利用するデータを保存するための汎用ボックスです。

ユーザボックス内には、ユーザがボックスを作成したり削除したりできます。

ユーザボックスでできる作業は次のとおりです。

• ボックスの作成 / 削除 ...5-4

• ボックス情報の確認 / 変更 ...5-12

• 文書の保存 ...5-13

• 文書の移動 / 結合 / 削除 ...5-14

• 文書の印刷 ...5-15

• 文書の送信 ...5-16

ジョブボックス

後に説明するプライベートプリント / ジョブ保留ボックス、クイックコピー / 試し刷り

後保留ボックス、再コピーボックス、イメージ合成（コピー）用フォームボックスを使

用してデータを保存します。これらのジョブオプションと同じ４つのジョブボックスは

文書ボックスにあります。

これらのボックスをユーザが削除したり、新たなボックスを作成したりすることはでき

ません。

◆プライベートプリント / ジョブ保留ボックス ...5-18 ページ

プライベートプリントは、操作パネルを押すまでジョブが印刷されないよう指定するこ

とができます。アプリケーションソフトウェアから送信するとき、プリンタドライバで

4 桁のアクセスコードを指定してください。ジョブは機密性を確保するため、操作パネ

ルでアクセスコードを入力することによって印刷されます。印刷と同時に、または主電

源スイッチを切ったとき、データは消去されます。

ジョブ保留は、アクセスコードは必須ではありませんが、PIN セキュリティが必要な印

刷をする場合、プリンタにセットすることができます。そのとき、保存されたジョブを

印刷するため、アクセスコードを入力してください。印刷データは、印刷後ハードディ

スクに保存されます。繰り返し同じデータを印刷することができます。
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◆クイックコピー / 試し刷り後保留ボックス ...5-20 ページ

クイックコピーは、一度印刷した文書を追加印刷する機能です。コンピュータからク

イックコピーを有効にして文書を印刷すると、同時に印刷データがここに保存されま

す。再度印刷が必要になったときに、タッチパネルの操作で印刷することができます。

保存できる最大文書数は、工場出荷時は 32 件です。データは主電源スイッチを切ると

消去されます。

参考：最大文書数を超えて文書を保存すると、古い文書から順に新しい文書が上書きさ

れます。

試し刷り後保留は、複数部数印刷する際に、1 部だけ印刷して残りの印刷を保留する機

能です。コンピュータから試し刷り後保留を有効にして文書を印刷すると、1 部だけ印

刷して印刷データがここに保存されます。残り部数は、タッチパネルの操作で印刷する

ことができます。部数を変更することもできます。

◆再コピーボックス ...5-23 ページ

再コピーは、コピーした原稿のデータを保存し、必要に応じて再出力する機能です。保

存できる最大文書数は、工場出荷時は 32 件です。データは主電源スイッチを切ると消

去されます。

参考：オプションのセキュリティキットが導入されているときは、再コピー機能は使用

できません。

◆イメージ合成（コピー）用フォームボックス ...5-9 ページ

イメージ合成は、帳票などのフォームやイメージを、原稿と合成してコピーする機能で

す。このフォームやイメージを、あらかじめここに登録しておくことができます。

外部メモリボックス

USB メモリを本機の USB メモリスロットに接続し、保存されている PDF データを印刷

できます。コンピュータを使うことなく手軽に印刷できます。ここにデータを保存する

ことはできません。詳しくは、使用説明書を参照してください。

ファクスボックス

ファクスの受信データを保存するためのボックスです。詳しくは、フ ァ ク スキ ッ トの使

用説明書を参照してください。
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文書ボックスの基本操作

ユーザボックスの基本操作

ユーザボックスで次の作業を行う場合を例に、文書ボックスの基本操作を説明します。

参考：ここでは、ユーザ管理が無効であるものとして説明します。ユーザ管理が有効の

場合の操作については、5-16 ページのユーザ管理が有効の場合を参照してください。

ユーザボックスにボックスを作成する

ユーザボックスに新規でボックスを作成する操作手順は、次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ユーザボ ッ ク ス］ → ［ボ ッ ク ス登

録 / 編集］ → ［新規登録］ の順に押

してください。

3 ボックス番号を変更する場合は、

「ボックス番号」の ［変更］ を押し

てください。

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集 001/001

状況 2006/10/10    10:10

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

状況 2006/10/10    10:10

ボックス: **

ボックス番号:

ボックス名:

ボックスパスワード:

使用量制限:

変更

変更

変更

変更

 001

 SALES

 ********

21

自動文書削除: 変更

キャンセル 登録

日30MB
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4 ［－］、［＋］ またはテンキーを押し

て、ボックス番号を入力してくだ

さい。ボックス番号は 0001 ～ 1000
の範囲で入力できます。同じ番号を

複数のボックスにつけることはで

きません。

0000 を入力すると、空いている番

号のうち最も小さい番号が自動で

つけられます。

5 ［OK］ を押してください。

6 ボックス名を入力するには「ボックス名」の ［変更］ を押してください。

7 ボックスの名前を 32 文字以下で入力し、［OK］ を押してください。文字の入力方法は、

使用説明書を参照してください。

8 ボックスにパスワードをつけて、アクセスできるユーザを制限することができます。必

要に応じて入力してください。「ボックスパスワード」の ［変更］ を押してください。

9 ［パスワー ド］ を押し、パスワードを 16 文字以下で入力して ［OK］ を押してください。

10 ［パスワー ド （確認）］ を押し、同じパスワードをもう一度入力して ［OK］ を押してく

ださい。

［パスワード］と［パスワード（確認）］の入力が終わったら ［OK］ を押してください。

11 ハードディスクの容量を保つために、ボックスの容量を制限することができます。「使

用量制限」の ［変更］ を押してください。

12 使用量制限をする場合は ［設定す

る］ を押し、［－］、［＋］ またはテ

ンキーを押してボックスの制限値

（MB）を入力してください。

制限値は 1 ～ 30000 入力できます。

使用量制限をしない場合は ［設定

し ない］ を押してください。

13 ［OK］ を押してください。

14 文書を自動消去するには、「自動文書削除」の ［変更］ を押してください。

ボックス: ** - ボックス番号

。ボックス番号を設定します 
。[-][+]またはテンキーで入力してください 

。自動で番号を割り当てる場合は0000を設定してください 

～( 0001 1000 )

 0001

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

状況 2006/10/10    10:10

ボックス: ** - 使用量制限

。ユーザボックスの使用量を制限します  
。[-][+]またはテンキーで数値を入力してください  

設定しない

設定する ～使用量制限( 1 30000MB )

MB

キャンセル OK

     30
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15 文書を保存して一定期間後に自動

消去します。自動消去する場合は

［設定する］ を押し、［－］、［＋］

またはテンキーを押して日数を入

力してください。1 ～ 31 日の期間

で入力できます。

自動消去しない場合は ［設定し な

い］ を押してください。

16 ［OK］ を押してください。

17 入力内容を確認し、［登録］ を押し

てください。

ボックスが作成されます。

18 ［閉じ る］ を押してください。文書ボックスの初期画面に戻ります。

参考：ユーザ管理が有効の場合は、「所有者」と「共有設定」も表示され、設定内容を

変更できます。5-17 ページのユーザ管理が有効の場合のユーザボックス新規作成につい

てを参照してください。

作成したボックスに文書を保存する

操作手順は次のとおりです。

1 原稿ガラスまたはオプションの原稿送り装置

に原稿をセットしてください。

参考：原稿をセットする方法は、使用説明書を参照してください。

状況 2006/10/10 10:10

ボックス: ** - 文書自動消去

。保存されている文書を一定期間で自動的に削除します  
。保存期間を設定してください  

設定しない

設定する ～保存期間( 1 31 )

日

キャンセル OK

30

状況 2006/10/10    10:10

ボックス: **

ボックス番号:

ボックス名:

ボックスパスワード:

使用量制限:

変更

変更

変更

変更

 001

 SALES

 ********

21

自動文書削除: 変更

キャンセル 登録

日30MB
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2 保存するボックスを選択してくだ

さい。

3 ［文書保存］ を押してください。

参考：ユーザボックスにパスワードを登録している場合は、パスワードを入力して

［OK］ を押してください。

4 必要に応じて、原稿の種類や読み

込み濃度などを変更してください。

5 スタートキーを押してください。原稿が読み

込まれ、指定した文書ボックスに保存されま

す。

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

状況 2006/10/10    10:10

。ボックス文書保存できます 
：文書名  **

保存イメージ

原稿

倍率

保存

100%

 - - -

:

:

:

 - - -

100%

縮小/拡大

ふつう 200x200dpi
ﾌｧｲﾝ

濃度 解像度

片面 ＋文字 写真 白黒

両面/見開き
原稿

原稿の画質 カラー選択

簡単設定 機能一覧 キャンセル

DOC

ボックス番号:

ボックス名:

所有者:

使用率

SALES

01

Anonymous

 - - -:

プレビュー

原稿を

。セットしてください 
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保存した文書を印刷する

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボ ッ ク スキーを押し、印刷し

たい文書の入っているボックスを

選択してください。

2 ［開 く ］ を押してください。

参考：ユーザボックスにパスワードを登録している場合は、パスワードを入力して

［OK］ を押してください。

3 リストの中から、チェックボック

スを押して印刷する文書を選択し

てください。選択された文書には

チェックマークがつきます。

参考：選択を解除するときは、チェックボックスを押してチェックマークを消してくだ

さい。［仕上がり イ メ ージ］、［小冊子］、［表紙付け］ の機能を使用する場合は、文書を 1
つだけ選択してください。

4 ［印刷］ を押してください。

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

詳細

 001/001

結合 移動 削除

閉じる

 SALES

印刷 送信 文書保存

名前 日時 サイズ

プレビュー

 001  2006040410574501  2006/04/04 10:57 21 MB

 002  2006040410584502  2006/04/04 10:58 12 MB

 003  2006040411044503  2006/04/04 11:04 13 MB
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5 必要に応じて、用紙の選択や片面 /
両面印刷などを変更してください。

6 スタートキーを押してください。印刷が開始

されます。

文書ボックスからのイメージ合成

文書ボックスに保存されている文書に、イメージ（画像ファイル）を呼び出して合成

し、印刷します。

文書ボックスからのイメージ合成の操作手順は、次のとおりです。

1 文書ボ ッ クスキーを押し、イメー

ジ合成したい文書の入っている

ボックスを選択してください。

2 ［開 く ］ を押してください。

状況 2006/10/10    10:10

。ボックス印刷できます 
。スタートキーで印刷を開始します  

仕上がりイメージ

原稿

倍率

用紙

100%

:

:

:

A4

自動

用紙選択

設定しない

印刷後削除

→片面 片面 ソート

両面/分割 ソート
/仕分け

簡単設定 機能一覧 キャンセル

A4

設定変更

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ
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参考：ユーザボックスにパスワードを登録している場合は、パスワードを入力して

［OK］ を押してください。

3 リストの中から、チェックボック

スを押して印刷する文書を選択し

てください。選択された文書には

チェックマークがつきます。選択

を解除するときは、チェックボッ

クスを押してチェックマークを消

してください。

参考：［仕上がり イ メ ージ］、［小冊子］、［表紙付け］ の機能を使用する場合は、文書を 1
つだけ選択してください。

4 ［印刷］ を押してください。

5 ［機能一覧］ → ［イ メ ージ合成］ →

［フ ォーム呼び出し］ → ［フ ォーム

選択］ の順に押してください。

参考：フォームの濃さを、10 ～ 100％の範囲で 10 段階で変更できます。「濃度」の

［＋］ または ［－］ を押してください。

6 「イメージ合成・フォーム選択」で文書と合成する画像ファイルを選択してください。

画像ファイルは、1 つしか選択できません。

7 ［OK］ を押してください。

8 もう一度 ［OK］ を押して、「機能一覧」 の画面に戻してください。

9 ス ター トキーを押してください。印刷が開始されます。

ボックス一覧での操作

画面上でボックス一覧を確認することができます。ボックス番号の順またはボックス名

の順で並んでいます。

ボックス一覧は、文書ボ ッ クスキーを押すと、表示されます。

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

詳細

 001/001

結合 移動 削除

閉じる

 SALES

印刷 送信 文書保存

名前 日時 サイズ

プレビュー

 001  2006040410574501  2006/04/04 10:57 21 MB

 002  2006040410584502  2006/04/04 10:58 12 MB

 003  2006040411044503  2006/04/04 11:04 13 MB

状況 2006/10/10    10:10

。ボックス文書保存できます 部数

キャンセル OK

イメージ合成

ｷｰ ｲﾒｰｼﾞ[OK]  で仕上がり     

登録

濃度

フォーム
呼び出し

%

設定しない ～( 10 100 )

1

。が表示されます  

なし

フォーム選択

。スタートキーで印刷を開始します  
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文書一覧での操作

文書一覧はユーザボックスに保存されている文書の一覧です。ボックス一覧でボックス

を選択し、［開 く ］ を押すと表示されます。次のような操作ができます。

◆リスト表示

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001  SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

 002  TRADE  Anonymous - - - -

ボックス番号の昇順 /
降順で並べ替えます。

ボックス名の昇順 /
降順で並べ替えます。

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

名前 日時 サイズ

詳細
 001/001

2006040410574501  2006/04/04 10:57

結合 移動 削除

閉じる

2006040410575501  2006/04/04 10:58

送信印刷 文書保存

21 MB

30 MB

 SALES

プレビュー

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

詳細

 001/001

 2006040410575501

結合 移動 削除

閉じる

2006040410575502

送信印刷 文書保存

2006040410575503

 SALES

プレビュー

文書名の昇順 / 降順

で並べ替えます。

更新日時の昇順 / 降順

で並べ替えます。

文書サイズの昇順 /
降順で並べ替えます。

◆サムネール表示

複数の文書を一度

に選択 / 選択解除

します。

チェックをつける

と選択されます。

サムネール表示に

切り替えます。

ここを押して文書

を反転表示させ、

［詳細］を押すと、

文書の詳細情報が

表示されます。

複数の文書を一度

に選択 / 選択解除

します。

チェックをつける

と選択されます。

ここを押して文書

を反転表示させ、

［詳細］を押すと、

文書の詳細情報が

表示されます。
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ボックスの削除

ボックスの削除ができます。操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ボックス登録 / 編集］ を押してください。

3 削除するボックスをリストで選択

し、［削除］ を押してください。

削除の確認画面が表示されます。

参考：ユーザボックスにパスワードを登録している場合は、パスワードを入力して

［OK］ を押してください。

4 ［はい］ を押してください。ボックスが削除されます。

5 ［閉じ る］ を押してください。文書ボックスの初期画面に戻ります。

ボックス情報の確認 / 変更

ボックス情報の確認や変更ができます。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ボックス登録 / 編集］ を押してください。

3 情報を確認 / 編集するボックスをリ

ストで反転させ、［詳細 / 修正］ を

押してください。

参考：ユーザボックスにパスワードを登録している場合は、パスワードを入力して

［OK］ を押してください。

文書ボックス/外部メモリ - ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

 001  SALES  Anonymous  - - - -

 001/001
新規登録

詳細/修正 削除

閉じる

状況 2006/10/10    10:10

文書ボックス/外部メモリ - ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

 001  SALES  Anonymous  - - - -

 001/001
新規登録

詳細/修正 削除

閉じる

状況 2006/10/10    10:10
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4 選択したボックスの情報が表示さ

れます。

情報を変更するときは、変更する

項目の ［変更］ を押し、新しい情

報を入力し ［OK］ を押してくださ

い。

5 ［登録］ を押してください。

6 確認画面で ［はい］ を押してください。情報が変更されます。

7 ［閉じ る］ を押してください。文書ボックスの初期画面に戻ります。

文書の保存

ユーザボックスに文書を保存します。1 つのボックスに保存できる文書数は最大 1,000
個です。

操作手順は 5-6 ページの作成したボックスに文書を保存するを参照してください。

文書ボックスのプレビュー

文書ボックスに保存されている文書のプレビューを表示させることができます。

プレビューを表示させる操作手順は、次のとおりです。

1 文書ボ ッ クスキーを押し、プレ

ビュー表示したい文書の入ってい

るボックスを選択してください。

2 ［開 く ］ を押してください。

状況 2006/10/10    10:10

ボックス: **

ボックス番号:

ボックス名:

ボックスパスワード:

使用量制限:

変更

変更

変更

変更

 001

 SALES

 ********

21

自動文書削除: 変更

キャンセル 登録

日30MB

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ
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参考：ユーザボックスにパスワードを登録している場合は、パスワードを入力して

［OK］ を押してください。

3 プレビューしたい文書を 1 つ選択

し（反転させ）、［プレビ ュー］ を

押してください。

4 プレビューを終わるときは、［閉じ る］ を押してください。

文書の移動 / 結合 / 削除

文書の移動

ユーザボックスに保存されている文書を別のボックスへ移動できます。

操作方法は、使用説明書を参照してください。

文書の結合

ユーザボックスの文書を結合することができます。

操作方法は、使用説明書を参照してください。

文書の削除

ユーザボックスに保存されている文書を削除することができます。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

名前 日時 サイズ

詳細
 001/001

2006040410574501  2006/04/04 10:57

結合 移動 削除

閉じる

2006040410575501  2006/04/04 10:58

送信印刷 文書保存

21 MB

30 MB

 SALES

プレビュー

状況 2006/10/10    10:10

閉じる

プレビュー:

番号

1/6

2006040410574501

複数ページあるときは、

ページ番号を入力して、

ページを切り替えるこ

とができます。

拡大したとき、表示する

範囲を移動できます。

複数ページあるときは、

ページを切り替えるこ

とができます。

拡大します。縮小します。
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2 ［ユーザボ ッ クス］ を押して、削除

したい文書の入っているボックス

を選択してください。

3 ［開 く ］ を押してください。

参考：ユーザボックスにパスワードを登録している場合は、パスワードを入力して

［OK］ を押してください。

4 リストの中から、チェックボック

スを押して削除する文書を選択し

てください。選択された文書は

チェックボックスにチェックマー

クがつきます。

参考：文書を選択しないと、［削除］ を押すことはできません。選択を解除するときは、

チェックボックスを押してチェックマークを消してください。

5 ［削除］ を押してください。削除の確認画面が表示されます。

6 ［はい］ を押してください。文書が削除されます。

文書の印刷

ユーザボックスの文書を印刷できます。

操作方法は、使用説明書を参照してください。

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

状況 2006/10/10    10:10

ユーザボックス

番号 名前 所有者 使用率

ボックス
登録/編集

 001/001

 001 SALES  Anonymous - - - -

文書保存 詳細 開く

ユーザボックス ジョブボックス 外部メモリ

ユーザボックス

名前 日時 サイズ

 002  2006040411301702  2006/04/04 11:30

 001/001

ボックス
登録/編集

送信 結合

状況 2006/10/10    10:10

印刷 移動 削除 文書保存

 001  2006040411301701  2006/04/04 11:30

 2006040411301703  2006/04/04 11:30

閉じる

MB21

MB30

MB36

 SALES

 003

プレビュー
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文書の送信

ユーザボックスの文書を送信できます。

操作方法は、使用説明書を参照してください。

ユーザ管理が有効の場合

ユーザ管理が有効の場合、ユーザの権限によりアクセスできるボックスの種類や操作で

きる内容などが異なります。

ユーザの権限ごとの認可項目は次のとおりです。

ユーザの権限によるボックスへのアクセス制限

ユーザ管理が有効の場合、ユーザの権限によりボックスへのアクセスが制限されます。

権限ごとにアクセスできるボックスは次のとおりです。

管理者：すべてのボックスにアクセスし、操作することができます。

ユーザ：本人のボックスと共有設定されているボックスにアクセスし、操作することが

できます。

参考：ネットワーク認証されたユーザで、本体のユーザリストに登録されていないユー

ザは、共有設定されているボックスのみアクセスできます。

許可項目 ボックスの所有者
権限

管理者 ユーザ

操

作

ボックスの作成 ● ×

ボックス所有者の変更 ● ×

ボックスの削除 所有者以外 ● ×

ボックス所有者 ● ●

ボ

ッ

ク

ス

情

報

「ボックス番号」の変更 所有者以外 ● ×

ボックス所有者 ● ×

「ボックス名」の変更 所有者以外 ● ×

ボックス所有者 ● ●

「ボックスパスワード」の変更 所有者以外 × ×

ボックス所有者 ● ●

「ボックスパスワード」の上書き 所有者以外 ● ×

ボックス所有者 ● ×

「使用量制限」の変更 所有者以外 ● ×

ボックス所有者 ● ×

「所有者」の変更 所有者以外 ● ×

ボックス所有者 ● ×

「共有設定」の変更 所有者以外 ● ×

ボックス所有者 ● ●

「自動文書削除」の変更 所有者以外 ● ×

ボックス所有者 ● ●
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ユーザの権限によるパスワード入力の要 / 不要

ユーザ管理が有効の場合、ユーザの権限によりパスワード入力の要 / 不要が異なります。

権限ごとのパスワード入力の要 / 不要は次のとおりです。

管理者：すべてのボックスにパスワード入力なしでアクセスできます。

ユーザ：パスワードが設定されているボックスでは、パスワードの入力が必要です。本

人のボックスにパスワード入力なしでアクセスできます。

ユーザ管理が有効の場合のユーザボックス新規作成について

ユーザ管理が有効で、ユーザボックスを新規作成する場合、画面は下記のようになり、

所有者と共有設定の変更ができます。新規作成できるのは、管理者のみです。

所有者の変更：「所有者」の ［変更］ を押し、表示されるユーザリストから、ボックス

の所有者にするユーザを選択し、［OK］ を押してください。

共有設定の変更：「共有設定」の ［変更］ を押し、［所有者のみ］または［共有する］の

いずれかを選択し、［OK］ を押してください。

参考：他の項目の設定方法は、5-4 ページのユーザボックスにボックスを作成するを参

照してください。

ユーザ管理が有効の場合のユーザ権限での操作について

ユーザ管理が有効で、ユーザ権限を持つボックスの所有者が変更できるボックス情報

は、ボックス名の変更、ボックスパスワードの変更、共有設定、自動文書削除となりま

す。

状況 2006/10/10    10:10

ボックス: **

ボックス番号:

ボックス名:

ボックスパスワード:

使用量制限:

変更

変更

変更

 001

 ********

21

自動文書削除: 変更

キャンセル 登録

日30MB

所有者: 変更

共有設定: 変更

共有する

 SALES

変更

状況 2006/10/10    10:10

ボックス: **

ボックス番号:

ボックス名:

ボックスパスワード:

使用量制限:

変更

 001

 SALES

 ********

21

自動文書削除: 変更

キャンセル 登録

日30MB

所有者:

共有設定: 変更

DCBA9876

共有する

変更
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ジョブボックスの使いかた

プライベートプリント / ジョブ保留ボックス

プライベートプリント / ジョブ保留ボックスには、コンピュータから送られてきた印刷

データが登録されます。コンピュータ側の印刷操作は、KX プ リ ン タ ド ラ イバ操作手順

書を参照してください。

文書の印刷

プライベートプリント / ジョブ保留ボックスに保存されている文書を印刷できます。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ジ ョ ブボ ッ ク ス］ を押してください。

3 ［プ ラ イベー ト プ リ ン ト / ジ ョ ブ保留］ ボックスを選択し、［開 く ］ を押してください。

4 印刷する文書を作成したユーザを

選択し、［開 く ］ を押してくださ

い。

5 印刷する文書を選択し、［印刷］ を

押してください。

6 文書にパスワードを設定している場合は、パスワードの入力画面が表示されます。テン

キーでパスワードを入力してください。

7 必要に応じて、印刷部数を入力してください。

8 ［印刷開始］ を押してください。印刷が開始されます。

印刷が終了すると、プライベートプリントのデータは自動で消去されます。

ユーザボックス

状況 2006/10/10    10:10

閉じる

プライベートプリント/ジョブ保留

 001/002

開く

5

2

1

1

1

 User 1

 User 2

 User 3

 User 4

 User 5

ユーザ名 文書数

001/001

状況 2006/10/10    10:10

詳細

閉じる

プライベートプリント/ジョブ保留

 Document 0.pdf

 Document 1 .pdf

 Document 2.pdf

 Document 3.pdf

 Document 4.pdf

印刷 削除

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

名前 日時 サイズ

MB30

MB21

MB21

MB36

MB30
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文書情報の確認

プライベートプリント / ジョブ保留ボックスに保存されている文書の情報を確認できま

す。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ジ ョ ブボ ッ クス］ を押してください。

3 ［プ ラ イベー ト プ リ ン ト / ジ ョ ブ保留］ ボックスを選択し、［開 く ］ を押してください。

4 文書を作成したユーザを選択し、

［開 く ］ を押してください。

5 確認する文書を選択し、［詳細］ を

押してください。

6 文書にパスワードを設定している場合は、パスワードの入力画面が表示されます。テン

キーでパスワードを入力して、［OK］ を押してください。

7 文書の内容を確認して、［閉じ る］ を押してください。

文書の削除

プライベートプリント / ジョブ保留ボックスに保存されている文書を削除できます。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ジ ョ ブボ ッ クス］ を押してください。

3 ［プ ラ イベー ト プ リ ン ト / ジ ョ ブ保留］ ボックスを選択し、［開 く ］ を押してください。

ジョブボックス

状況 2006/10/10    10:10

閉じる

プライベートプリント/ジョブ保留

 001/002

開く

5

2

1

1

1

 User 1

 User 2

 User 3

 User 4

 User 5

ユーザ名 文書数

001/001

状況 2006/10/10    10:10

詳細

閉じる

プライベートプリント/ジョブ保留

 Document 0.pdf

 Document 1.pdf

 Document 2.pdf

 Document 3.pdf

 Document 4.pdf

印刷 削除

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

名前 日時 サイズ

MB30

MB21

MB21

MB36

MB30
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4 文書を作成したユーザを選択し、

［開 く ］ を押してください。

5 削除する文書を選択し、［削除］ を

押してください。

削除の確認画面が表示されますの

で、［はい］ を押してください。

文書にパスワードを設定している場合は、パスワードの入力画面が表示されます。テン

キーでパスワードを入力してください。文書が削除されます。

クイックコピー / 試し刷り後保留ボックス

クイックコピー / 試し刷り後保留ボックスには、コンピュータから送られてきた印刷

データが登録されます。コンピュータ側の印刷操作は、KX プ リ ン タ ド ラ イバ操作手順

書を参照してください。

保持数の設定

ハードディスクに空き容量を保つために、最大保持数を設定することができます。

保持数を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［文書ボ ッ クス / 外部メ モ リ］ → 「ジョブボックス」の ［次へ］ → 「クイックコピージョ

ブ保持数」の ［変更］ の順に押してください。

ジョブボックス

状況 2006/10/10    10:10

閉じる

プライベートプリント/ジョブ保留

 001/002

開く

5

2

1

1

1

 User 1

 User 2

 User 3

 User 4

 User 5

ユーザ名 文書数

001/001

状況 2006/10/10    10:10

詳細

閉じる

プライベートプリント/ジョブ保留

 Document 0.pdf

 Document 1.pdf

 Document 2.pdf

 Document 3.pdf

 Document 4.pdf

印刷 削除

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

名前 日時 サイズ

MB30

MB21

MB21

MB36

MB30
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3 ［＋］ または ［－］ を押して、最大

保持数を入力してください。0 ～

50 の範囲で入力できます。

テンキーで入力することもできま

す。

参考：0 を入力すると、クイックコピー / 試し刷り後保留機能は使用できなくなります。

4 ［OK］ を押してください。最大保持数が設定されます。

5 ［閉じ る］ を繰り返し押し、システムメニューの初期画面に戻ってください。

文書の印刷

クイックコピー / 試し刷り後保留ボックスに保存されている文書を印刷することができ

ます。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ジ ョ ブボ ッ クス］ を押してください。

3 ［ク イ ッ ク コ ピー / 試し刷り後保留］ を選択し、［開 く ］ を押してください。

4 印刷する文書を作成したユーザを

選択し、［開 く ］ を押してくださ

い。

5 印刷する文書を選択し、［印刷］ を

押してください。

文書ボックス/外部メモリ - クイックコピージョブ保持数

。クイックコピーおよび試し刷り後保留ジョブの最大保持数を設定します  
。[-][+]またはテンキーで数値を入力してください 

。※0を設定するとジョブを保存しません  

～( 0 50 )

10

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

個

ジョブボックス

状況 2006/10/10    10:10

閉じる

 001/002

開く

5

4

3

2

1

 User 1

 User 2

 User 3

 User 4

 User 5

ユーザ名 文書数

クイックコピー/試し刷り後保留

 001/001

状況 2006/10/10    10:10

詳細

閉じる

クイックコピー/試し刷り後保留

 Document 0.doc

 Document 1.doc

 Document 2.doc

 Document 3.doc

 Document 4.doc

印刷 削除

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

名前 日時 サイズ

MB30

MB21

MB21

MB36

MB30
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6 必要に応じて、印刷部数を入力してください。

7 ［印刷開始］ を押してください。印刷が開始されます。

文書情報の確認

クイックコピー / 試し刷り後保留ボックスに保存されている文書の情報を確認すること

ができます。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ジ ョ ブボ ッ ク ス］ → ［ク イ ッ ク コ ピー / 試し刷り後保留］ → ［開 く ］ の順に押してくだ

さい。

3 文書を作成したユーザを選択し、

［開 く ］ を押してください。

4 確認する文書を選択し、［詳細］ を

押してください。

文書が確認できます。

5 ［閉じ る］ を押してください。確認を終了します。

文書の削除

クイックコピー / 試し刷り後保留ボックスに保存されている文書を削除することができ

ます。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ジ ョ ブボ ッ ク ス］ → ［ク イ ッ ク コ ピー / 試し刷り後保留］ → ［開 く ］ の順に押してくだ

さい。

ジョブボックス

状況 2006/10/10    10:10

閉じる

 001/002

開く

5

4

3

2

1

 User 1

 User 2

 User 3

 User 4

 User 5

ユーザ名 文書数

クイックコピー/試し刷り後保留

 001/001

状況 2006/10/10    10:10

詳細

閉じる

クイックコピー/試し刷り後保留

 Document 0.doc

 Document 1.doc

 Document 2.doc

 Document 3.doc

 Document 4.doc

印刷 削除

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

名前 日時 サイズ

MB30

MB21

MB21

MB36

MB30
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3 文書を作成したユーザを選択し、

［開 く ］ を押してください。

4 削除する文書を選択し、［削除］ を

押してください。

削除の確認画面が表示されます。

5 ［はい］ を押してください。文書が削除されます。

再コピーボックス

保持数の設定

ハードディスクに空き容量を保つために、最大保持数を設定することができます。

操作手順は次のとおりです。

1 システム メ ニューキーを押してください。

2 ［文書ボ ッ クス / 外部メ モ リ］ → 「ジョブボックス」の ［次へ］ → 「再コピー保持数」の

［変更］ の順に押してください。

3 ［＋］、［－］ またはテンキー を押し

て、最大保持数を入力してくださ

い。0 ～ 50 の範囲で入力できます。

参考：0 を入力すると、ジョブを保持しません。

ジョブボックス

状況 2006/10/10    10:10

閉じる

 001/002

開く

5

4

3

2

1

 User 1

 User 2

 User 3

 User 4

 User 5

ユーザ名 文書数

クイックコピー/試し刷り後保留

 001/001

状況 2006/10/10    10:10

詳細

閉じる

クイックコピー/試し刷り後保留

 Document 0.doc

 Document 1.doc

 Document 2.doc

 Document 3.doc

 Document 4.doc

印刷 削除

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10

名前 日時 サイズ

MB30

MB21

MB21

MB36

MB30

文書ボックス/外部メモリ - クイックコピージョブ保持数

。クイックコピーおよび試し刷り後保留ジョブの最大保持数を設定します  
。[-][+]またはテンキーで数値を入力してください 

。※0を設定するとジョブを保存しません  

～( 0 50 )

30

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

個
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4 ［OK］ を押してください。最大保持数が設定されます。

5 ［閉じ る］ を繰り返し押し、システム メ ニューの初期画面に戻ってください。

文書の印刷

再コピーボックスに保存されている文書を印刷することができます。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ジ ョ ブボ ッ ク ス］ を押してください。

3 ［再コ ピー］ ボックスを選択し、［開 く ］ を押してください。

4 印刷する文書を選択し、［印刷］ を

押してください。

5 文書にパスワードを設定している場合は、テンキーでパスワードを入力してください。

6 ［印刷開始］ を押してください。印刷が開始されます。

再コピーボックス内の文書は、主電源スイッチを切ると消去されます。

ジョブボックス

名前 日時 サイズ

 2006060600531002  2006/06/06 10:10

 001/001

詳細

印刷

閉じる

状況 2006/10/10    10:10

削除

再コピー

MB21
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イメージ合成（コピー）用フォームボックス

フォームの登録

イメージ合成（コピー）用のフォームをイメージ合成（コピー）ボックスに登録するこ

とができます。登録できるフォームは 1 ページです。

操作手順は次のとおりです。

1 原稿ガラスまたはオプションの原稿送り装置

に原稿をセットしてください。

参考：原稿をセットする方法は、使用説明書を参照してください。

2 文書ボックスキーを押して、［ジ ョ ブボ ッ ク ス］ を押してください。

3 ［イ メ ージ合成 （コ ピー）］ ボック

スを選択し、［開 く ］ を押してくだ

さい。

4 ［文書保存］ を押してください。

5 原稿を読み込む前に、必要に応じて、原稿の種類や読み込み濃度などを変更してくださ

い。

ジョブボックス

名前 文書数

ユーザ

 001/001

外部メモリ

状況 2006/10/10    10:10

ジョブボックスユーザボックス

開く

クイックコピー/試し刷り後保留

再コピー

イメージ合成 (コピー)

 21

21

21

21

ジョブボックス

名前 日時 サイズ

 2005101000531011

 001/001

詳細

印刷

閉じる

状況 2006/10/10    10:10

削除

イメージ合成( コピー )

文書保存

 2005101000531010  2005/10/10 10:10

 2005/10/10 10:10 MB30

MB21

プレビュー
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6 スタートキーを押してください。原稿が読み

込まれ、［イ メ ージ合成 （コ ピー）］ ボックス

に保存されます。

イメージ合成コピー

イメージ合成（コピー）用フォームボックスであらかじめ選択されているフォームの種

類とフォームの濃度を変更する方法は、1-34 ページのイメージ合成を参照してくださ

い。

フォーム情報の確認

イメージ合成（コピー）ボックスに保存したフォームの情報を確認することができま

す。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ジ ョ ブボ ッ ク ス］ を押してください。

3 ［イ メ ージ合成 （コ ピー）］ ボックスを選択し、［開 く ］ を押してください。

4 確認するフォームを選択し、［詳

細］ を押してください。

フォームの内容が確認できます。

5 ［閉じ る］ を押してください。確認を終了します。

フォームの削除

イメージ合成（コピー）ボックスに保存されているフォームを削除できます。

操作手順は次のとおりです。

1 文書ボックスキーを押してください。

2 ［ジ ョ ブボ ッ ク ス］ を押してください。

3 ［イ メ ージ合成 （コ ピー）］ ボックスを選択し、［開 く ］ を押してください。

状況 2006/10/10    10:10

ジョブボックス

名前 日時 サイズ

 001/001
 2006040410594501  2006/04/04 10:59

削除

閉じる

2006040410585501  2006/04/04 10:58

印刷

イメージ合成( コピー )

2006040410575501  2006/04/04 10:57

MB30

MB36

MB21

詳細

文書保存

プレビュー
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4 削除するフォームを選択し、［削

除］ を押してください。

削除の確認画面が表示されます。

5 ［はい］ を押してください。フォームが削除されます。

状況 2006/10/10    10:10

ジョブボックス

名前 日時 サイズ

 001/001
 2006040410594501  2006/04/04 10:59

削除

閉じる

2006040410585501  2006/04/04 10:58

印刷

イメージ合成( コピー )

2006040410575501  2006/04/04 10:57

MB30

MB36

MB21

詳細

文書保存

プレビュー
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6 システムメニュー

この章では、本機の動作全般に関わるシステムメニューについて説明します。

• システムメニューの［トップへ戻る］キーについて ...6-2

• 共通 ...6-2

• コピー設定 ...6-34

• 送信設定 ...6-39

• 文書ボックス / 外部メモリ設定 ...6-41

• プリンタ設定 ...6-43

• 印刷範囲の補正 ...6-51

• ネットワーク設定 ...6-52

• レポートの印刷 / 通知 ...6-55

• 調整 / メンテナンス ...6-58

• 日付 / タイマーの設定 ...6-64

• 宛先の編集（アドレス帳 / ワンタッチキーへの登録と編集）...6-70

• システムの初期化 ...6-79

• 本体の再起動 ...6-80

• ネットワークセキュリティ SSL...6-81

• ユニバーサル機能（タッチパネルの拡大表示）...6-82
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システムメニューの［トップへ戻る］キーについて

システムメニューの操作中には、［ ト ッ プへ戻る］ キーが表示される画面があります。

［ ト ッ プへ戻る］ を押すと、システ

ムメニューの初期画面に戻ります。

システムメニューの操作中に他の

機能の操作を行うような場合、シ

ステムメニューの初期画面に戻っ

てから操作します。

参考：システムメニューの操作中は、システムメニューキーを押してもシステムメ

ニューの初期画面に戻ることはできません。

共通

共通では、次の項目が設定できます。

• 言語選択 ...6-2

• 初期画面 ...6-3

• 音設定 ...6-4

• 原稿 / 用紙設定 ...6-5

• 入力長さの単位 ...6-15

• エラー処理設定 ...6-15

• 排出先 ...6-17

• 機能初期値 ...6-18

• 原稿セット向きの確認 ...6-33

参考：ユーザ管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると変更できます。

言語選択

タッチパネルに表示される言語を選択することができます。選択できる言語は、日本語

と英語（English）です。

言語選択の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「言語選択」の ［変更］ の順に押してください。

共通 - 報知音

変更音量:

3 中

変更

変更変更

変更

正常終了音:

使用しない

注意音:

使用しない

終了 2006/10/10 10:10

操作確認音:

使用しない

準備完了音:

使用する

閉じるトップへ戻る
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3 切り替えたい言語のキーを押して

ください。

4 ［OK］ を押してください。

5 再起動のメッセージが表示されますので、［OK］ を押してください。

6 操作パネルの電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確

認してから、主電源スイッチを入れ直してください。

タッチパネルの言語が変更されます。

初期画面

電源を入れて最初に表示される画面（初期画面）を選択することができます。

選択できる画面は次のとおりです。

初期画面を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「初期画面」の ［変更］ の順に押してください。

共通 - 言語選択

。タッチパネルに表示する言語を設定します  

日本語

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

English

項目 詳細

コピー コピー画面（コピーキーを押したときの画面）が表示されます。

送信 送信画面（送信キーを押したときの画面）が表示されます。

状況確認 状況確認 / ジョブ中止画面（状況確認 / ジョブ中止キーを押した

ときの画面）が表示されます。

文書ボックス 文書ボックス画面（文書ボックスキーを押したときの画面）が

表示されます。

プログラム プログラム画面（プログラムキーを押したときの画面）が表示

されます。

アプリケーション アプリケーション画面（アプリケーションキーを押したときの

画面）が表示されます。

ユニバーサルコピー ユニバーサルコピー画面（コピー画面でユニバーサルキーを押

したときの画面）が表示されます。

ユニバーサル送信 ユニバーサル送信画面（送信画面でユニバーサルキーを押した

ときの画面）が表示されます。
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3 初期画面として表示させたい画面

を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

音設定

本機の操作中に鳴る報知音について設定することができます。

報知音の種類とその設定値や詳細は、次のとおりです。

報知音設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「音設定」の ［次へ］ →「報知音」の ［次へ］ の順に押してください。

3 「音量」、「操作確認音」、「正常終了

音」、「準備完了音」、または「注意

音」の ［変更］ を押してください。

4 報知音の音量、または各報知音を選択してください。

5 ［閉じ る］ を押してください。

共通 - 初期画面

。主電源を入れたときに初期の状態で表示される画面を設定します 

English 状況確認 文書ボックス プログラム送信コピー

キャンセル OK

状況 2006/10/10 10:10

ユニバーサル
コピー

ｱﾌ ﾘ゚ｹｰｼｮﾝ

ユニバーサル
送信

項目 値 詳細

音量 0（消音）、1（小）～ 5
（大）

報知音の音量を決定します。

操作確認音 使用しない、使用する 操作パネルやタッチパネルのキーを押したときに

鳴る音、またはオートクリアが働くときに鳴る音

です。

正常終了音 使用しない、使用する ジョブの処理が正常に終了したときに鳴る音です。

準備完了音 使用しない、使用する 操作が可能になったときに鳴る音です。

注意音 使用しない、使用する エラーが発生したときに鳴る音です。

共通 - 報知音

変更音量:

3 中

変更

変更変更

変更

正常終了音:

使用しない

注意音:

使用しない

終了 2006/10/10 10:10

操作確認音:

使用しない

準備完了音:

使用する

閉じるトップへ戻る
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原稿 / 用紙設定

原稿や用紙の種類やサイズを登録することができます。

カスタム原稿サイズの登録

よく使用する不定形の原稿サイズを、カスタムサイズとして 4 種類まで登録できます。

登録したサイズは、原稿サイズの選択時に表示されます。

登録できるサイズは次のとおりです。

カスタムサイズは４種類まで登録できます。操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「カスタム原稿サイズ登録」の ［次へ］ の順

に押してください。

3 登録するカスタムサイズ（1 ～ 4）の ［変更］ を押してください。

4 ［使用する］ を押し、［＋］、［－］

またはテンキーで、「X」（よこ）と

「Y」（たて）のサイズを入力してく

ださい。

5 ［OK］ を押してください。

カスタム用紙サイズの登録

よく使用する不定形の用紙サイズを、カスタムサイズとして登録します。登録したサイ

ズは、手差しの用紙サイズ選択時に表示されます。

登録できるサイズは次のとおりです。

カスタムサイズは４種類まで登録できます。

入力単位 詳細

センチ よこ : 50 ～ 432 mm（1 mm 単位）、たて : 50 ～ 297 mm（1 mm 単

位）

インチ よこ : 2 ～ 17"（0.01" 単位）、たて : 2 ～ 11.69"（0.01" 単位）

共通 - カスタム1

。任意の原稿サイズを登録します  

使用する

～X( 50 432 )

420

使用しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

テンキー

～Y( 50 297 )

297

テンキー

。原稿送り装置に原稿が残っています 

mm

mm

入力単位 詳細

センチ よこ : 148 ～ 432 mm（1 mm 単位）、たて : 98 ～ 297 mm（1 mm
単位）

インチ よこ : 5.83 ～ 17"（0.01" 単位）、たて : 5.86 ～ 11.69（0.01" 単位）
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また、各カスタムサイズに用紙種類の選択ができます。

用紙種類：普通紙、OHP フィルム、薄紙、ラベル紙、再生紙、プレプリント、ボンド

紙、はがき、カラー紙、パンチ済み紙、レターヘッド、厚紙、封筒、上質紙、カスタム

1 ～ 8

参考：用紙種類のカスタム 1 ～ 8 については、6-10 ページの用紙の重さを参照してくだ

さい。

カスタム用紙のサイズと用紙種類選択の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「カスタム用紙サイズ登録」の ［次へ］ の順

に押してください。

3 登録するカスタムサイズ（1 ～ 4）の ［変更］ を押してください。

4 ［使用する］ を押し、［＋］、［－］

またはテンキーで、「X」（よこ）と

「Y」（たて）のサイズを入力してく

ださい。

5 用紙種類を選択する場合は、［用紙種類］ を押して用紙種類を選択し、［OK］ を押して

ください。

6 ［OK］ を押してください。

共通 - カスタム1

。任意の用紙サイズと用紙種類を登録します   

使用する

～X( 148 432 )

420

使用しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

テンキー

～Y( 98 297 )

297

テンキー

mm

mm

普通紙

用紙種類
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カセットの用紙サイズと用紙種類

カセット 1、2、オプションのペーパーフィーダ（カセット 3、4）を使用するときは、

使用する用紙のサイズと種類を選択します。オプションの 3,000 枚ペーパーフィーダ

（カセット 3）を使用するときは、用紙種類のみを選択してください。

選択できる用紙サイズと用紙種類は、次のとおりです。

カセットの用紙サイズと用紙種類を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「カセット設定」の ［次へ］ → 登録したい

「カセット 1」～「カセット 4」の［次へ］→ 「用紙サイズ」の ［変更］ の順に押してく

ださい。

3 用紙サイズを自動で検知する場合は、［自動］ を押して、用紙サイズが「A 系 /B 系」

か、「インチ系」かを選択してください。

用紙サイズを選択する場合は、［定

形サイズ 1］ または ［定形サイズ

2］ を押して、用紙サイズを選択し

てください。

4 ［OK］ を押してください。前画面へ戻ります。

5 「用紙種類」の ［変更］ を押して、用紙種類を選択し、［OK］ を押してください。

項目 詳細

用紙サイズ 自動 用紙サイズが自動で検知されます。検知する用紙サイズを「A 系 /
B 系」と「インチ系」から選択します。

定形サイズ
1

定形サイズから選択します。

A3、A4-R、A4、A5-R、B4、B5-R、B5  

定形サイズ
2

定形サイズ 1 以外の定形サイズから選択します。

Ledger、Letter-R、Letter、Legal、Statement、8.5 × 13.5"、
Oficio II、Folio、8K、16K-R、16K

用紙種類 普通紙、薄紙、再生紙、プレプリント、ボンド紙、カラー紙、パ

ンチ済み紙、レターヘッド、上質紙、カスタム 1 ～ 8

共通 - 用紙サイズ

。カセットの用紙サイズを設定します 

定形サイズ1

自動

キャンセル OK

状況 2006/10/10 10:10

A3 A4

定形サイズ2

A4 A5

B4 B5 B5
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手差しの用紙サイズと用紙種類

手差しを使用するときは、使用する用紙のサイズと種類を選択してください。よく使用

する用紙サイズと用紙種類をあらかじめ選択しておくことができます。

選択できる用紙サイズと用紙種類は、次のとおりです。

項目 詳細

用紙サイ

ズ

自動 用紙サイズが自動で検知されます。検知する用紙サイズを「A 系 /B
系」と「インチ系」から選択します。

定形サイズ
1

定形サイズから選択します。

A3、A4-R、A4、A5-R、A6-R、B4、B5-R、B5、B6-R

定形サイズ
2

定形サイズ 1 以外の定形サイズから選択します。

Ledger、Letter-R、Letter、Legal、Statement-R、Executive、
8.5 × 13.5"、Oficio II、Folio、8K、16K-R、16K

その他 特殊な定形サイズ、カスタム用紙サイズ※ から選択します。

※ カスタム用紙サイズ（カスタム 1 ～ 4）の登録方法は、6-5 ページのカスタム用紙サイズの登

録を参照してください。

ISO B5、Envelope #10、Envelope #9、Envelope #6、Envelope 
Monarch、Envelope DL、Envelope C5、Envelope C4、はがき、往復

はがき、洋形 4 号、洋形 2 号

サイズ入力 定形サイズに表示されていないサイズを入力します。

センチ

たて : 98 ～ 297 mm（1 mm 単位）、よこ : 148 ～ 432 mm（1 mm 単

位）

インチ

よこ : 5.83 ～ 17"（0.01" 単位）、たて : 3.86 ～ 11.69"（0.01" 単位）

用紙種類 普通紙、OHP フィルム、薄紙、ラベル紙、再生紙、プレプリント、

ボンド紙、はがき、カラー紙、パンチ済み紙、レターヘッド、封

筒、厚紙、上質紙、カスタム 1 ～ 8※※

※※用紙種類のカスタム 1 ～ 8 の登録方法は、6-10 ページの用紙の重さを参照してください。
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手差しの用紙サイズと用紙種類を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「手差し設定」の ［次へ］ →「用紙サイズ」

の ［変更］ の順に押してください。

3 用紙サイズを自動で検知する場合は、［自動］ を押して、用紙サイズが「A 系 /B 系」か

「インチ系」かを選択してください。

用紙サイズを選択する場合は、［定

形サイズ 1］、［定形サイズ 2］、［そ

の他］、または ［サイズ入力］ を押

して、用紙サイズを選択してくだ

さい。

［サイズ入力］ を選択した場合は、

［＋］ または ［－］ を押して、「X」

（よこ）と「Y」（たて）のサイズを

入力してください。

4 ［OK］ を押してください。前画面へ戻ります。

5 「用紙種類」の ［変更］ を押して、用紙種類を選択し、［OK］ を押してください。

。手差しの用紙サイズを設定します 

定形サイズ1

自動

キャンセル OK

状況 2006/10/10 10:10。原稿送り装置に原稿が残っています 

定形サイズ2

その他

サイズ入力

A3 A4 A4 A5

A6 B4 B5 B5

B6

共通 - 用紙サイズ

。手差しの用紙サイズを設定します 

定形サイズ1

X(148～432)

432

自動

キャンセル OK

状況 2006/10/10 10:10

テンキー

Y(98～297)

297

テンキー

。原稿送り装置に原稿が残っています 

mm

mm

定形サイズ2

その他

サイズ入力

共通 - 用紙サイズ
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用紙の重さ

それぞれの用紙種類に対して、重さ（用紙の厚さ）を選択します。用紙種類と重さは次

のとおりです。

◆セットする用紙種類と重さ

●：選択できます。　×：選択できません。

また、カスタム 1 ～ 8 は、両面印刷と用紙種類名の変更ができます。

用紙の重さを設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「用紙種類の設定」の ［次へ］ の順に押して

ください。

3 重さを変更する用紙種類の ［次へ］ を押してください。

用紙の重さ 軽い 普通 1 普通 2 普通 3 重い 1 重い 2 重い 3
非常に重

い

秤量（g/m2）、

用紙種類

64g/m2

以下

60g/m2

～
75g/m2

76g/m2

～
90g/m2

91g/m2

～
105g/m2

106g/m2

～
135g/m2

136g/m2

～
170g/m2

171g/m2

以上

OHP
フィルム

普通紙 ● ● ● ● × × × ×

OHP フィルム × × × × × × × ●

薄紙 ● ● ● ● × × × ×

ラベル紙 × × × × ● ● ● ×

再生紙 ● ● ● ● × × × ×

プレプリント ● ● ● ● × × × ×

ボンド紙 ● ● ● ● ● × × ×

はがき × × × × ● ● ● ×

カラー紙 ● ● ● ● × × × ×

パンチ済み紙 ● ● ● ● × × × ×

レターヘッド ● ● ● ● ● × × ×

厚紙 × × × ● ● ● ● ×

封筒 × × × × ● ● ● ×

上質紙 ● ● ● ● ● × × ×

カスタム 1 ～ 8 ● ● ● ● ● ● ● ●

項目 詳細

両面印刷 禁止 両面印刷は禁止されます。

許可 両面印刷できます。

名前 カスタム 1 ～ 8 の名前を変更します。15 文字以内で入力できます。

手差しに用紙種類を選択するときなどに、変更した名前が表示され

ます。
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参考：「OHP フィルム」は表示されません。

4 「用紙重さ」の ［変更］ を押してください。

5 重さを選択して、［OK］ を押してく

ださい。

前画面へ戻ります。

6 「カスタム 1（～ 8）」の両面印刷を

変更する場合は、「両面印刷」の

［変更］ を押して、［禁止］ または

［許可］ を選択し、［OK］ を押して

ください。

前画面へ戻ります。

7 「カスタム 1（～ 8）」の名前を変更する場合は、「名前」の ［変更］ を押して、名前を入

力し、［OK］ を押してください。

参考：文字の入力方法は使用説明書を参照してください。

優先給紙段

優先して使用する給紙元を、カセット 1 ～ 4 と手差しから選択できます。

参考：［カセ ッ ト  3］、［カセ ッ ト  4］ はオプションのペーパーフィーダまたは 3,000 枚

ペーパーフィーダを装着したときに表示されます。

優先給紙段を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「優先給紙段」の ［変更］ の順に押してくだ

さい。

共通 - 用紙重さ

。用紙の重さを設定します  
。詳細は使用説明書を参照してください  

重い 2 重い 1 普通 3重い 3非常に重い

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

軽い普通 1普通 2

共通 - 両面印刷

。両面印刷を許可します  

禁止 許可

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10
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3 優先して使用する給紙元を選択し

てください。

4 ［OK］ を押してください。

原稿の自動検知

特殊な原稿サイズを自動検知するか選択します。

特殊な原稿サイズの種類は、次のとおりです。

原稿の自動検知設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「原稿自動検知」の ［変更］ の順に押してく

ださい。

3 「A6/ はがき」から、［A6］ または ［はがき］ を選択してください。

「Folio」と「11 × 15"」から、各サ

イズを自動検知しない場合は ［検

知し ない］、自動検知する場合は

［検知する］ を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

共通 - 優先給紙段

。優先して使用する給紙段を設定します  

カセット2 カセット3カセット1

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

カセット4 手差し

項目 詳細

A6/ はがき A6 とはがきはサイズが似ているため、原稿サイズを自動検知す

るときに、どちらとして検知するか選択します。

Folio Folio のサイズを自動検知するかどうか選択します。

11 × 15" 11 × 15" のサイズを自動検知するかどうか選択します。

共通 - 原稿自動検知

。特殊なサイズの原稿を自動で検知します  

はがきA6

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

A6/はがき

検知する検知しないFolio

検知する検知しない11x15"
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自動用紙の用紙種類

用紙選択で自動が選択されているときに、自動で選択される用紙を用紙の種類で限定す

ることができます。例えば「普通紙」を選択すると、指定したサイズの普通紙がセット

されている給紙元が選択されます。全用紙種類を選択すると、用紙の種類に関係なく、

指定したサイズの用紙がセットされた給紙元が選択されます。

自動用紙の用紙種類を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「自動用紙の用紙種類」の ［変更］ の順に押

してください。

3 ［全用紙種類］ または用紙選択に使

用する用紙種類を選択してくださ

い。

4 ［OK］ を押してください。

表紙の給紙段

表紙用の用紙を給紙する給紙元を、カセット 1 ～ 4 と手差しから選択することができま

す。表紙は、表紙付け（1-33 ページ参照）や小冊子（1-27 ページ参照）で使用します。

参考：［カセ ッ ト 3］、［カセ ッ ト 4］ はオプションのペーパーフィーダまたは 3,000 枚

ペーパーフィーダを装着したときに表示されます。

表紙の給紙元を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「表紙給紙段」の ［変更］ の順に押してくだ

さい。

共通 - 自動用紙の用紙種類

。自動用紙選択機能で選択する用紙の種類を指定します   

OHPフィルム 薄紙普通紙全用紙種類

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

プレプリント再生紙ラベル紙 ボンド紙 はがき

レターヘッドパンチ済み紙カラー紙 封筒 厚紙

カスタム2カスタム1上質紙 カスタム3 カスタム4

カスタム7カスタム6カスタム5 カスタム8
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3 表紙用の用紙を給紙する給紙元を

選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

特定用紙種類の動作設定

パンチ済み紙、プレプリント、レターヘッドに印刷するとき、原稿のセット方法やコ

ピー機能の組み合わせによっては、穴の位置が揃わなかったり、天地が逆に印刷された

りすることがあります。そのようなときに、この設定で ［印刷方向を合わせる］ を選択

し、仕上がりの向きを揃えます。仕上がりの用紙の天地が逆になっても問題がない場合

は、［速度優先］ を選択します。

設定項目と内容は、次のとおりです。

［印刷方向を合わせる］ を選択した場合は、次の方法で用紙を補給してください。

例：レターヘッドにコピーする場合

参考：カセットまたは手差しに表紙用の用紙をセットするときは、印字面を上にして補

給してください。

共通 - 表紙給紙段

。表紙付け機能で使用する表紙をセットする給紙段を設定します   

カセット2カセット1 カセット3

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

カセット4 手差し

項目 詳細

印刷方向を合わせる 仕上がりの向きが揃うように印刷されます。印刷速度はいくぶ

ん低下します。パンチ済み紙、プレプリント、レターヘッドに

印刷する場合に選択します。

速度優先 処理速度を優先して仕上がり用紙の向きを考慮しません。

用紙の向きにこだわらない場合、選択します。

原稿

原稿

仕上がり

仕上がり

カセット

カセット

手差し

手差し

用紙

用紙
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特定用紙種類の動作設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿 / 用紙設定」の ［次へ］ →「特定用紙種類の動作設定」の ［変更］ の順

に押してください。

3 ［印刷方向を合わせる］ または ［速

度優先］ を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

入力長さの単位

用紙サイズなどの長さを入力するときの単位を、インチとミリメートルから選択できま

す。

入力単位を切り替える操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「入力長さの単位」の ［変更］ の順に押してください。

3 ミリメートルを使用する場合は

［mm］、インチを使用する場合は

［inch］ を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

エラー処理設定

エラーが発生したときに印刷を停止するか、続行するかを選択します。エラーの種類と

処理方法は次のとおりです。

共通 - 特定用紙種類の動作設定

。特定用紙種類に印刷する場合の動作を設定します   

。詳細は使用説明書を参照してください  

印刷方向を
合わせる

速度優先

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

共通 - 入力長さ単位

。長さの入力単位を設定します  

mm inch

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10
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両面用紙エラー

選択した用紙サイズまたは用紙種類で、両面印刷できない場合の処理方法を選択しま

す。

後処理用紙エラー

選択した用紙サイズまたは用紙種類で後処理 ( ステープル / パンチ / 仕分け / 自動画像回

転 ) できない場合に、その設定を無視して印刷するか、エラー画面を表示するかを設定

します。

ステープル針無し

印刷中にステープルの針がなくなった場合の処理方法を選択します。

参考：オプションのドキュメントフィニッシャ、内蔵フィニッシャまたは 3,000 枚フィ

ニッシャを装着している場合に表示されます。

ステープル枚数オーバー

印刷中にステープルできる枚数を超えた場合の処理方法を選択します。

参考：オプションのドキュメントフィニッシャ、内蔵フィニッシャまたは 3,000 枚フィ

ニッシャを装着している場合に表示されます。

パンチくず満杯

印刷の途中でパンチくずボックスがいっぱいになった場合の処理方法を選択します。

項目 詳細

片面印刷 片面印刷で印刷されます。

エラーで停止 エラーメッセージが表示され、印刷を停止します。

項目 詳細

無視する 設定を無視して印刷されます。

エラーで停止 エラーメッセージが表示され、印刷を停止します。

項目 詳細

無視する 途中からはステープルしないで、印刷を続行します。

エラーで停止 エラーメッセージが表示され、印刷を停止します。

項目 詳細

無視する 途中からはステープルしないで、印刷を続行します。

エラーで停止 エラーメッセージが表示され、印刷を停止します。

項目 詳細

無視する 途中からはパンチ穴を開けずに、印刷を続行します。

エラーで停止 エラーメッセージが表示され、印刷を停止します。
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参考：オプション 3,000 枚ドキュメントフィニッシャおよびパンチユニットを装着して

いる場合に表示されます。

エラー処理設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「エラー処理設定」の ［変更］ の順に押してください。

3 処理方法を変更するエラーの ［変

更］ を押してください。

4 各エラー処理の選択画面でエラーでの処理方法を選択して、［OK］ を押してください。

5 前画面に戻りますので、別のエラー処理を設定する場合は、手順 3 ～ 4 を繰り返してく

ださい。

排出先

コピー、ユーザボックスからの印刷、コンピュータからの印刷、およびファクス受信

データの印刷について、それぞれ別の排出先を指定することができます。指定できる排

出先は次のとおりです。

共通- エラー処理設定

変更両面用紙エラー:
エラーで停止

変更

変更変更ステープル針無し:
ステープルしない

終了

終了 2006/10/10 10:10

後処理用紙エラー:
ステープルしない

ステープル枚数オーバー:
ステープルしない

トップへ戻る

変更パンチくず満杯:
パンチしない

項目 詳細

上トレイ 本体の上トレイに排出されます。

フィニッシャトレイ※

※ 排紙時の用紙方向を、フェイスアップ（印字面が上）とフェイスダウン（印字面が下）から

選択できます。

オプションのドキュメントフィニッシャまたは内蔵フィニッ

シャのトレイに排出されます。

トレイ A、トレイ B ※、ト

レイ C ※

オプションの 3,000 枚ドキュメントフィニッシャのトレイ A ～ C
に排出されます。

ジョブセパレータ オプションのジョブセパレータに排出されます。

トレイ 1 ～ 7 ※ オプションのメールボックスのトレイ 1 ～ 7（1 が最上段）に排

出されます。
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参考：オプションのジョブセパレータ、ドキュメントフィニッシャ、3,000 枚ドキュメ

ントフィニッシャやメールボックスが必要です。

ファクス受信データの排出先は、オプションのファクスキットを装着している場合に指

定できます。

排紙先設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「排紙先」の ［次へ］ の順に押してください。

3 「コピー / ユーザボックス」、「プリンタ」、「ファクス回線 1」、または「ファクス回線 2」
の ［変更］ を押してください。

参考：「ファクス回線 1」はオプションのファクスキットを装着している場合に設定でき

ます。

「ファクス回線 2」はオプションのファクスキットを 2 台装着している場合に、2 台目

（マルチポート）の排出先を設定できます。

4 排出先を選択してください。

［フ ィ ニ ッ シャ ト レ イ］、［ ト レ イ

B］、［ ト レ イ C］、または ［ ト レ イ 1
～ 7］ を選択した場合は、排紙時の

用紙方向を ［フ ェ イスア ッ プ］（印

字面が上）または、［フ ェ イスダウ

ン］（印字面が下）から選択してく

ださい。

5 ［OK］ を押してください。

機能初期値

電源を入れてウォームアップが終了した後やリセットキーを押した後に、自動的に設定

される内容を初期値と呼びます。

ここでは、コピー機能や送信機能など、本機で使用できる機能の初期値を設定すること

ができます。よく使用する設定を初期値にしておけば、使用するたびに設定し直す必要

がなく便利です。

共通 - コピー/ユーザボックス

キャンセル OK

状況 2006/10/10   10:10

。コピー印刷時の排紙先を設定します  

上トレイ トレイA トレイB トレイC

ジョブ

セパレータ

トレイ1 トレイ2 トレイ3

トレイ4 トレイ5 トレイ6 トレイ7

フェイス
アップ

排紙面

フェイス
ダウン
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原稿セット向き

原稿セット向きの初期値を選択します。初期値の項目は次のとおりです。

原稿セット向きについては、1-10 ページを参照してください。

原稿セット向きの初期値を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ →「原稿セット向き」の ［変更］ の順に押してくだ

さい。

3 ［上辺を奥向き］ または、［上辺を

左向き］ から初期値を選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。

連続読み込み

連続読み込みの初期値を選択します。初期値の項目は次のとおりです。

連続読み込みについては、1-43 ページを参照してください。

連続読み込みの初期値を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ →「連続読み込み」の ［変更］ の順に押してくださ

い。

項目 詳細

上辺を奥向き 原稿の上辺を奥側にしてセットするときに選択します。

上辺を左向き 原稿の上辺を左側にしてセットするときに選択します。

共通 - 原稿セット向き

。原稿セット向きの初期状態を設定します  

上辺を奥向き 上辺を左向き

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

項目 詳細

設定しない 連続読み込みしません。

設定する 連続読み込みします。
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3 ［設定し ない］ または、［設定する］

から初期値を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

原稿の画質

原稿の画質の初期値を選択します。初期値の項目は次のとおりです。

原稿の画質の初期値を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ →「原稿の画質」の ［変更］ の順に押してくださ

い。

3 ［文字＋写真］、［文字］、または

［写真］ から初期値を選択してくだ

さい。

4 ［OK］ を押してください。

解像度

原稿を読み込むときの解像度の初期値を設定します。設定できる解像度は 600 × 600 
dpi、400 × 400 dpi ウルトラファイン、300 × 300 dpi、200 × 400 dpi スーパーファイン、

200 × 200 dpi ファイン、200 × 100 dpi ノーマルです。

解像度の初期値を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

共通 - 連続読み込み

。連続読み込みの初期状態を設定します  

設定しない 設定する

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

項目 詳細

文字＋写真 文字と写真の混在に適します。

文字 えんぴつや細線をくっきり再現します。

写真 写真原稿の立体感を出します。

共通 - 原稿の画質

。原稿の画質の初期状態を設定します  

＋文字 写真 文字

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

写真
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2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ →「解像度」の ［変更］ の順に押してください。

3 初期値とする解像度を選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。

カラーの選択

原稿を読み込むときのカラーの初期値を選択します。初期値の項目は次のとおりです。

カラーの初期値を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ →「カラー選択」の ［変更］ の順に押してくださ

い。

3 初期値とするカラーを選択してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。

ファイル形式

読み込んだ原稿を送信するファイル形式の初期値を選択します。

共通 - 解像度

。解像度の初期状態を設定します  

400x400dpi
ｳﾙﾄﾗﾌｧｲﾝ

600x600dpi 300x300dpi

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

200x400dpi
ｽｰﾊﾟｰﾌｧｲﾝ

200x200dpi
ﾌｧｲﾝ

200x100dpi

ﾉｰﾏﾙ

項目 詳細

フルカラー フルカラーで読み込みます。

グレースケール 白から黒までの明暗だけで読み込みます。画像が滑らかに、き

め細かく表現されます。

白黒 白か黒のどちらかで読み込みます。フルカラーやグレースケー

ルと比べてファイルサイズが小さくなります。

共通 - カラー選択

。カラーの初期状態を設定します  

グレー
スケール

フルカラー 白黒

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10
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初期値の項目は次のとおりです。

参考：ファイル形式については、2-11 ページを参照してください。

ファイル形式の初期値を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ →「ファイル形式」の ［変更］ の順に押してくださ

い。

3 初期値とするファイル形式を選択

してください。

4 ［OK］ を押してください。

ファイル分割

ファイル分割の初期値を選択します。初期値の項目は次のとおりです。

参考：ファイル分割については、2-15 ページを参照してください。

項目 詳細

TIFF TIFF ファイル形式で送信されます。

PDF PDF ファイル形式で送信されます。

JPEG JPEG ファイル形式で送信されます。

高圧縮 PDF※

※ オプションの PDF 拡張キットを使用した場合に、表示されます。

高圧縮 PDF ファイル形式で送信されます（2-11 ページ参照）。

共通 - ファイル形式

。ファイル形式の初期状態を設定します  

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

PDFTIFF 高圧縮
PDF

JPEG

項目 詳細

設定しない ファイル分割されません（全ページがひとつのファイルになります）。

ページごと 読み込んだ原稿のページごとにひとつのファイルが作成されます。
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ファイル分割の初期値を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ →「ファイル分割」の ［変更］ の順に押してくださ

い。

3 ［設定し ない］ または ［ページご

と］ から初期値を選択してくださ

い。

4 ［OK］ を押してください。

濃度

濃度の初期値を設定します。初期値の項目は次のとおりです。

濃度の初期値を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ →「濃度」の ［変更］ の順に押してください。

3 濃度の初期値を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

共通 - ファイル分割

。ファイル分割の初期状態を設定します  

設定しない ページごと

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

項目 詳細

手動 手動濃度で、0（ふつう）に設定されます。

自動 自動濃度に設定されます。

共通 - 濃度

。濃度の初期状態を設定します  

手動
( ふつう 0 )

自動

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10
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縮小 / 拡大

縮小 / 拡大の初期値を設定します。初期値の項目は次のとおりです。

縮小 / 拡大の初期値を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ →「縮小 / 拡大」の ［変更］ の順に押してくださ

い。

3 縮小 / 拡大の初期値を選択してくだ

さい。

4 ［OK］ を押してください。

文書名入力

ジョブに名前をつけるときに、自動的に入力される名前（名前の初期値）を設定しま

す。また付加情報として、日時とジョブ番号の有無も選択できます。

参考：文書名については、1-50 ページ、2-26 ページを参照してください。

文書名の初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］ →「文書名入力」の ［変更］ の順に押して

ください。

項目 詳細

100％ 等倍（100％）でコピー（送信、保存）されます。

自動 用紙サイズ / 送信サイズに合わせて自動的に縮小 / 拡大されま

す。

共通 - 縮小/拡大

。縮小/拡大の初期状態を設定します  

100% 自動

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10
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3 ［文書名］ を押して、文書名を 30
文字以内で入力してください。

参考：文字の入力方法は使用説明書の付録を参照してください。

4 ［OK］ を押してください。

5 ジョブに日時を付加する場合は ［日時］ を、ジョブ番号を付加する場合は ［ジ ョ ブ番

号］ を押してください。付加された情報は「付加情報」に表示されます。

6 ［OK］ を押してください。

メールの件名 / 本文

読み込んだ原稿をメールで送信するときに、自動的に入力される件名と本文（件名と本

文の初期値）を設定します。

参考：メール送信については、使用説明書を参照してください。

メールの件名と本文の初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］ →「メール 件名 / 本文」の ［変更］ の順に

押してください。

3 ［件名］ を押して、メールの件名を

60 文字以内で入力してください。

参考：文字の入力方法は使用説明書を参照してください。

4 ［OK］ を押してください。

共通 - 文書名入力

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。文書名の初期状態を設定します  

日時

文書名

付加情報

doc

ジョブ番号

 [ 日時 ]

共通 - メール 件名/本文

。件名/本文の初期状態を設定します  

件名

本文

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10
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5 ［本文］ を押して、メールの本文を 500 文字以内で入力してください。

6 ［OK］ を押してください。

7 件名および本文が正しく入力されているかを確認して、［OK］ を押してください。

枠消し幅の初期値

枠消し幅の初期値を設定します。設定できる範囲は次のとおりです。

参考：枠消しについては、1-25 ページ、2-24 ページを参照してください。

枠消し幅の初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］ →「枠消し初期値」の ［変更］ の順に押し

てください。

3 ［＋］ または ［－］ で、「外」また

は「中」の枠消し幅を入力してく

ださい。

［テンキー］ を押すと、直接数値を

入力できます。

4 ［OK］ を押してください。

とじしろ幅の初期値

とじしろ幅の初期値を設定します。設定できる範囲は次のとおりです。

とじしろ幅の初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

入力単位 範囲

センチ 0 mm ～ 50 mm（1 mm 単位）

インチ 0 ～ 2"（0.01" 単位）

共通 - 枠消し初期値

。枠消し幅の初期状態を設定します  

。[-][+]またはテンキーで数値を入力してください 

～外( 0 50 )

5

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

テンキー

。原稿送り装置に原稿が残っています  

mm

～中( 0 50 )

5

テンキー

mm

入力単位 範囲

センチ -18 mm ～ 18 mm（1 mm 単位）

インチ -0.75 ～ 0.75"（0.01" 単位）
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2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］ →「とじしろ初期値」の ［変更］ の順に押

してください。

3 ［＋］ または ［－］ で 「左右」 およ

び 「上下」 のとじしろ幅を入力し

てください。

［テンキー］ を押すと、直接数値を

入力できます。

4 ［OK］ を押してください。

ソート / 仕分け

ソート / 仕分けの初期値について設定します。設定項目は次のとおりです。

参考：ソート / 仕分けコピーについては、1-12 ページを参照してください。

ソート / 仕分けの初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］ →「ソート / 仕分け」の ［変更］ の順に押

してください。

3 「ソート」と「仕分け」からそれぞ

れ初期値を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

共通 - とじしろ初期値

。とじしろ幅の初期状態を設定します  

。[-][+]またはテンキーで数値を入力してください 

～左右( -18   +18 )

0

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

テンキー

。原稿送り装置に原稿が残っています  

mm

～上下( -18   +18 )

0

テンキー

mm

項目 詳細

ソート 設定しない ソートしません。

設定する ソートします。

仕分け 設定しない 仕分けしません。

1 部ごと（ページご

と）

仕分けします。（「ソート」で［設定しない］を

選択したときは［ページごと］になります）。

共通 - ソート/仕分け

設定する設定しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

ソート

一部ごと設定しない仕分け

。ソート/仕分けの初期状態を設定します  
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自動画像回転

初期設定モードでの自動回転コピーを設定します。設定項目は次のとおりです。

参考：自動回転コピーについては、1-45 ページを参照してください。

自動回転の初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］ →「自動画像回転」の ［変更］ の順に押し

てください。

3 ［設定し ない］ または、［設定する］

から初期値を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

イメージ合成（コピー）のフォーム

コピーのイメージ合成で、フォームをイメージ合成フォーム用ボックスから選択すると

きに、あらかじめ選択されているフォームとフォームの濃度を設定します。

参考：イメージ合成（コピー）については、1-34 ページを参照してください。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］ →「イメージ合成（コピー）」の ［変更］ の

順に押してください。

3 ［フ ォーム呼び出し］ を押してください。

項目 詳細

自動回転しない 自動回転コピーをしません。

自動回転する 自動回転コピーをします。

共通 - 自動画像回転

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。自動回転の初期状態を設定します  

設定する設定しない
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4 ［＋］ または ［－］ でフォームの濃

度を入力してください。

5 ［フ ォーム選択］ を押してください。

6 使用するフォームを選択して、

［OK］ を押してください。

参考：［詳細］ を押すと、フォームの文書名、保存サイズ（文書の大きさ）、データサイ

ズ（容量）、保存日時を確認できます。

7 ［OK］ を押してください。

イメージ合成（ボックス）のフォーム

ボックス印刷のイメージ合成で、フォームをユーザボックスから選択するときに、あら

かじめ選択されているフォームとフォームの濃度を設定します。

参考：イメージ合成（ボックス）については、5-9 ページを参照してください。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］ →「イメージ合成（ボックス）」の ［変更］

の順に押してください。

3 ［フ ォーム呼び出し］ を押してください。

共通 - イメージ合成( コピー )

。コピーで使用するイメージ合成の初期状態を設定します   

フォーム
呼び出し

～濃度( 10 100 )

100

設定しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

%

なし

フォーム選択

。フォームを設定します  

日時 サイズ名前

共通 - フォーム選択

001/999

キャンセル

2006/05/05 09:10Document1

詳細

イメージ合成( コピー )

1.1MB

OK

2006/05/05 09:20Document2 1.2MB

2006/05/05 09:30Document3 2.1MB

2006/05/05 09:40Document4 2.2MB

2006/05/05 09:50Document5 1.2MB



システムメニュー

6-30

4 ［＋］ または ［－］ でフォームの濃

度を入力してください。

5 ［フ ォーム選択］ を押してください。

6 フォームが保存されているボックスを選択して、［開 く ］ を押してください。

参考：［詳細］ を押すと、ボックス番号、ボックス名、使用制限、所有者、共有設定、

自動文書を確認できます。

7 使用するフォームを選択して、

［OK］ を押してください。

参考：［詳細］ を押すと、フォームの文書名、保存サイズ（文書の大きさ）、ページ数、

解像度、カラー / 白黒、データサイズ（容量）、保存日時を確認できます。

8 ［OK］ を押してください。

エコプリント

エコプリントの初期値を設定します。設定項目は次のとおりです。

参考：エコプリントについては、1-42 ページを参照してください。

共通 - イメージ合成( ボックス )

。ボックス印刷で使用するイメージ合成の初期状態を設定します   

フォーム
呼び出し

～濃度( 10 100 )

100

設定しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

%

なし

フォーム選択

所有者 使用率名前

共通 - フォーム選択

001/200

キャンセル

プレビュー

BOX1

OK

開く

。フォームを設定します 

番号

 001 BOX101  anonymous 10%

 002 BOX102  anonymous 10%

 003 BOX103  anonymous 5%

 004 BOX104  anonymous 5%

 005 BOX105  anonymous 5%

詳細

項目 詳細

設定しない エコプリントをしません。

設定する エコプリントをします。
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エコプリントの初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］ →「エコプリント」の ［変更］ の順に押し

てください。

3 ［設定し ない］ または、［設定する］

から初期値を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

PDF/TIFF/JPEG の画質

PDF ファイル、TIFF ファイル、JPEG ファイルの画質の初期値を設定します。画質は、

1 低画質（高圧縮）～ 5 高画質（低圧縮）の 5 段階です。

参考：高画質にするほどファイルサイズが大きくなります。

ファイル形式については、2-11 ページを参照してください。

画質の初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］（2 回）→「PDF/TIFF/JPEG 画質」の ［変

更］ の順に押してください。

3 ［1 低画質 （高圧縮）］ ～ ［5 高画質

（低圧縮）］ から画質の初期値を選

択してください。

4 ［OK］ を押してください。

共通 - エコプリント

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。エコプリントの初期状態を設定します 

設定する設定しない

共通 - PDF/TIFF/JPEG 画質

。PDF/TIFF/JPEGの画質の初期状態を設定します   
。高画質にするほどファイルサイズが大きくなります   

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

低画質( 高圧縮 ) 高画質( 低圧縮 )

1 2 43 5
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高圧縮 PDF の画質

ファイル形式が高圧縮 PDF のときの、画質の初期値を設定します。

この設定は、オプションの PDF 拡張キットを使用した場合に表示されます。

設定項目は次のとおりです。

高圧縮 PDF の画質の初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］（2 回）→「高圧縮 PDF 画質」の ［変更］

の順に押してください。

3 ［圧縮率優先］、［標準］、または

［画質優先］ から画質の初期値を選

択してください。

4 ［OK］ を押してください。

再コピー

再コピーの初期値を設定します。設定項目は次のとおりです。

参考：この設定は、オプションのセキュリティキットを導入したとき、または再コピー

ジョブの個数の設定が「0」の場合は表示されません。

再コピーについては、1-53 ページを参照してください。

項目 詳細

圧縮率優先 圧縮率が優先され、ファイルサイズが小さくなります。

標準 標準の画質になります。

画質優先 画質が優先され、ファイルサイズが大きくなります。

共通 - 高圧縮PDF画質

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。高圧縮PDFの画質の初期状態を設定します  
。高画質にするほどファイルサイズが大きくなります  

標準圧縮率優先 画質優先

項目 詳細

設定しない 再コピーをしません。

設定する 再コピーをします。
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再コピーの初期値を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「機能初期値」の ［次へ］ → ［▼］（2 回） →「再コピー」の ［変更］ の順に押

してください。

3 ［設定し ない］ または、［設定する］

から初期値を選択してください。

4 ［OK］ を押してください。

原稿セット向きの確認

次の機能を設定したときに、原稿セット向きの選択画面を表示することができます。

（詳細は 1-10 ページの原稿セット向きを参照してください。）

• 両面 / 分割

• とじしろ / センター移動

• 枠消し

• ページ集約

• 書き込み余白

• ページ番号

• 小冊子

• ステープル（オプション）

※システムメニューの原稿セット向きの確認を「設定する」に設定している場合は、上

記機能を設定すると原稿セット向きの選択画面が表示されます。

原稿セット向きの確認

原稿セット向きの確認設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［共通］ →「原稿セット向きの確認」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定する］ または ［設定し ない］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

共通 - 再コピー

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。再コピーの初期状態を設定します  

設定する設定しない
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コピー設定

コピー設定では、コピー機能に関する次の設定ができます。

• 枠消しうら面設定 ...6-34

• 用紙選択 ...6-35

• 自動用紙動作設定 ...6-35

• 自動倍率優先 ...6-36

• 部数制限 ...6-36

• 簡単設定登録 ...6-37

• 次の予約優先設定 ...6-38

参考：ユーザ管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると変更できます。

枠消しうら面設定

両面印刷で枠消しを行うときの、うら面の処理方法を設定することができます。

設定項目は次のとおりです。

参考：枠消しについては、1-25 ページ、2-24 ページを参照してください。

枠消しうら面設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［コ ピー］ →「枠消しうら面設定」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［おもて面と同じ］ または ［消さ な

い］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

項目 詳細

おもて面と同じ おもて面と同じ設定で枠消しします。

消さない うら面は枠消しされません。

コピー - 枠消しうら面設定

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。うら面の枠消し処理方法を設定します  

消さないおもて面と同じ
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用紙選択

原稿をセットしたときの用紙の選択方法を設定できます。

設定項目は次のとおりです。

用紙選択の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［コ ピー］ →「用紙選択」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［自動］ または ［優先給紙段］ を押

してください。

4 ［OK］ を押してください。

自動用紙動作設定

用紙選択が ［自動］ に設定されている場合に、縮小 / 拡大の倍率を変更したときの、用

紙サイズの選択方法を設定できます。設定項目は次のとおりです。

自動用紙動作設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［コ ピー］ →「自動用紙動作設定」の ［変更］ の順に押してください。

項目 詳細

自動 原稿と同じサイズの用紙が入ったカセットが自動的に選択されます。

優先給紙段 優先給紙段（6-11 ページ参照）で設定されている給紙元が選択されます。

コピー - 用紙選択

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。用紙選択の初期状態を設定します  

優先給紙段自動

項目 詳細

最適サイズ 原稿サイズと倍率に応じて、最適な用紙サイズが選択されます。

原稿サイズと同じ 倍率にかかわらず、原稿と同じ用紙サイズが選択されます。
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3 ［最適サイズ］ または ［原稿サイズ

と同じ］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

自動倍率優先

原稿と違うサイズの給紙元を意図的に選択した場合に、自動的に倍率を変更（縮小 / 拡
大）するかどうかを設定できます。設定項目は次のとおりです。

自動倍率優先設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［コ ピー］ →「自動倍率優先」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

部数制限

1 回でコピーできる部数を制限することができます。設定できる部数は 1 ～ 999 部です。

部数制限設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［コ ピー］ →「部数制限」の ［変更］ の順に押してください。

コピー - 自動用紙動作設定

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。自動で用紙を選択するときの動作を設定します   

最適サイズ:原稿サイズと倍率に応じて用紙を選択
原稿サイズと同じ:原稿サイズと同じ用紙を選択

原稿サイズと
同じ

最適サイズ

項目 詳細

設定しない 倍率は変更されません（等倍でコピーされます）。

設定する 用紙サイズに合わせた倍率に自動的に変更されます。

コピー - 自動倍率優先

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

、 。任意で給紙段を選択するときに  倍率を自動にします  

設定する設定しない
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3 ［＋］、［－］ またはテンキーで制限

する部数を入力してください。

4 ［OK］ を押してください。

簡単設定登録

簡単設定で使用するコピー機能を登録することができます。簡単設定画面の 6 つのキー

には、あらかじめ代表的な機能が割り当てられていますが、必要に応じて変更できま

す。

登録できるのは、次の機能のうちの 6 つです。

• 用紙選択

• 縮小 / 拡大

• ステープル / パンチ

• 濃度

• 両面 / 分割

• ページ集約

• ソート / 仕分け

• 原稿の画質

• 原稿サイズ

参考：簡単設定の使い方については、使用説明書を参照してください。

簡単設定登録の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［コ ピー］ →「簡単設定登録」の ［次へ］ の順に押してください。

コピー - 部数制限

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。コピー部数を制限します  
。[-][+]またはテンキーで数値を入力してください 

部1

～( 1 999 )
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3 簡単設定に登録する機能の ［変更］

を押してください。

4 簡単設定画面で割り当てるキー（1
～ 6）を選択してください。簡単設

定から削除する場合は、［設定し な

い］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。確認画面が表示されますので、［はい］ を押してください。

次の予約優先設定

予約コピー、割り込みコピーの操作方法やジョブのキャンセル方法を設定することがで

きます。

次の予約優先設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［コ ピー］ →「次の予約優先」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

コピー - 簡単設定登録

変更用紙選択:

キー1

変更

変更

変更変更 ページ集約:

キー6

両面/分割:

キー5

状況 2006/10/10 10:10

縮小/拡大:

キー2

変更ソート/仕分け:

設定しない

変更原稿の画質:

設定しない

変更原稿サイズ:

設定しない

濃度:

キー4

変更ステープル/パンチ:

キー3

閉じるトップへ戻る

状況 2006/10/10    10:10

キー1

キャンセル OK

設定しない

キー2 キー3

キー4 キー5 キー6

コピー - 用紙選択

。用紙選択機能を簡単設定画面に登録します   

コピー - 次の予約優先

印刷中に自動で設定画面に戻り、次の予約ができます。

キャンセル OK

状況 2007/10/10    10 :10

設定する設定しない
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送信設定

送信設定では、送信機能に関する次の設定ができます。

• 簡単設定登録

• 高圧縮 PDF 自動カラー

参考：ユーザ管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると変更できます。

簡単設定登録

簡単設定で使用する送信機能を登録することができます。簡単設定画面の 6 つのキーに

は、あらかじめ代表的な機能が割り当てられていますが、必要に応じて変更できます。

登録できるのは、次の機能のうちの 6 つです。

• 原稿サイズ

• 両面 / 見開き原稿

• 送信サイズ

• 原稿セット向き

• ファイル形式

• 濃度

• 原稿の画質

• 解像度

• カラー選択

• 縮小 / 拡大

簡単設定登録の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［送信］ →「簡単設定登録」の ［次へ］ の順に押してください。

3 簡単設定に登録する機能の ［変更］

を押してください。

送信 - 簡単設定登録

変更原稿サイズ:

キー1

変更

変更

変更変更 濃度:

キー6

ファイル形式:

キー5

状況 2006/10/10 10:10

両面/見開き原稿:

キー2

変更原稿の画質:

設定しない

変更カラー選択:

設定しない

原稿セット向き:
キー4

変更送信サイズ:
キー3

変更解像度:

設定しない

変更縮小/拡大:

設定しない

閉じるトップへ戻る
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4 簡単設定画面で割り当てるキー（1
～ 6）を選択してください。簡単設

定から削除する場合は、［設定し な

い］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。確認画面が表示されますので、［はい］ を押してください。

高圧縮 PDF 自動カラー

高圧縮 PDF で文書を送信するとき、白黒の文書を高圧縮すると、逆にデータ量が大きく

なる場合があります。自動的にカラーと白黒を判別する設定しておくと、白黒文書の

データ量が大きくなるのを防ぐことができます。

高圧縮 PDF 自動カラー設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システム メ ニューキーを押してください。

2 ［送信］ →「高圧縮 PDF 自動カラー」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定する］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

状況 2006/10/10    10:10

キー1

キャンセル OK

設定しない

キー2 キー3

キー4 キー5 キー6

送信 - 原稿サイズ

。原稿サイズ機能を簡単設定画面に登録します   

送信 - 高圧縮PDF自動カラー

、高圧縮PDFで文書を送信する際 自動的にカラー/白黒を
。判別します 

キャンセル OK

設定する設定しない

状況 2006/10/10    10:10
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文書ボックス / 外部メモリ設定

文書ボックス / 外部メモリ設定では、文書ボックスと外部 USB メモリについて、次の設

定ができます。

• ボックス登録 / 編集 ...6-41

• ジョブボックス ...6-41

• 簡単設定登録 ...6-41

ボックス登録 / 編集

ユーザボックスにボックスを作成 / 修正 / 詳細確認 / 削除します。詳しくは 5-4 ページの

ユーザボックスの基本操作を参照してください。

ジョブボックス

次の 2 つの操作ができます。詳しくはそれぞれのページを参照してください。

• クイックコピー / 試し刷り後保留ボックス（5-20 ページ）

• 再コピーボックス（5-23 ページ）

簡単設定登録

ボックス保存、ボックス送信、ボックス印刷それぞれの簡単設定で使用する機能を登録

することができます。簡単設定画面の 6 つのキーには、あらかじめ代表的な機能が割り

当てられていますが、必要に応じて変更できます。

各簡単設定に登録できる機能は次のとおりです。

文書保存の簡単設定

• カラー選択

• 保存サイズ

• 濃度

• 両面 / 見開き原稿

• 解像度

• 縮小 / 拡大

• 原稿セット向き

• 原稿サイズ

• 原稿の画質



システムメニュー

6-42

ボックス印刷の簡単設定

• 用紙選択

• ソート / 仕分け

• ステープル / パンチ

• 両面

• 印刷後削除

ボックス送信の簡単設定

• ファイル形式

• 送信後削除

簡単設定登録の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［文書ボ ッ クス / 外部メ モ リ］ →「簡単設定登録」の ［次へ］ の順に押してください。

3 「文書保存」、「送信」、または「印刷」の ［次へ］ を押してください。

4 簡単設定に登録する機能の ［変更］

を押してください。

5 簡単設定画面で割り当てるキー（1
～ 6）を選択してください。簡単設

定から削除する場合は、［設定し な

い］ を押してください。

6 ［OK］ を押してください。確認画面が表示されますので、［はい］ を押してください。

文書ボックス/外部メモリ - 文書保存

変更カラー選択:

キー1

変更

変更

変更変更 縮小/拡大:

キー6

解像度:

キー5

閉じる

状況 2006/10/10 10:10

保存サイズ:

キー2

変更原稿セット向き:

設定しない

変更原稿サイズ:

設定しない

変更原稿の画質:

設定しない

両面/見開き原稿:

キー4

変更濃度:

キー3

トップへ戻る

状況 2006/10/10    10:10

キー1

キャンセル OK

設定しない

キー2 キー3

キー4 キー5 キー6

文書ボックス/外部メモリ - カラー選択

。カラー選択機能を簡単設定画面に登録します  
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プリンタ設定

コンピュータから印刷する場合、各種の設定は通常、アプリケーションソフトの画面で

行います。ここで説明するプリンタ設定は、使用する環境に合わせて初期設定を変更す

るときに行ってください。

• プリンタエミュレーション ...6-43

• 解像度 ...6-43

• エコプリント ...6-44

• KIR...6-44

• A4/Letter 共通使用 ...6-45

• 両面 ...6-46

• 部数 ...6-46

• 印刷の向き ...6-47

• ワイド A4...6-48

• 改ページ待ち時間 ...6-48

• 改行（LF）動作 ...6-49

• 復帰（CR）動作 ...6-49

• 印刷範囲の補正 ...6-51

プリンタエミュレーション

本機を他のプリンタ用のコマンドで動作させるためのエミュレーションモードを設定し

ます。設定方法は 3-3 ページのエミュレーションを参照してください。

解像度

印刷時の解像度を設定できます。

印刷時の解像度は、Fast1200、600dpi、および 300dpi の 3 種類から選択できます。

参考：Fast1200 は、600dpi に比べ写真やグラフィックなどの中間調の再現性を大きく向

上させる京セラミタ独自のモードです。

解像度設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「解像度」の ［変更］ の順に押してください。
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3 ［300dpi］、［600dpi］ または

［Fast1200］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

エコプリント

エコプリントとは、トナーの消費量を抑える機能です。ただし印刷は薄くなりますの

で、試し印刷などのときに設定してください。

エコプリント設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「エコプリント」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

KIR

本機には、スムージング機能 KIR（Kyocera Image Refinement）が搭載されています。ス

ムージングを設定すると、2400 dpi 相当× 600 dpi の高解像度でなめらかな印刷を実現で

きます。

スムージングを設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「KIR」の ［変更］ の順に押してください。

プリンタ - 解像度

。解像度の初期状態を設定します  

Fast1200300dpi 600dpi

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

－プリンタ   エコプリント

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。エコプリントの初期状態を設定します 

設定する設定しない
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3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

A4/Letter 共通使用

サイズの近い A4 サイズとレターサイズを共通サイズとみなすかどうかを設定すること

ができます。

設定項目は次のとおりです。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「A4/Letter 共通使用」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

プリンタ - KIR

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。KIR( スムージング )の初期状態を設定します  

設定する設定しない

項目 詳細

設定する A4 サイズとレターサイズが共通サイズとみなされます。どちら

かのサイズが給紙元にあれば給紙されます。

設定しない A4 サイズとレターサイズは共通サイズとみなされません。

プリンタ - A4/Letterの共通使用

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

A4サイズとLetterサイズを同じ用紙として
。印刷します  

設定する設定しない
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両面

両面印刷時の、仕上がりのとじ方向を設定することができます。設定項目は次のとおり

です。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「両面」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［片面］、［両面長辺とじ］、または

［両面短辺とじ］を押してくださ

い。

4 ［OK］ を押してください。

部数

印刷部数を 1 ～ 999 部まで設定できます。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「部数」の ［変更］ の順に押してください。

項目 詳細 仕上がりイメージ

両面短辺とじ ページの短い側をとじます。

両面長辺とじ ページの長い側をとじます。

片面 両面印刷しません。

プリンタ - 両面

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。両面印刷の初期状態を設定します  

両面
長辺とじ

片面 両面
短辺とじ
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3 ［＋］、［－］、またはテンキーを押

して、印刷部数を設定してくださ

い。

4 ［OK］ を押してください。

印刷の向き

印刷方向を「縦向き」または「横向き」に設定することができます。

印刷の向きを設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「印刷の向き」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［たて］ または ［よ こ］ を押してく

ださい。

4 ［OK］ を押してください。

プリンタ - 部数

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。印刷部数の初期状態を設定します  
。[-][+]またはテンキーで数値を入力してください 

部

～( 1 999 )

1

プリンタ プリンタ

縦向き 横向き

プリンタ - 印刷の向き

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。印刷の向きの初期状態を設定します  

よこたて
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ワイド A4

ワイド A4 は、A4 サイズの用紙の 1 行に印刷する文字数を増やす機能です。

ワイド A4 設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「ワイド A4」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［使用し ない］ または ［使用する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

改ページ待ち時間

本機は、コンピュータからの印刷データを受け取る際、データの末尾であることを示す

情報がないと、最終ページを印刷せずに一定時間待機します。あらかじめ設定された待

ち時間が経過すると、自動的に改ページ（印刷）を行います。この待ち時間を 5 ～ 495
秒の範囲で設定できます。

改ページ待ち時間設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ → ［▼］ →「改ページ待ち時間」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［＋］ または ［－］ を押して、改

ページ待ち時間を設定してくださ

い。

5 秒単位で設定できます。

テンキーは使用できません。

4 ［OK］ を押してください。

プリンタ - ワイドA4

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。A4サイズの印刷領域を拡大します  

使用する使用しない

プリンタ - 改ページ待ち時間

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

、 。最後のデータを受信後 自動で改ページするまでの待機時間を設定します    

秒

～( 5 495 )

30
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改行（LF）動作

本機が改行コード（文字コード 0AH）を受信したときの動作を設定することができま

す。

設定項目は次のとおりです。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「改行（LF）動作」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［改行 （LF） のみ］、［改行 （LF） +
復帰 （CR）］、または ［改行 （LF）

を無視する］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

復帰（CR）動作

本機が復帰コード（文字コード 0DH）を受信したときの動作を設定することができま

す。

設定項目は次のとおりです。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ →「復帰（CR）動作」の ［変更］ の順に押してください。

項目 詳細

改行（LF）のみ 改行のみ行います。

改行（LF）+ 復帰（CR） 改行および復帰を行います。

改行（LF）を無視する 改行しません。

プリンタ - 改行(LF)動作

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。改行(LF)の動作を設定します  

改行(LF)
+復帰(CR)

改行(LF)のみ 改行(LF)を
無視する

項目 詳細

復帰（CR）のみ 復帰のみ行います。

改行（LF）+ 復帰（CR） 復帰および改行を行います。

復帰（CR）を無視する 復帰しません。
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3 ［復帰 （CR） のみ］、［改行 （LF） +
復帰 （CR）］、または ［復帰 （CR）

を無視する］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

プリンタ - 復帰(CR)動作

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。復帰(CR)の動作を設定します 

改行(LF)
+復帰(CR)

復帰(CR)のみ 復帰(CR)を
無視する
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印刷範囲の補正

用紙の上下左右には、各 4 mm の非印刷領域があります（PCL エミュレーション時は、

縦 6 mm、横 4 mm）。アプリケーションによっては、印刷位置が意図したものとは異な

る場合があります。この場合には印刷位置を補正して、印刷位置を縦横方向にずらすこ

とができます。

この機能は、印刷後にパンチ穴を開けたり、ステープルするために意図的にマージンを

作る場合にも利用できます。印刷位置を設定するための原点は、給紙方向に対して左上

端（上マージン =0 mm、左マージン =0 mm）になります。補正原点より縦横方向に 0.1 
mm 単位で、± 76mm の範囲で印刷位置の補正ができます。印刷位置の補正値は、縮小

印刷した場合も同じ比率で変化します。たとえば、縦横 10 mm の印刷余白を設定してい

た場合、70 % の縮小を行うと印刷余白は縦横 7mm になります。設定した補正値は、電

源再投入後も有効です。

印刷範囲の補正を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システム メ ニューキーを押してください。

2 ［プ リ ン タ］ → ［▼］ →「印刷範囲の補正」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［＋］、［－］ キーを押して、たて方

向とよこ方向の補正する数値を設

定してください。

［テンキー］ を押すと、テンキーで

入力できます。

4 ［OK］ を押してください。

あい う えお
あい う えお

原点
　上マージン =0 mm
　左マージン =0 mm

印刷原点
　上マージン =20 mm
　左マージン =20 mm

（縦横 20 mm の印刷余白を設定して印刷した例）

横補正（20 mm）

縦補正

（20 mm）

4 mm

4 mm

プリンタ - 印刷範囲補正

。プリンタの印刷範囲を補正します 

～たて( -76.0   +76.0 )

5.0

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

テンキー

mm

～よこ( -76.0   +76.0 )

5.0

テンキー

mm
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ネットワーク設定

本機はネットワークインタフェースを標準装備しており、TCP/IP、IPX/SPX、NetBEUI、
および AppleTalk プロトコルをサポートしています。このため Windows、Macintosh、
UNIX、NetWare などさまざまな環境下で、ネットワーク印刷が可能になります。

TCP/IP の設定（IP アドレスを入力する場合）

TCP/IP で Windows ネットワークなどに接続するときに設定します。IP アドレス、サブ

ネットマスクアドレス、およびゲートウェイアドレスの各アドレスが設定できます。

参考：IP アドレスを設定する前に、ネットワーク管理者に取得を依頼して、あらかじめ

準備しておいてください。

TCP/IP 設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［システム］ →「ネットワーク設定」の ［次へ］ →「TCP/IP」の ［変更］ の順に押してく

ださい。

3 タッチパネル左側の ［使用する］

を押してください。

4 「DHCP」の ［使用し ない］ を押してください。

5 ［IP ア ド レス］ を押して、テンキー

でアドレスを入力してください。

6 ［サブネ ッ ト マスク］ を押して、テンキーでアドレスを入力してください。

7 ［デフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ］ を押して、テンキーでアドレスを入力してください。

8 すべてのアドレスが正しく入力されていることを確認し、［OK］ を押してください。

システム - TCP/IP

。TCP/IPを使用します 

使用する

使用しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

DHCP

使用する

使用しない IPアドレス

サブネット
マスク

デフォルト
ゲートウェイ

0.0.0.0

0.0.0.0

0.0.0.0

システム - TCP/IP

。TCP/IPを使用します 

使用する

使用しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

DHCP

使用する

使用しない IPアドレス

サブネット
マスク

デフォルト
ゲートウェイ

192.168.1.150

0.0.0.0

0.0.0.0
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9 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

TCP/IP の設定（DHCP サーバが存在する場合）

TCP/IP ネットワーク内に DHCP サーバが存在するときに設定します。本機は DHCP ク

ライアントとして動作します。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［システム］ →「ネットワーク設定」の ［次へ］ →「TCP/IP」の ［変更］ の順に押してく

ださい。

3 タッチパネル左側の ［使用する］

を押してください。

4 「DHCP」の ［使用する］ を押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

NetWare の設定

NetWare ネットワークに接続するときに設定します。フレームタイプを Auto、Ethernet-
Ⅱ、802.3、802.2、または SNAP から選択します。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［システム］ →「ネットワーク設定」の ［次へ］ →「NetWare」の ［変更］ の順に押して

ください。

システム - TCP/IP

。TCP/IPを使用します 

使用する

使用しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

DHCP

使用する

使用しない IPアドレス

サブネット
マスク

デフォルト
ゲートウェイ

0.0.0.0

0.0.0.0

0.0.0.0
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3 ［使用する］ を押してください。

4 希望するフレームタイプのキーを押してください。

5 ［OK］ を押してください。

6 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

AppleTalk の設定

AppleTalk ネットワークに接続するときに設定します。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［システム］ →「ネットワーク設定」の ［次へ］ →「AppleTalk」の ［変更］ の順に押して

ください。

3 ［使用する］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

5 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

システム - NetWare

。NetWareを使用します 

使用する

使用しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

フレームタイプ

Ether-II自動

IPアドレス802.3

SNAP

802.2

システム - AppleTalk

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。AppleTalkを使用します 
。※TCP/IPを[使用する]にしてください 

使用する使用しない
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レポートの印刷 / 通知

本機の設定や状態を確認するため、各種レポートを印刷することができます。また、送

信結果レポートの印刷のされかたを選択することもできます。

レポートの印刷

ここで印刷できるレポートには次の種類があります。

ステータスページ

現在の設定内容、使用可能メモリ、装着されているオプション機器などの情報が確認で

きます。

フォントリスト

本機に搭載されているフォントをサンプルで確認できます。

Status Page
KM-5050(J)
Firmware Version
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ネットワークステータスページ

ネットワークインタフェースのファームウェアバージョンやネットワークアドレス、

ネットワークプロトコルなどの情報が確認できます。

サービスステータスページ

ステータスページよりも詳細な情報が確認できます。サービス担当者がメンテナンスの

際に印刷するのが主な用途です。

各レポートを印刷する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［レポー ト ］ →「レポート印刷」の ［次へ］ の順に押してください。

3 印刷するレポートの ［印刷］ を押

してください。確認画面が表示さ

れますので、［はい］ を押してくだ

さい。レポートの印刷が開始され

ます。

Network Status Page
KM-5050(J)
Firmware Version

レポート - レポート印刷

印刷ステータスページ: 印刷

印刷

閉じる

2006/10/10 10:10

フォントリスト :

サービスステータス:印刷ネットワークステータス:

状況

トップへ戻る
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送信結果レポート

送信が終了したときに、送信結果レポートを自動的に印刷することができます。

設定項目は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［レポー ト ］ →「結果通知設定」の ［次へ］ →「送信結果レポート」の ［次へ］ →「メー

ル / フォルダ送信」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定し ない］、［設定する］、また

は ［エ ラー時のみ］ を押してくだ

さい。

［設定する］ または ［エ ラー時の

み］ を選択した場合は、送信画像

添付の有無を設定する画面が表示

されます。［設定し ない］ または

［設定する］ を押して、［OK］ を押

してください。

4 ［OK］ を押してください。

項目 詳細

設定しない 送信結果レポートは印刷されません。

設定する 送信結果レポートが自動的に印刷されます。

また、送信画像も添付できます。

エラー時のみ 送信結果がエラーになった場合に限り、送信結果レポートが印

刷されます。宛先が複数のときは、エラーになった宛先のレ

ポートだけが印刷されます。

また、送信画像も添付できます。

レポート - メール/フォルダ

キャンセル OK

状況 2006/10/10 10:10

メール/ 。フォルダの送信結果をレポートで印刷します 

設定する設定しない エラー時のみ
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調整 / メンテナンス

調整 / メンテナンスでは、印刷品質に関する調整や、本機のメンテナンスを行います。

• コピー濃度調整 ...6-58

• 印刷濃度 ...6-59

• 送信 / 文書ボックス濃度の調整 ...6-59

• ドラムリフレッシュ ...6-60

• 黒筋軽減処理 ...6-60

• チャージャ自動清掃 ...6-61

• 画面の明るさ ...6-62

• 静音モード ...6-62

• 自動カラー判別基準設定 ...6-63

• システムの初期化 ...6-63

参考：ユーザ管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると変更できます。

コピー濃度調整

コピー濃度を全体的にこく、またはうすくすることができます。自動濃度モードと手動

濃度モードそれぞれ 7 段階で調整できます。

コピー濃度調整の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「コピー濃度調整」の ［次へ］ の順に押してくださ

い。

3 自動濃度モードを調整する場合は「自動」、手動濃度モードを調整する場合は「手動」

の ［変更］ を押してください。

4 ［-3］ ～ ［+3］（うすく～こく）を

押して、濃度を調整してください。

5 ［OK］ を押してください。

調整/メンテナンス - 手動

。コピー濃度を任意で設定する場合の濃度を調整します   

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

うすく

-3

ふつう こく

-2 -1 +10 +3+2
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印刷濃度

印刷の濃度を全体的にこく、またはうすくすることができます。5 段階で調整できます。

印刷濃度調整の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「印刷濃度」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［1］ ～ ［5］（うすく～こく）を押

して、濃度を調整してください。

4 ［OK］ を押してください。

送信 / 文書ボックス濃度の調整

送信および文書ボックスに保存するときの読み込み濃度を、全体的にこく、またはうす

くすることができます。自動濃度モードと手動濃度モードそれぞれ 7 段階で調整できま

す。

読み込み濃度調整の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「送信 / 文書ボックス濃度調整」の ［次へ］ の順に押

してください。

3 自動濃度モードを調整する場合は「自動」、手動濃度モードを調整する場合は「手動」

の ［変更］ を押してください。

4 ［-3］ ～ ［+3］（うすく～こく）を

押して、濃度を調整してください。

5 ［OK］ を押してください。

調整/メンテナンス - 印刷濃度

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。コピーを含む全ての印刷物の濃度を調整します   

うすく こく

1 32 4 5

調整/メンテナンス - 自動

。送信/文書保存濃度を自動で設定する場合の濃度を調整します   

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

うすく

-3

ふつう こく

-2 -1 +10 +3+2



システムメニュー

6-60

ドラムリフレッシュ

印刷に画像が流れたようなにじみや、部分的に白い抜け、または黒点が発生する場合

は、ドラムリフレッシュを行って、画像のぼけを軽減することができます。

参考：印刷中、ドラムリフレッシュはできません。印刷が終了してから実行してくださ

い。

ドラムリフレッシュの操作手順は、次のとおりです。

1 手差しに A4 をセットしてください。

2 システムメニューキーを押してください。

3 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「ドラムリフレッシュ」の ［実行］ の順に押してくだ

さい。

4 ［はい］ を押してください。手差し

の用紙を給紙し、ドラムリフレッ

シュが開始されます。約 6 分で終

了します。

ドラムリフレッシュが終了すると、

「調整 / メンテナンス」画面に戻り

ます。

黒筋軽減処理

オプションの原稿送り装置を使用したコピーに黒い筋（原稿にない筋状の汚れ）が発生

した場合、この黒い筋を目立たないようにすることができます。

用紙の端から端まで黒い筋が発生するときは、6-61 ページのチャージャ自動清掃を参照

してください。

調整/メンテナンス

ドラムリフレッシュ 1:

閉じる

2006/10/10 10:10

ドラムリフレッシュ 2:

メインチャージャ清掃:自動ドラムリフレッシュ:

状況

トップへ戻る

実行変更

実行 実行

2/2

標準

はい

。ドラムリフレッシュを実行します 
？よろしいですか 

いいえ
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設定項目は、次のとおりです。

参考：黒筋軽減処理を行うと、細かい文字の再現性が低下します。通常は工場出荷時の

まま（［使用し ない］）をお勧めします。

黒筋軽減処理の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「黒筋軽減処理」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定し ない］、［設定する （弱 く ）］

または ［設定する （強 く ）］ を押し

てください。

4 ［OK］ を押してください。

チャージャ自動清掃

印刷や読み込んだデータに黒い筋などの汚れが発生した場合は、メインチャージャの自

動清掃を実行してください。

用紙の端（余白）に黒い汚れが発生しないときは、6-60 ページの黒筋軽減処理を参照し

てください。

チャージャ自動清掃の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「チャージャ自動清掃」の ［実行］ の順に押してくだ

さい。

項目 詳細

使用しない 黒筋軽減処理をしません。

使用する（強く） 黒い筋を目立たないようにします。使用する（弱く）でも、黒い筋が気

になる場合は、選択してください。使用する（弱く）より再現性は低下

します。

使用する（弱く） 黒い筋を目立たないようにします。使用しないより再現性は低下しま

す。

調整/メンテナンス - 黒筋軽減処理

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

、読み込んだ画像に黒筋が発生した場合 
。黒筋を目立たなくします 

。※細かい文字の再現性が低下します  

設定しない 設定する(弱く) 設定する(強く)
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3 ［はい］ を押してください。メイン

チャージャの自動清掃が開始し、

約 45 秒で終了します。

清掃が終了したら、「調整 / メンテ

ナンス」画面に戻ります。

画面の明るさ

タッチパネルの明るさを調整することができます。

画面の明るさを調整する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「画面の明るさ」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［1］ ～ ［4］ （暗く～明るく）を押

して、明るさを調整してください。

4 ［OK］ を押してください。

静音モード

本機の動作音を低減することができます。動作音が気になるときに設定してください。

静音モードを設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「静音モード」の ［変更］ の順に押してください。

調整/メンテナンス

状況 2006/10/10 10:10

コピー濃度調整: 変更

閉じる

変更

実行

実行

送信/文書ボックス濃度調整:

変更

印刷濃度:

黒筋軽減処理:

画面の明るさ:

チャージャ自動清掃:
はい

。チャージャを清掃します 
？よろしいですか 

いいえ

トップへ戻る

調整/メンテナンス - 画面の明るさ

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。画面の明るさを調整します 

1

暗く 明るく

2 3 4
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3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

自動カラー判別基準設定

送信時のカラー原稿と白黒原稿の判別レベルを調整できます。数値を小さくするとカ

ラー原稿と判別されることが多くなり、数値を大きくすると白黒原稿と判別されること

が多くなります。

参考：PDF 拡張キットが未装着、または装着されていてもメインメモリが 1 GB 以上に

増設されていない場合は、表示されません。

自動カラー判別基準設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システム メ ニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「自動カラー判別基準」の ［変更］ の順に押してくだ

さい。

3 ［1］ ～ ［5］ キーを押して、判別基

準を設定してください。

4 ［OK］ を押してください。

システムの初期化

本機に内蔵されているハードディスクを初期化し、工場出荷時の状態に戻します。

操作方法は、6-79 ページのシステムの初期化を参照してください。

調整/メンテナンス - 静音モード

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。印刷後の動作音を低減します 
。※次の印刷準備に時間がかかる場合があります  

設定しない 設定する

調整/メンテナンス - 自動カラー判別基準

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。自動カラーの判別基準を調整します  

カラー 白黒

1 32 4 5
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日付 / タイマーの設定

日付 / タイマーの設定では、日付や時間に関する次の設定ができます。

• 日付 / 時刻 ...6-64

• 時差 ...6-65

• 日付形式 ...6-65

• オートパネルリセット ...6-65

• オートスリープ ...6-67

• エラー後自動継続 ...6-68

参考：ユーザ管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると変更できます。

日付 / 時刻

本機をご使用の地域の日付と時刻を設定してください。メール送信を実行すると、ここ

で設定した日付と時刻が送信時刻としてメールのヘッダに記録されます。

参考：日付 / 時刻の設定は、必ず時差を設定してから行ってください。

日付と時刻を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ →　［日付 / タ イマー］ →「日付 / 時刻」の ［変更］ の順に押してください。

3 各項目の ［＋］ または ［－］ を押

して、日付と時刻を入力してくだ

さい。

参考：設定する項目は、年、月、日、時、分、秒です。

4 「サマータイム」の ［設定し ない］ または ［設定する］ を押して、［OK］ を押してくだ

さい。

日付/タイマー - 日付/時刻

。日付と時刻を設定します  

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

設定しない

日月年

秒分時

設定する

サマータイム
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時差

ご使用の地域での、GMT（世界標準時）からの時差を設定してください。

時差を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ →　［日付 / タ イマー］ →「時差」の ［変更］ の順に押してください。

3 地域を選択し、［OK］ を押してくだ

さい。

参考：［▲］ または ［▼］ を押すと、地域が表示されます。

日付形式

日付の年、月、日の並び順を選択できます。年は、西暦で表示されます。

日付形式を選択する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ →　［日付 / タ イマー］ →「日付形式」の ［変更］ の順に押してください。

3 並び順を ［月 / 日 / 年］、［日 / 月 /
年］、［年 / 月 / 日］ から選択し、

［OK］ を押してください。

オートパネルリセット

オートパネルリセットは、一定時間操作がないと、設定内容が自動的にリセットされて

初期値に戻る機能です。

参考：初期値の設定方法は、6-18 ページを参照してください。

日付/タイマー - 時差

。時差を設定します 
。ご使用の場所から一番近い地域を選択してください  

時差

-12:00 エニウェトク

1/13

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

-11:00 ミッドウェー島

-10:00 ハワイ

-09:00 アラスカ

-08:00 太平洋標準時

-07:00 アリゾナ

日付/タイマー - 日付形式

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。日付の表示形式を設定します  

日/月/年月/日/年 年/月/日
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オートリセットの使用 / 不使用

オートリセットを使用するかどうかを設定します。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ →　［日付 / タ イマー］ →「オートパネルリセット」の ［変更］ の順に押してくださ

い。

3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

リセット時間

オートパネルリセットを ［設定する］ に設定した場合は、操作終了後オートリセットさ

れるまでの時間を設定できます。範囲は 5 ～ 495 秒（5 秒単位）です。

参考：オートパネルリセットを ［設定し ない］ に設定した場合は、リセット時間は表示

されません。

リセット時間を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ →　［日付 / タ イマー］ →「リセット時間」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［＋］ または ［－］ で、リセットさ

れるまでの時間を入力してくださ

い。

テンキーでの入力はできません。

4 ［OK］ を押してください。

日付/タイマー - オートパネルリセット

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

自動的に設定をリセットして
。初期画面に戻ります 

設定する設定しない

日付/タイマー - リセット時間

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。オートパネルリセットが働くまでの時間を設定します 
。[-][+]で数値を入力してください 

～(5 495)

秒
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オートスリープ

オートスリープは、一定時間操作がないと自動的にスリープモードに移行する機能で

す。スリープモードについては、使用説明書を参照してください。

オートスリープの使用 / 不使用

オートスリープを使用するかどうかを設定します。

参考：オートスリープが働くまでの時間は変更することができます。必要に応じて変更

してください。操作方法は、6-67 ページのスリープ時間を参照してください。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ →　［日付 / タ イマー］ →「オートスリープ」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

スリープ時間

オートスリープを ［設定する］ に設定した場合は、オートスリープが働くまでの時間を

設定できます。範囲は 1 ～ 240 分（1 分単位）です。

参考：オートスリープを ［設定し ない］ に設定した場合は、スリープ時間は表示されま

せん。

スリープ時間を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ →　［日付 / タ イマー］ →「スリープ時間」の ［変更］ の順に押してください。

日付/タイマー - オートスリープ

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。自動的にスリープモードに入ります 

設定する設定しない
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3 ［＋］、［－］ またはテンキーで、

オートスリープが働くまでの時間

を入力してください。

4 ［OK］ を押してください。

エラー後自動継続

印刷中にエラーが発生すると、通常は印刷が停止してユーザによる対処を待ちます。エ

ラー後自動継続は、エラー発生後一定時間が経過すると、自動で印刷を再開する機能で

す。自動継続可能なエラーは次のとおりです。

「プリントオーバーランです。」

「メモリオーバーフローです。」

エラー後の自動継続の使用 / 不使用

エラー後の自動継続を使用するかどうかを設定します。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ →　［日付 / タ イマー］ →「エラー後自動継続」の ［変更］ の順に押してください。

3 ［設定し ない］ または ［設定する］

を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

日付/タイマー - スリープ時間

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。オートスリープが働くまでの時間を設定します  
。[-][+]またはテンキーで数値を入力してください  

～(1 240)

分

日付/タイマー - エラー後自動継続

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

、エラー発生後 一定時間が経過すると自動的に
。処理を再開します 

設定する設定しない
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エラー後自動継続時間

エラー後の自動継続を ［設定する］ に設定した場合は、印刷を再開するまでの時間を設

定できます。範囲は 5 ～ 495 秒（5 秒単位）です。

0 を設定するとエラーは表示されません。

参考：エラー後の自動継続を ［設定し ない］ に設定した場合は、エラー後自動継続時間

は表示されません。

エラー後自動継続時間を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ →　［日付 / タ イマー］ →「エラー後自動継続時間」の ［変更］ の順に押してくださ

い。

3 ［＋］ または ［－］ で、印刷が再開

するまでの時間を入力してくださ

い。

テンキーでの入力はできません。

4 ［OK］ を押してください。

日付/タイマー - エラー後自動継続時間

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

、 。エラー発生後 自動的に処理を再開するまでの時間を設定します   
。[-][+]で数値を入力してください 

～(5 495)

秒
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宛先の編集（アドレス帳 / ワンタッチキーへの登録と編集）

アドレス帳やワンタッチキーに宛先を登録したり登録内容を変更したりできます。登録

した宛先は、メール送信やフォルダへの送信、ファクス送信（オプション）などに利用

できます。

宛先の新規登録

アドレス帳に新しい宛先を登録します。登録方法には、個人登録および複数の個人登録

をまとめて登録するグループ登録の 2 種類があります。グループ登録をするときは、グ

ループ名を入力し、アドレス帳からメンバーを選んでください。

参考：ユーザ管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると、アドレス帳への宛先

編集ができます。

個人登録

最大 2,000 件の宛先が登録できます。各宛先には、宛先名、メールアドレス、FTP サー

バのフォルダ、コンピュータのフォルダ、ファクス番号（オプション）などが登録でき

ます。

個人の新規登録の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「アドレス帳」の ［登録 / 編集］ → ［新規登録］ → ［個人］ → ［次へ］ の

順に押してください。

3 アドレス番号を指定したい場合は、

「アドレス番号」の ［変更］ を押し

てください。

4 ［＋］、［－］ またはテンキーで、任意のアドレス番号（1 ～ 2,500）を入力してください。

自動で番号を割り当てる場合は、0000 を設定してください。

参考：アドレス番号は、宛先 1 件ごとの識別番号です。個人登録 2,000 件、グループ登

録 500 件の合計 2,500 件の中から、空いている番号を選択できます。

すでに使用されているアドレス番号を指定すると、［登録］ を押したときエラーメッ

セージが表示され、登録できません。アドレス番号を「0000」にすると、空いている番

号のうち最も小さい番号で登録されます。

5 ［OK］ を押してください。手順 3 の画面に戻ります。

アドレス: **

アドレス

変更

登録

状況 2006/10/10    10:10

アドレス番号:

個人名

0033

戻るキャンセル

変更名前:

Shibuya

変更ﾌﾘｶﾞﾅ     :

ｼﾌﾞﾔ
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6 「名前」の ［変更］ を押してください。

7 アドレス帳に表示される宛先名（最大 32 文字まで）を入力して、［OK］ を押してくだ

さい。手順 3 の画面に戻ります。

参考：文字の入力方法は使用説明書を参照してください。

8 「フリガナ」の ［変更］ を押してください。

9 宛先名のフリガナ（最大 32 文字まで）を入力して、［OK］ を押してください。手順 3
の画面に戻ります。

10 ［ア ド レス］ を押してください。

11 ［▲］ または ［▼］ で、「メール」、

「フォルダ（FTP）」、「フォルダ

（SMB）」から送信方法を選択して

ください。

12 ［宛先変更］ を押してください。

手順 11 で選択した送信方法によって、操作手順が異なります。

◆アドレスがメールの場合

1 ［メ ールア ド レ ス］を押 し て、

メ ー ル ア ド レ ス を 入 力 し、

［OK］を押し て く だ さい。

参考：文字の入力方法は使用説明書を参照してください。

2 正し く 入力でき ているか確認し て、［OK］を押し て く だ さい。

アドレス

変更

宛先変更

メールアドレス:

個人名

abcd@wxyz.co.jp

アドレス: **

1/5

メール

登録

状況 2006/10/10    10:10

戻るキャンセル

アドレス - 新規メール

メール
アドレス

OK

状況 2006/10/10    10:10

。新規メールの宛先を設定します  
、[メールアドレス]を押して キーボード画面で

。アドレスを入力してください  

キャンセル
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◆アドレスがフォルダ（FTP）の場合

1 ［ホス ト 名］、［パス］、［ログイ ンユーザ名］、および［ログイ ンパスワー ド］を押し て、

各項目を入力し、［OK］を押し て く だ さい。

入力する項目は次の とお り です。

参考：文字の入力方法は使用説明書を参照してください。

2 各項目が正し く 入力でき ているか確認し て、［OK］を押し て く だ さい。

参考：［接続確認］ を押すと、設定した FTP サーバへの接続が確認できます。接続でき

ないときは、入力した項目を確認してください。

項目 詳細 制限文字数

ホスト名※

※ 初期値（21）と異なるポート番号を指定する場合、「ホスト名；ポート番号」（例； 
FTPhostname:140）の形式で入力してください。

FTP サーバのホスト名または IP アドレス 62 文字以下

パス※※

※※パスは、半角英数を使用してください。日本語（2 バイト）文字を使用すると、送信

できません。

保存したいファイルのパス

例「¥User¥ScanData」

何も入力しないと、ホームディレクトリに保存さ

れます。

126 文字以下

ログインユーザ名 FTP サーバへのログインユーザ名 62 文字以下

ログインパスワード FTP サーバへのログインパスワード 62 文字以下

アドレス - 新規フォルダ

SMB

OK

状況 2006/10/10    10:10

キャンセル

FTP

ホスト名

パス

ログイン

ユーザ名

ログイン

パスワード

接続確認
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◆アドレスがフォルダ（SMB）の場合

1 ［ホス ト 名］、［パス］、［ログイ ンユーザ名］、および［ログイ ンパスワー ド］を押し て、

各項目を入力し、［OK］を押し て く だ さい。

入力項目は次の と お り です。

参考：文字の入力方法は使用説明書を参照してください。

2 各項目が正し く 入力でき ているか確認し て、［OK］を押し て く だ さい。

参考：［接続確認］ を押すと、設定したコンピュータへの接続が確認できます。接続で

きないときは、入力した項目を確認してください。

13 宛先が正しく設定できているか確認して、［登録］ を押してください。アドレス帳に宛

先が追加されます。

項目 詳細 制限文字数

ホスト名※

※ 初期値（139）と異なるポート番号を指定する場合、「ホスト名；ポート番号」（例； 
SMBhostname:140）の形式で入力してください。

送信するコンピュータのホスト名または IP アド

レス

62 文字以下

パス※※

※※パスは、半角英数を使用してください。日本語（2 バイト）文字を使用すると、送信

できません。

保存するフォルダのパス

例）「¥abcdnet¥james.smith」

126 文字以下

ログインユーザ名 フォルダにアクセスするためのユーザ名 62 文字以下

ログインパスワード フォルダにアクセスするためのパスワード 62 文字以下

アドレス - 新規フォルダ

SMB

OK

状況 2006/10/10    10:10

キャンセル

FTP

ホスト名

パス

ログイン

ユーザ名

ログイン
パスワード

接続確認
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グループ登録

個人登録された複数の宛先をまとめて、グループとして登録することができます。宛先

を一度に指定できるので便利です。最大 500 件のグループが登録できます。

参考：グループ登録には、個人登録された宛先が必要です。あらかじめ必要な個人登録

を行ってください。メール 100 件、ファクス 500 件、FTP と SMB で 1 つのグループで合

計 10 件の宛先が登録できます。

グループ登録の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「アドレス帳」の ［登録 / 編集］ → ［新規登録］ → ［グループ］ → ［次へ］

の順に押してください。

3 アドレス番号を指定したい場合は、

「アドレス番号」の ［変更］ を押し

てください。

4 ［＋］ または ［－］ で、アドレス番号（1 ～ 2,500）を入力してください。

参考：アドレス番号は、グループ 1 件ごとの識別番号です。個人登録 2,000 件、グルー

プ登録 500 件の合計 2,500 件の中から、空いている番号を選択できます。

5 ［OK］ を押してください。「グループ名」の画面に戻ります。

6 「名前」の ［変更］ を押してください。

7 アドレス帳に表示されるグループ名を入力して、［OK］ を押してください。最大 32 文

字入力できます。

参考：文字の入力方法は使用説明書を参照してください。

8 「グループ」画面で、「フリガナ」の ［変更］ を押してください。

9 グループ名のフリガナを入力して、［OK］ を押してください。最大 32 文字入力できま

す。

10 ［グループ メ ンバー］ を押してください。

11 ［新規メ ンバー］ を押してください。

アドレス: **

グループメンバー

変更

登録

状況 2006/10/10    10:10

アドレス番号:

グループ名

0022

戻るキャンセル

変更名前:

ABCABC

変更ﾌﾘｶﾞﾅ     :

ｴｰﾋﾞー ｼｰｴｰﾋﾞー ｼｰ
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12 グループに登録する宛先（個人）

を選択してください。

参考：宛先は、宛先名やアドレス番号で並べ替えたり、検索したりできます。宛先リス

トについては、使用説明書を参照してください。

13 ［OK］ を押してください。

14 宛先を追加するときは、手順 11 ～ 13 を繰り返してください。

選択した宛先がグループに追加されたことを確認して、［登録］ を押してください。ア

ドレス帳にグループが追加されます。

宛先の編集

登録した宛先（個人）やグループの内容変更 / 削除ができます。

宛先編集の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「アドレス帳」の ［登録 / 編集］ の順に押してください。

3 編集する宛先またはグループを選

択してください。

参考：宛先とグループは、宛先名やグループ名、アドレス番号で並べ替えたり検索した

りできます。宛先リストについては、使用説明書を参照してください。

4 ［詳細］ を押してください。

編集したい内容によって、操作手順が異なります。

宛先編集 - 新規メンバー

表示順

名前検索

ﾌﾘｶﾞﾅ

宛先 番号 種類

0003

名前 詳細

CCC ABC@DEF.com

0001
/

     0001

メール フォルダ ファクス

詳細

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

番号検索

あ か た な は ま A-Zさ 0-9や ら わ

宛先編集

表示順

名前検索

ﾌﾘｶﾞﾅ

番号 種類

0001

名前 詳細

0001
/

     0001

個人 グループ

編集

閉じる

状況 2006/10/10    10:10

番号検索

ABCDE

新規登録

削除

CCCCC0003

あ か た な は ま A-Zさ 0-9や ら わ
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◆個人登録の宛先を編集する場合

「アドレス番号」、「名前」、「フリガナ」、送信先の種類やアドレスを変更してください。

変更方法は、6-70 ページの個人登録を参照してください。

◆グループを編集する場合

1 「ア ド レ ス番号」、「名前」、「フ リ ガナ」を変更し て く だ さい。変更方法は、6-74 ページ

のグループ登録を参照し て く だ さい。

2 ［グループ メ ンバー］を押し て く だ さい。

3 グループから宛先を削除する場合は、削除する宛先を選択し て［削除］を押し て く だ

さい。削除の確認画面で［はい］を押す と 、削除されます。

◆個人登録の宛先またはグループを削除する場合

［削除］ を押してください。削除の確認画面で ［はい］ を押すと削除されます。

ワンタッチキーの新規登録

ワン タ ッ チキーに宛先（個人またはグループ）を登録することができます。100 件まで

登録できます。

参考：ワンタッチキーの使用方法は、使用説明書を参照してください。

ワンタッチキーに新規登録する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「ワンタッチキー」の ［登録 / 編集］ の順に押してください。

3 宛先を登録するワンタッチキー番

号（001 ～ 100）を選択してくださ

い。［短縮］ を押すと、ワンタッチ

キー番号を直接入力して選択でき

ます。

登録されていないワンタッチキー

を選択してください。

4 ［登録 / 編集］ を押してください。アドレス帳が表示さます。

状況  2006/10/10 10:10

宛先編集 - ワンタッチキー

。ワンタッチキーを登録します  

登録/編集

短縮

削除

詳細

 001/005

閉じる

 001  002  003  004  005

 006  007  008  009  010

 011  012  013  014  015

 016  017  018  019  020

AAA BBB CCC
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5 ワンタッチキーに登録する宛先

（個人またはグループ）を選択して

ください。

［詳細］ を押すと、選択した宛先の

詳しい情報が参照できます。

参考：宛先は、宛先名やグループ名、アドレス番号で並べ替えたり検索したりできま

す。宛先リストについては、使用説明書を参照してください。

6 ［OK］ を押してください。ワンタッチキーに宛先が登録されます。

ワンタッチキーの編集

ワンタッチキーに登録されている宛先の変更や削除ができます。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［宛先編集］ →「ワンタッチキー」の ［登録 / 編集］ の順に押してください。

3 編集するワンタッチキー番号（001 ～ 100）を選択してください。［短縮］ を押すと、ワ

ンタッチキー番号を直接入力して選択することができます。

編集したい内容によって、操作手順が異なります。

◆登録内容を変更する場合

1 ［登録 / 編集］を押し て く だ さ

い。

宛先編集 - 登録

表示順

名前検索

ﾌﾘｶﾞﾅ

番号 種類 名前 詳細

2/3

メール フォルダ

詳細

状況 2006/10/10    10:10

番号検索

グループ

0003 あああ ABC@DEF.com

0004 かかか

あ か た な は ま A-Zさ 0-9や ら わ

キャンセル OK

qwe@rty.com

0005 さささ

0006 たたた

0007 ななな

状況  2006/10/10 10:10

宛先編集 - ワンタッチキー

。ワンタッチキーを登録します  

登録/編集

短縮

削除

詳細

 001/005

閉じる

 001  002  003  004  005

 006  007  008  009  010

 011  012  013  014  015

 016  017  018  019  020

AAA BBB CCC



システムメニュー

6-78

2 新 し い 宛 先（個 人 ま た は グ

ループ）を選択し て く だ さい。

［詳細］を 押す と 、選択 し た宛

先の詳し い情報が参照で き ま

す。

参考：宛先は、宛先名やグループ名、アドレス番号で並べ替えたり検索したりできま

す。宛先リストについては、使用説明書を参照してください。

3 ［OK］を押し て く だ さい。

4 変更の確認画面で［はい］を押すと 、ワ ン タ ッ チキーに宛先が登録されます。

◆登録内容を削除する場合

1 ［削除］を押し て く だ さい。

2 削除の確認画面で［はい］を押すと 、ワ ン タ ッ チキーの登録内容が削除されます。

宛先編集 - 登録

表示順

名前検索

ﾌﾘｶﾞﾅ

番号 種類 名前 詳細

2/3

メール フォルダ

詳細

状況 2006/10/10    10:10

番号検索

グループ

0003 あああ ABC@DEF.com

0004 かかか

あ か た な は ま A-Zさ 0-9や ら わ

キャンセル OK

qwe@rty.com

0005 さささ

0006 たたた

0007 ななな

状況  2006/10/10 10:10

宛先編集 - ワンタッチキー

。ワンタッチキーを登録します  

登録/編集

短縮

削除

詳細

 001/005

閉じる

 001  002  003  004  005

 006  007  008  009  010

 011  012  013  014  015

 016  017  018  019  020

AAA BBB CCC
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システムの初期化

本機に内蔵されているハードディスクを初期化し、工場出荷時の状態に戻することがで

きます。

注意：文書ボックスや文書ボックス内のデータ、アドレス帳に登録した宛先、ユーザ情

報や部門情報、各種の設定などはすべて消去されますのでご注意ください。

参考：オプションのセキュリティキットが導入されているときは、この項目は表示され

ません。セキュリティキット導入時に追加される機能や操作方法については、8-2 ペー

ジを参照してください。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［調整 / メ ンテナンス］ →「システムの初期化」の ［実行］ の順に押してくださ

い。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 ［はい］ を押してください。

5 画面の指示にしたがって、主電源スイッチを入れ直してください。

6 初期化が終了すると、「完了し ま し た。 主電源スイ ッ チを入れ直し て く だ さい。」 と表示

されます。主電源スイッチを入れ直してください。

調整/メンテナンス

状況 2006/10/10 10:10

コピー濃度調整: 変更

閉じる

変更

実行

実行

送信/文書ボックス濃度調整:

変更

印刷濃度:

黒筋軽減処理:

画面の明るさ:

チャージャ自動清掃:
はい

。フォーマットします 
？よろしいですか 

いいえ

。この処理には時間がかかる場合があります 

トップへ戻る
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本体の再起動

主電源スイッチを切ることなく、CPU を再起動することができます。本機の動作が不安

定なときなどに実行してください（コンピュータの再起動と同様です）。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［システム］ → 「再起動」の ［実

行］ の順に押してください。

3 ［はい］ を押してください。本体が

再起動されます。

システム

ネットワーク設定: パラレル設定:

ネットワークセキュリティ:

閉じる

状況 2006/10/10 10:10

次へ 変更

次へ

実行再起動:

トップへ戻る

はい

。システムを再起動します 
？よろしいですか 

いいえ

システム

ネットワーク設定:

ネットワークセキュリティ:

閉じる

状況 2006/10/10 10:10

次へ

実行

トップへ戻る
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ネットワークセキュリティ SSL
通信でネットワークセキュリティ SSL を使用することができます。

SSL 設定の操作手順は、次のとおりです。

1 システム メ ニューキーを押してください。

2 ［システム］ →「ネットワークセキュリティ」の ［次へ］ →「SSL」の ［変更］ の順に押

してください。

参考：ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名と

ログインパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限で

ログインしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれ

ぞれ 5050 です。

3 ［設定する］ を押してください。

4 ［OK］ を押してください。

システム - SSL

。通信にSSLを使用します 

設定しない 設定する

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10
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ユニバーサル機能（タッチパネルの拡大表示）

タッチパネルの文字やキーを大きく表示することができます。また、テンキーで項目を

選択したり、次の画面に進んだりできます。

参考：この機能が利用できるのは、コピーと送信の簡単設定で登録している機能です。

ユニバーサル画面で表示されている機能以外を設定するためには、元の表示に戻す必要

があります。ユニバーサルキーをもう一度押してください。

コピーまたは送信の操作中（コピーキーまたは

送信キーのランプが点灯している状態）に、ユ

ニバーサルキーを押してください。

タッチパネルに大きなキーや文字

が表示されます。

○内の数字または記号に対応する

テンキーを押して操作することも

できます（例：テンキーの②を押

すと濃度設定が可能）。

画面の表示に従って操作してください。

状況 2006/10/10 10:10

。コピーできます 
部数

1

部数設定

縮小/拡大 濃度 ステープル

両面/分割 原稿の画質 ソート
/仕分け

100% 自動 設定しない

→見開き 片面 ＋文字 写真 ソート

割り込み
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7 管理

この章では、次の内容を説明します。

• ユーザ管理 ...7-2

• 部門管理 ...7-10

• セキュリティキット導入時の操作 ...7-22
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ユーザ管理

ユーザ管理は、本機を使用できるユーザを特定し、使用者を管理することができる機能

です。入力されたユーザ ID とパスワードがあらかじめ登録されたものと一致すれば、

ユーザが認証され、本機へのログインができます。

ユーザは、その権限によって「ユーザ」と「管理者」に分けられます。システムメ

ニューなどの一部の選択項目は、管理者だけが変更できます。

初めてユーザ管理を使用するとき

初めてユーザ管理を使用するときは、次の流れで作業を行ってください。

ユーザ管理を有効にする（7-2 ページ）

▼

ユーザの新規登録（7-4 ページ）

▼

ログアウト（7-4 ページ）

▼

登録したユーザがログインして操作（7-3 ページ）

ユーザ管理の有効 / 無効

ユーザ管理を有効にします。ユーザの認証方法を次の 2 種類から選択してください。

ユーザ管理を有効にする操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［ユーザ / 部門管理］ を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「ユーザ管理設定」の ［次へ］ → 「ユーザ管理」の ［変更］ の順に押してください。

項目 詳細

ローカル認証 本機内のローカルユーザリストに登録されたユーザ情報でユーザを認

証します。

ネットワーク認証 認証サーバを使用してユーザを認証します。認証サーバに登録されて

いるユーザ情報でログインしてください。
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5 ［ローカル認証］ または ［ネ ッ ト

ワーク認証］ を選択してください。

ユーザ管理を無効にする場合は

［設定し ない］ を選択してくださ

い。

［ネ ッ ト ワーク認証］ を選択した場

合は、認証サーバのホスト名（62
文字以内）とドメイン名（254 文字

以内）を入力してください。また、

認証方式を ［NTLM （WinNT）］ ま

たは、［Kerberos （Win2000/2003）］ から選択してください。

参考：ログインユーザ名とパスワードが認証されないとき、以下の設定を確認してくだ

さい。

• 本機のネットワーク認証の設定

• 認証サーバのユーザプロパティ

• 本機の時刻設定と認証サーバ

本機の設定でログインできない場合、ローカルユーザリストに登録されている管理者で

ログインし、設定を修正してください。サーバタイプが、［Kerberos(Win2000/2003)］
の場合、ドメイン名は大文字で入力しないと認証できません。 OG と同じ修正です。

6 ［OK］ を押してください。

ログイン / ログアウト

ユーザ管理を有効にすると、本機を使用するとき、ユーザ ID とパスワードを入力する

画面が表示されます。

ログイン

ログインの操作手順は、次のとおりです。

1 本機を操作して次の画面が表示さ

れたら、［ログイ ンユーザ名］ を押

してください。

2 ログインのときに入力するユーザ ID を入力して、［OK］ を押してください。

参考：文字の入力方法は、使用説明書を参照してください。

ユーザ/部門管理 - ユーザ管理

設定しない

OK

状況 2006/10/10 10:10

キャンセル

ホスト名

ドメイン名

NTLM
(WinNT)

Kerberos
(Win2000/2003)

。ユーザ管理を行います  
。認証方法を設定してください  

ローカル
認証

ネットワーク
認証

サーバタイプ

ログイン
ユーザ名

OK

状況 2006/10/10    10:10

。ユーザ名とパスワードを入力してください 

キャンセル

ログイン
パスワード

abcdef

********
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3 ［ログイ ンパスワー ド ］ を押してください。

4 パスワードを入力して、［OK］ を押してください。

参考：部門管理を設定している場合でログインユーザ名、ログインパスワードを入力し

た後、［カウン タ参照］ キーが使用できるようになります。［カウン タ参照］ を押すと、

印刷枚数や読み込み枚数を参照することができます。

5 正しいユーザ ID とパスワードが入力されていることを確認して、［ログイ ン］ を押して

ください。

ログアウト

操作が終了したら、ログアウトキーを押してください。ユーザ ID とパスワードを入力

する画面に戻ります。

◆自動でログアウトするとき

次のときは自動でログアウトします。

• 電源キーを押してスリープにしたとき。

• オートスリープが働いたとき。

• オートリセットが働いたとき。

ユーザの新規登録

新しいユーザを登録します。ユーザは 1,000 人まで登録できます（ログインユーザ名の

初期値を含む）。登録する項目は次のとおりです。

項目 詳細

ユーザ名※ ユーザリストに表示される名前を、32 文字以内で入力してくだ

さい。

ユーザ名（フリガナ）※ ユーザ名のフリガナを、32 文字以内で入力してください。
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参考：工場出荷時は、管理者の権限を持つデフォルトユーザが 1 人登録されています。

デフォルトユーザのユーザ情報は次のとおりです。

ユーザ名： Admin

ユーザ名（フリガナ）：Admin

ログインユーザ名： 5050

ログインパスワード： 5050

アクセスレベル： 管理者

ユーザ名、ログインユーザ名、ログインパスワードはセキュリティ保護のため、定期的

に変更することをお勧めします。

ユーザ新規登録の操作手順は、次のとおりです。

1 管理者の権限を持つユーザでログインしてください。

2 システムメニューキーを押してください。

3 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

4 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

5 「ユーザ管理設定」の ［次へ］ → 「ローカルユーザリスト」の ［登録 / 編集］ → ［新規登

録］ の順に押してください。

ログインユーザ名※ ログインのときに入力するユーザ ID を、64 文字以内で入力し

てください。ユーザ ID は重複して登録することはできません。

ログインパスワード※ ログインのときに入力するパスワードを、64 文字以内で入力し

てください。

アクセスレベル※ ユーザの権限を、「ユーザ」と「管理者」から選択してくださ

い。

所属部門 ユーザが所属している部門を登録することができます。所属部

門を登録したユーザでログインすると、部門コードを入力する

必要がなくなります。部門管理については、7-10 ページの部門

管理を参照してください。

メールアドレス ユーザのメールアドレスが登録できます。メール送信を使用す

る場合は登録してください。登録されたアドレスはメール機能

が必要とされる動作のとき自動的に選択されます。

※ ユーザ登録のときの必須項目です。

項目 詳細
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6 「ユーザ名」の ［変更］ を押してく

ださい。

7 ユーザ名を入力して、［OK］ を押してください。

参考：文字の入力方法は使用説明書を参照してください。

8 手順 6 ～ 7 と同様にして、ユーザ名（フリガナ）、ログインユーザ名、およびメールア

ドレスを登録してください。

9 「ログインパスワード」の ［変更］ → ［ログイ ンパスワー ド］ の順に押してください。

10 ログインパスワードを入力して、［OK］ を押してください。

11 ［ログイ ンパスワー ド （確認）］ を押してください。

12 確認のため、同じログインパスワードを再度入力して、［OK］ を押してください。

13 「アクセスレベル」の ［変更］ を押してください。

14 ユーザの権限を選択して、［OK］ を

押してください。

15 「所属部門」の ［変更］ を押してください。

ユーザ: **

ユーザ名:

所属部門:アクセスレベル:

登録

状況 2006/10/10    10:10

メールアドレス:

ログインパスワード:ログインユーザ名:

キャンセル

User0099

部門02ユーザ

abcd@efg.com

********0099

変更

変更

詳細変更

変更

詳細

ﾌﾘｶ ﾅ゙ユーザ名(       ) :

ﾕｰｻﾞ

変更

ユーザ: ** - アクセスレベル

。ユーザの権限を設定します  

ユーザ管理者

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10
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16 部門を選択して、［OK］ を押してく

ださい。

参考：「表示順」のプルダウンメニューから、［名前］、［フ リ ガナ］、［部門コー ド］ を選

択すると、部門リストの並べ替えができます。

［名前検索］ または ［部門コー ド検索］ を押すと、名前や部門コードで検索ができます。

17 ［登録］ を押してください。ローカルユーザリストに新しいユーザが追加されます。

ユーザ情報の変更

ユーザ情報を変更できます。変更できる内容は、ログインしているユーザの権限によっ

て異なります。

「管理者」の権限を持つユーザでログインしている場合

ユーザ情報の変更やユーザの削除ができ ます。 登録でき るすべての項目を変更でき ま

す。

操作手順は次の と お り です。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「ユーザ管理設定」の ［次へ］ → 「ローカルユーザリスト」の ［登録 / 編集］ の順に押し

てください。

5 ユーザ情報を変更するユーザを選択してください。

参考：「表示順」のプルダウンメニューから、［名前］、［フ リ ガナ］、［ログイ ン名］ を選

択すると、ユーザリストの並べ替えができます。

［名前検索］ または ［ログイ ン名検索］ を押すと、名前やログイン名で検索ができます。

操作したい内容によって、操作手順が異なります。

状況 2006/10/10    10:10

ユーザ: ** - 所属部門

1/2

。このユーザが所属する部門を設定します   

OKキャンセル

名前検索

部門コード検索

部門名 部門コード

詳細

ﾌﾘｶﾞﾅ表示順

部門01

部門02

部門03

部門04

部門05

00001000

00002000

00005000

00003000

00004000
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◆ユーザ情報を変更する場合

1 ［詳細］を押し て く だ さい。

2 ユーザの新規登録の手順 6 ～

16 を参照 し て、ユーザ情報を

変更し て く だ さい。

3 ［登録］を押し て く だ さい。

4 登録の確認画面で［はい］を押し て く だ さい。ユーザ情報が変更されます。

◆ユーザを削除する場合

1 ［削除］を押し て く だ さい。

2 削除の確認画面で［はい］を押し て く だ さい。ユーザが削除されます。

参考：工場出荷時に登録されている、「管理者」の権限を持つデフォルトユーザは削除

できません。

「ユーザ」の権限を持つユーザでログインしている場合

ユーザ自身のユーザ情報を一部変更できます。変更できる項目は、ユーザ名、ユーザ名

（フリガナ）、ログインパスワード、およびメールアドレスです。

ログインユーザ名、アクセスレベル、および所属部門の変更はできませんが、現在の登

録を参照できます。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 「ユーザ情報」を押してください。

3 ユーザの新規登録の手順 6 ～ 16 を参照して、ユーザ情報を変更してください。

ユーザ: **

所属部門:アクセスレベル:

登録

状況 2006/10/10    10:10

メールアドレス:

ログインパスワード:ログインユーザ名:

キャンセル

部門01管理者

kyo@efg.com

********0123

変更

詳細変更

変更

詳細

ユーザ名:

User01

変更 ﾌﾘｶ ﾅ゙ユーザ名(       ) :

ﾕｰｻﾞ

変更
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「ログインユーザ名」または「所属

部門」の ［詳細］ を押すと、現在

の登録を参照できます。

4 ［登録］ を押してください。ユーザ情報が変更されます。

ID 不明ジョブ処理

ユーザ ID が不明な（送られてこない）ジョブがコンピュータから届いた場合の処理方

法を選択することができます。ユーザ管理が無効で、部門管理を有効にしている場合

は、ジョブの部門コードが不明のときの処理方法となります。

設定項目は次のとおりです。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「ID 不明ジョブ処理」の ［変更］ を押してください。

5 ［拒否する］ または ［許可する］ を

押してください。

6 ［OK］ を押してください。

ユーザ: **

所属部門:アクセスレベル:

登録

状況 2006/10/10    10:10

メールアドレス:

ログインパスワード:ログインユーザ名:

キャンセル

部門01ユーザ

kyo@efg.com

********0123

変更

詳細

変更

詳細

ユーザ名:

User01

変更 ﾌﾘｶ ﾅ゙ユーザ名(       ) :

ﾕｰｻﾞ

変更

項目 詳細

許可する ジョブを処理します。

拒否する ジョブを処理しません。

ユーザ/部門管理 - ID不明ジョブ処理

ID(ログインユーザ名または部門コード)が不明な
。ジョブの処理方法を設定します  

拒否する 許可する

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10
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部門管理

部門管理は、部門コードを入力することにより、部門別の使用枚数を管理できる機能で

す。

本機の部門管理には次の特長があります。

• 最大 1,000 部門の管理ができます。

• 部門コードは 0 ～ 99999999 までの最大 8 桁で入力できます。

• 同じ部門コードで、印刷と読み込みをまとめて管理することができます。

• 使用枚数を全部門または部門ごとに集計することができます。

• 使用枚数を 1 ～ 999,999 枚の範囲で制限することができます。

• 使用枚数を全部門または部門ごとにリセットすることができます。

初めて部門管理を使用するとき

初めて部門管理を使用するときは、次の流れで作業してください。

部門管理を有効にする（7-10 ページ）

▼

部門の新規登録（7-12 ページ）

▼

ログアウト（7-4 ページ）

▼

他のユーザがログインして操作（7-3 ページ）

部門管理の有効 / 無効

部門管理を有効にします。操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「部門管理設定」の ［次へ］ → 「部門管理」の ［変更］ の順に押してください。
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5 ［設定する］ を押してください。部

門管理を無効にする場合は、［設定

し ない］ を押してください。

6 ［OK］ を押してください。

参考：初期画面に戻ると、自動でログアウトされ、部門コードを入力する画面が表示さ

れます。つづけて作業を行う場合は、部門コードを入力してください。

ログイン / ログアウト

部門管理が有効の場合は、本機を使用するとき、部門コードを入力する画面が表示され

ます。

ログイン、ログアウトの操作手順は、次のとおりです。

ログイン

1 本機を操作して次の画面が表示さ

れたら、テンキーで部門コードを

入力して、［ログイ ン］ を押してく

ださい。

参考：入力を間違えたときは、クリアキーを押して入力し直してください。

登録された部門コードと一致しない場合はエラー音が鳴り、ログインできません。正し

い部門コードを入力してください。

［カウン タ参照］ を押すと、印刷枚数や読み込み枚数を参照することができます。

◆ユーザ ID とパスワードを入力する画面が表示されたとき

ユーザ管理が有効の場合は、部門コードを入力する画面の代わりに、ユーザ ID とパス

ワードを入力する画面が表示されます。ユーザ ID とパスワードを入力してログインし

てください（7-3 ページのログイン / ログアウト参照）。ユーザに部門情報が登録されて

いるときは、部門コードの入力は省略されます（7-4 ページのユーザの新規登録参照）。

2 通常の操作を行ってください。

ユーザ/部門管理 - 部門管理

。部門管理を行います  

設定しない 設定する

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。部門コードを入力してください 

ログイン

状況 2006/10/10    10:10

******

カウンタ参照
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ログアウト

操作が終了したら、ログアウトキーを押してください。部門コードを入力する画面に戻

ります。

部門の新規登録

新しい部門を登録することができます。登録できる項目は次のとおりです。

新しい部門を登録する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「部門管理設定」の ［次へ］ → 「部門リスト」の ［登録 / 編集］ → ［新規登録］ の順に押

してください。

5 「部門名」の ［変更］ を押してくだ

さい。

項目 詳細

部門名 部門名を、32 文字以内で入力してください。

部門名（フリガナ） 部門名のフリガナを、32 文字以内で入力してください。

部門コード 部門コードを、0 ～ 99999999 までの最大 8 桁で入力してください。

使用制限 印刷 / 読み込みの禁止や、使用できる枚数の制限します。方法は、7-15
ページの使用制限を参照してください。

部門: **

プリンタ印刷制限:コピー印刷制限:

登録

状況 2006/10/10    10:10

その他スキャン制限:

部門コード:

キャンセル

制限しない制限しない

制限しない

00001000

変更

変更

変更

変更

変更ファクス送信制限:

制限しない

部門名:

部門01

変更 ﾌﾘｶﾞﾅ部門名(       ) :

ﾕｰｻﾞ

変更
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6 部門名を入力して、［OK］ を押してください。「部門」画面に戻ります。

参考：文字の入力方法は、使用説明書を参照してください。

7 手順 5 ～ 6 と同様にして、部門名（フリガナ）と部門コードを入力してください。

参考：すでに登録されている部門コードは使用できません。別の部門コードを入力して

ください。

8 使用制限の方法を選択してください。使用制限の方法は、7-15 ページの使用制限を参照

してください。

9 ［登録］ を押してください。部門リストに新しい部門が追加されます。

部門の編集

登録されている部門情報の変更や部門の削除ができます。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「部門管理設定」の ［次へ］ → 「部門リスト」の ［登録 / 編集］ の順に押してください。

5 部門情報を変更または削除する部

門を選択してください。

参考：「表示順」のプルダウンメニューから、［名前］、［フ リ ガナ］、または ［部門コー

ド］ を選択すると、部門名の並べ替えができます。

［名前検索］ または ［部門コー ド検索］ を押すと、部門名や部門コードで検索ができま

す。

状況 2006/10/10    10:10

ユーザ/部門管理 - 部門リスト

1/2

。本機の使用を許可する部門を登録します   ( 最大1000部門 )

名前検索

部門コード検索

部門名 部門コード

詳細

名前表示順

部門01

部門02

部門03

部門04

部門05

00001000

00002000

00005000

00003000

00004000

削除

新規登録

閉じる
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操作する内容によって、操作手順が異なります。

◆部門情報を変更する場合

1 ［詳細］を押し て く だ さい。

2 部門の新規登録の手順 5 ～ 9、

および使用制限の手順2～5を

参照 し て、部門情報を変更 し

て く だ さい。

3 ［登録］を押し て く だ さい。

4 登録の確認画面で［はい］を押し て く だ さい。部門情報が変更されます。

◆部門を削除する場合

1 ［削除］を押し て く だ さい。

2 削除の確認画面で、［はい］を押し て く だ さい。部門が削除されます。

枚数管理

コピーとプリンタの使用枚数を合計して管理するか、個別に管理するか選択することが

できます。この選択によって、使用枚数の制限や集計の方法が変わりますので、本機を

お使いの環境に合わせてください。詳しくは、使用制限（7-15 ページ）、使用枚数の集

計（7-17 ページ）、部門レポートの印刷（7-20 ページ）を参照してください。

枚数のカウント方法を設定する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「部門管理設定」の ［次へ］ → 「初期設定」の ［次へ］ → 「コピー / プリンタカウント方

法」の ［変更］ の順に押してください。

部門: **

部門名:

コピー印刷制限:

登録

状況 2006/10/10    10:10

その他スキャン制限:

部門コード:

キャンセル

部門01

999,999

制限しない

00001000

変更

変更

変更

変更

変更ファクス送信制限:

制限しない

プリンタ印刷制限:

999,999

変更

ﾌﾘｶﾞﾅ部門名(      ) :

ﾕｰｻﾞ

変更
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5 ［合計］ または ［個別］ を押してく

ださい。

6 ［OK］ を押してください。

使用制限

使用制限すると、部門ごとに使用を禁止したり、使用できる枚数を制限したりすること

ができます。

使用制限できる項目

◆コピー印刷制限

コピーの使用枚数を制限します。コピーとプリンタの枚数管理を「個別」に選択してい

る場合に表示されます。

◆プリンタ印刷制限

• プリンタの枚数管理を「個別」に選択している場合

プリンタの使用枚数を制限します。

• プリンタの枚数管理を「合計」に選択している場合

コピーとプリンタを合計した使用枚数を制限します。

◆その他スキャン制限

コピー以外の原稿読み込み枚数を制限します。

◆ファクス送信制限

ファクスの送信枚数を制限します。オプションのファクスキットを装着している場合に

表示されます。

使用制限の方法

使用制限の方法は次のとおりです。

ユーザ/部門管理 - コピー/プリンタカウント方法

。コピーとプリンタのカウント方法を設定します  

合計 個別

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

項目 詳細

制限しない 使用を制限しません。

カウンタ制限 使用枚数を、1 ～ 999,999 枚の範囲（1 枚単位）で制限します。

使用禁止 使用を制限します。
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操作手順は次のとおりです。

1 部門の新規登録（7-12 ページ）の手順 1 ～ 4 を行ってください。

2 「コピー印刷制限」、「プリンタ印刷制限」、「その他スキャン制限」、または「ファクス送

信制限」の ［変更］ を押してください。

3 ［制限し ない］、［カウン タ制限］、または ［使用禁止］ を選択してください。

［カウン タ制限］ を選択した場合

は、［＋］、［－］ またはテンキーで

制限枚数を入力してください。

4 ［OK］ を押してください。

5 他の使用制限する場合は、手順 2 ～ 3 を繰り返してください。

6 ［登録］ を押してください。使用制限された部門が追加されます。

制限超過時の処理変更

制限枚数に達したときの処理を変更できます。処理の内容は次のとおりです。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「部門管理設定」の ［次へ］ → 「初期設定」の ［次へ］ → 「制限超過時設定」の ［変更］

の順に押してください。

部門: ** - コピー印刷制限

。機能の使用を制限します  

カウンタ制限

制限しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

1

～制限値( 1 999999 )

ページ

個別

項目 詳細

即時禁止※

※ 送信中や、ボックス保存中は次のジョブから禁止されます。

制限枚数に達した時点でジョブの処理が禁止されます。

次ジョブから禁止 印刷中または読み込み中のジョブは続行されますが、次のジョブから使

用禁止になります。

警告のみ 警告メッセージが表示されますが、ジョブの処理は続行されます。
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5 ［即時禁止］、［次ジ ョ ブから禁止］、

または ［警告のみ］ を選択してく

ださい。

6 ［OK］ を押してください。

使用枚数の集計

使用枚数を集計することができます。集計は、全部門または部門別に行います。また、

一定期間管理した使用枚数をリセットして、新たに使用枚数のカウントを始めることが

できます。

使用枚数は次の項目別にカウントされています。

全部門の集計 / リセット

全部門の使用枚数を集計します。また、全部門の使用枚数を一括でリセットできます。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

ユーザ/部門管理 - 制限超過時設定

。カウンタの制限値を超えた場合の動作を設定します  

次ジョブから
禁止

即時禁止 警告のみ

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

項目 詳細

印刷ページ数（機能別） • コ ピー と プ リ ン タの枚数管理が「個別」の場合

コピー、プリンタ、ファクス※、およびその合計の使

用枚数が表示されます。

• コ ピー と プ リ ン タの枚数管理が「合計」の場合

プリンタ（コピー印刷とプリンタ印刷の合計）、ファク

ス※、およびその合計の使用枚数が表示されます。

※ オプションのファクスキットが装着されている場合のみ表示されます。

印刷ページ数（片面 / 両面）※※

※※全部門集計のみ参照できます。

片面印刷、両面印刷、およびその合計の使用枚数が表示さ

れます。

読み込みページ数 コピーの読み込み、コピー以外の読み込み、およびその合

計の使用枚数が表示されます。

ファクス送信ページ※ ファクス送信の使用枚数が表示されます。

ファクス送信時間※ ファクス送信の使用時間が表示されます。
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3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「部門管理設定」の ［次へ］ → 「全部門集計」の ［次へ］ の順に押してください。

5 集計を参照する機能の ［参照］ を

押してください。集計結果が表示

されます。

6 内容を確認したら、［閉じ る］ を押してください。

7 使用枚数をリセットする場合は、「カウンタリセット」の ［実行］ を押してください。

8 確認画面で、［はい］ を押してください。使用枚数がリセットされます。

部門別の集計 / リセット

部門別の使用枚数を集計します。また、部門別に使用枚数をリセットできます。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「部門管理設定」の ［次へ］ → 「部門別集計」の ［参照］ の順に押してください。

5 集計を参照する部門を選択してく

ださい。

ユーザ/部門管理 - 全部門集計

印刷ページ数(機能別) :

閉じる

状況 2006/10/10    10:10

印刷ページ数(片面/両面) :

カウンタリセット:

読み込みページ数:

参照 参照

実行

参照

User01

状況 2006/10/10    10:10

ユーザ/部門管理 - 部門別集計

  2/2

。部門ごとのカウンタを参照します  

名前検索

部門コード検索

部門名 部門コード

詳細

名前表示順

部門06

その他

00006000

閉じる
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参考：「表示順」のプルダウンメニューから、［名前］、［フ リ ガナ］ または ［部門コー

ド］ を選択すると、部門名の並べ替えができます。

［名前検索］ または ［部門コー ド検索］ を押すと、部門名や部門コードで検索ができま

す。

6 ［詳細］ を押してください。

7 参照する機能の ［参照］ を押して

ください。集計結果が表示されま

す。

8 内容を確認したら、［閉じ る］ を押してください。

9 使用枚数をリセットする場合は、「カウンタリセット」の ［実行］ を押してください。

10 確認画面で、［はい］ を押してください。使用枚数がリセットされます。

用紙サイズ別の集計

特定の用紙サイズ（例：A4）の使用枚数を集計することができます。

参考：用紙サイズは、1 ～ 5 の 5 種類を指定することができます。この 5 種類の使用枚

数は、部門レポートに記載されています。7-20 ページの部門レポートの印刷を参照して

ください。

用紙サイズ指定時に、合わせて用紙種類も指定できます（例：A4 サイズでカラー用紙

の使用枚数を集計する）。用紙種類を指定しない場合は、そのサイズの全種類の用紙の

使用枚数が集計されます。

操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 「部門管理設定」の ［次へ］ → 「初期設定」の ［次へ］ → 「用紙サイズ別集計」の ［次

へ］ → 用紙サイズ 1 ～ 5 の ［変更］ → ［設定する］ の順に押してください。

印刷ページ数(機能別) :

閉じる

状況 2006/10/10    10:10

印刷ページ数(片面/両面) :

カウンタリセット:

読み込みページ数:

参照 参照

実行

参照

User01

部門: **



管理

7-20

5 指定する用紙サイズを選択してく

ださい。

6 用紙種類を指定する場合は、［用紙種類］ を押してください。

7 指定する用紙種類を選択して、［OK］ を押してください。

8 ［OK］ を押してください。

部門レポートの印刷

全部門で集計された枚数を、部門レポートとして印刷できます。

レポートは、コピーとプリンタの枚数管理の方法によって、印刷されるフォームが変わ

ります。

◆コピーとプリンタの管理方法が「個別」の場合

用紙サイズ別集計を行っている場合は、サイズ別でレポートが印刷されます。

部門レポートを印刷する操作手順は、次のとおりです。

1 カセットに Letter または A4 の用紙が補給されていることを確認してください。

2 システムメニューキーを押してください。

3 [ ユーザ / 部門管理 ] を押してください。

ユーザ/部門管理 - 用紙サイズ1

。集計する用紙サイズと用紙種類を設定します   

設定する

設定しない

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

A5

全用紙種類

普通紙

B4

A3 A4

B5 Folio

Letter Statement

Ledger Legal

KM-5050(J)
Firmware Version
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4 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

5 「部門管理設定」の ［次へ］ → 「部門レポート印刷」の ［印刷］ の順に押してください。

6 確認画面で ［はい］ を押してください。部門レポートが印刷されます。

部門コードが不明なジョブの処理

部門コードが不明な（部門コードが送られてこない）ジョブが届いた場合の処理方法を

選択することができます。詳細は 7-9 ページの ID 不明ジョブ処理を参照してください。

カウンタの確認と印刷

カウンタキーを押すと、印刷枚数

および読み込み枚数を参照するこ

とができます。

カウンタ確認

2006/10/10    10:10状況

終了
ステータス
ページの印刷

印刷ページ数

白黒:

合計プリンタコピー

読み込みページ数

原稿:

合計その他コピー

45,00020,00025,000

55,00030,00025,000
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セキュリティキット導入時の操作

オプションのセキュリティキットを導入すると、システムメニューに ［セキュ リ テ ィ ］

が追加されます。

［セキュ リ テ ィ ］ 項目で選択できる内容や操作方法については、8 章 セキュリティを参

照してください。
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8 セキュリティ

この章では、オプションの Data Security Kit （C) （以下セキュリティキット）を正しく

導入・運用するための操作方法や注意事項を説明します。

■一般ユーザ編：一般ユーザおよび管理者の両方がお読みください。

• セキュリティキットの機能 ...8-2

• セキュリティキット導入後のタッチパネルの表示 ...8-4

■管理者編：セキュリティキットの導入・運用を担当する管理者がお読みください。

• セキュリティキットの導入 ...8-6

• セキュリティ機能の設定変更 ...8-7

• システムの初期化 ...8-9

• こんな表示が出たら ...8-10



セキュリティ

8-2

セキュリティキットの機能

セキュリティキットには、上書き消去機能と暗号化機能があります。

参考：セキュリティキットを導入すると、本機起動時に「セキュリティ機能を実行中で

す。」と表示され、起動に時間がかかることがあります。

上書き消去機能

複合機は、読み込んだ原稿やプリントジョブを一時的にハードディスクにデータとして

保存し、そのデータから出力します。また、さまざまなデータをユーザが登録しておく

こともできます。それらのデータにおける実際のデータ領域は、出力後やユーザが削除

した後も、他のデータにより上書きされるまでハードディスクに残存するため、特殊な

ツールなどで復元すると機密漏えいの原因となる可能性があります。

セキュリティキットは、出力後のデータや削除したデータの、不要なデータ保存領域を

上書きして消去し（以降、上書き消去）、復元できないようにします。

上書き消去は自動的に行われるため、特別な操作は必要ありません。

参考：各作業を途中でキャンセルすると、その直後から、ハードディスク内に読み込ま

れたデータの上書き消去が開始されます。

上書き消去の方式について

上書き消去には、次の 2 種類の方式があります。変更はいつでも可能です。

◆ 1 回上書き方式

ハードディスクの不要なデータ保存領域（上書き消去の場合）またはすべての領域（シ

ステムの初期化の場合）に「0」を上書きし、データの復元を不可能にします。

◆ 3 回上書き方式（初期値）

1 回上書き方式と同じデータ領域に、ランダムパターンを 2 回上書きした後に「0」を上

書きします。合計 3 回の上書きを行うため、高度な復元作業でもデータの復元が不可能

になり、1 回上書き方式に比べセキュリティが強化されます。

多くのデータ量を上書き消去する場合、3 回上書き方式は 1 回上書き方式に比べ所要時

間が増加することがあります。

一般ユーザ編 一般ユーザおよび管理者の両方がお読みください
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暗号化機能

複合機は、読み込んだ原稿データやユーザが登録したデータをハードディスクに保存し

ます。このため、万一ハードディスクが盗難に遭うと、データの流出や改ざんのおそれ

があります。

セキュリティキットは、データをハードディスクに保存するとき、暗号化して書き込み

ます。通常の出力や操作以外では復号（解読）できないため、万一の場合のセキュリ

ティが強化されます。

暗号化は自動的に行われるため、特別な操作の必要はありません。

注意：暗号化によりセキュリティは強化されますが、文書ボックスへ保存したデータ

は、通常の出力操作で復号されます。絶対に漏洩させたくないデータは、文書ボックス

に保存しないでください。

セキュリティキットの機能
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セキュリティキット導入後のタッチパネルの表示

ハードディスクアイコンの表示

セキュリティキットが導入され、

正しく機能している状態を「セ

キュリティモード」といいます。

セキュリティモード時は、タッチ

パネル右下にハードディスクアイ

コンが表示されます。

注意：通常の画面にハードディスクアイコンが表示されない場合は、セキュリティモー

ドになっていない可能性があります。サービス担当者にお問い合わせください。

上書き消去中のハードディスクアイコンの形状変化

表示されているアイコンとその内容は次のとおりです。

注意：上書き消去中（アイコン が表示時）は主電源スイッチを切らないでくださ

い。ハードディスクが破損するおそれがあります。

参考：上書き消去中に主電源スイッチを切ると、消去されなかったデータが残ります。

主電源スイッチを入れ直してください。自動的に上書き消去が再開します。

上書き消去 / 初期化中に主電源スイッチを切ってしまった場合、まれにハードディスク

アイコンが変わらないときがあります。これは、消去中のデータが破損し、上書き消去

できなくなるためです。その後に発生する不要になったデータは上書き消去されます

が、正常な状態に戻すには、システムの初期化を行ってください（8-9 ページのシステ

ムの初期化を参照して、管理者が行ってください）。

状況 2006/10/10 10:10

原稿

倍率

用紙

100%

- - -

:

:

:

- - -

画質

。コピーできます 部数

コピーイメージ

原稿/用紙
/仕上げ

簡単設定 レイアウト/編集 応用/その他

1

ふつう

縮小/拡大 濃度 用紙選択

片面→片面 文字＋写真 ソート

両面/分割 原稿の画質 ソート
/仕分け

自動
普通紙
A4

原稿を

。セットしてください 

プレビュー

割り込み

アイコン表示 内容

ハードディスクに不要になったデータがある

不要になったデータを上書き消去中

不要になったデータの上書き消去完了
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セキュリティキットの導入

同梱物の確認

セキュリティキットの同梱物は次のとおりです。

• セキュリティキー

• 設置手順書（サービス担当者用）

導入前の注意

• 導入中にシステムが初期化されるため、ハードディスクに保存されているデータは

すべて削除されます。使用中の複合機にセキュリティキットを導入する場合は特に

ご注意ください。

• 再コピー機能は使用できなくなります。

• システムメニューの ［調整 / メ ンテナンス］ → ［システムの初期化］ が非表示にな

ります。

• システムメニューに ［セキュ リ テ ィ ］ が追加されます。

導入中の作業

セキュリティキットの導入は、サービス担当者が行います。

導入中に管理者が行う作業は、サービス担当者の指示により、暗号化コードを入力する

だけです。

暗号化コードについて

暗号化コードは、データの暗号化に必要なコードで、6 桁の英数字（0 ～ 9、A ～ Z、a
～ z）を入力します。工場出荷時は 000000 となっています。

実際にはこの暗号化コードを元に暗号鍵が作成されるため、工場出荷時の値のまま運用

しても、セキュリティ上問題はありません。

注意：入力した暗号化コードは、絶対に忘れないようにしてください。何らかの理由で

再度、暗号化コードの入力が必要になった場合、同じ暗号化コードを入力しないとハー

ドディスクに保存されていたデータは、セキュリティ上安全のためにすべて削除されま

す。

導入後の作業

セキュリティキット導入後に行う作業には、セキュリティパスワードの変更とハード

ディスク消去方式の変更があります。

いずれの作業も、必要に応じて行ってください。導入時に変更することも、後日、必要

に応じて変更することもできます。

作業方法は、8-7 ページを参照してください。

管理者編 セキュリティキットの導入・運用を担当する管理者がお読みください
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セキュリティ機能の設定変更

セキュリティパスワードの変更

セキュリティ機能の設定を変更するには、セキュリティパスワードの入力が必要です。

このセキュリティパスワードを工場出荷時の値から変更して、管理者だけがセキュリ

ティキットを操作できるようにします。

セキュリティパスワードを変更する操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［セキュ リ テ ィ ］ の順に押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 現在のセキュリティパスワードを入力してください。工場出荷時は 000000 となってい

ます。

5 「セキュリティパスワード」の ［変更］ を押してください。

6 ［パスワー ド］ を押して、新しいセ

キュリティパスワードを 6 ～ 16 桁

の英数字記号で入力してください。

注意：セキュリティパスワードは 11111111 や 12345678 など推測されやすい番号の使用

はできるだけ避けてください。

7 ［パスワー ド （確認）］ を押して、同じパスワードをもう一度入力してください。

8 ［OK］ を押してください。

ハードディスク消去方式の変更

ハードディスクの消去方式を変更することができます。消去方式の詳細については、8-2
ページの上書き消去の方式についてを参照してください。

参考：ここで設定した消去方式は、上書き消去機能とシステムの初期化（8-2 ページ）

の両方で用いられます。個別に設定することはできません。

セキュリティ - セキュリティパスワード

。パスワードを設定します 
、新しいパスワードを入力後 確認のためにもう一度同じパスワードを

。入力してください 

OKキャンセル

パスワード

パスワード
(確認)

状況 2006/10/10    10:10
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操作手順は次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［セキュ リ テ ィ ］ の順に押してください。

3 ユーザ管理が無効の場合、ユーザ認証画面が表示されます。ログインユーザ名とログイ

ンパスワードを入力し、[ ログイン ] を押してください。ここでは管理者の権限でログイ

ンしてください。初期設定では、ログインユーザ名とログインパスワードはそれぞれ

5050 です。

4 セキュリティパスワードを入力してください。工場出荷時は 000000 となっています。

5 ［データ上書き消去方法］ を押してください。

6 ［3 回上書き方式］（初期値）または

［1 回上書き方式］ を押してくださ

い。

7 ［OK］ を押してください。

セキュリティ - データ上書き消去方法

キャンセル OK

状況 2006/10/10    10:10

。データの上書き消去方法を設定します   

3回上書き
方式

1回上書き
方式
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システムの初期化

ハードディスクの内容を完全に消去することができます。本体の使用を中止するときな

どに行ってください。

注意：初期化中に主電源スイッチを切ると、ハードディスクが破損し、初期化が完了し

なくなるおそれがあります。

参考：万一初期化中に主電源スイッチを切ってしまった場合は、主電源スイッチを入れ

直してください。自動的に初期化が再開します。

システム初期化の操作手順は、次のとおりです。

1 システムメニューキーを押してください。

2 ［▼］ → ［セキュ リ テ ィ ］ の順に押してください。

3 ユーザ認証画面が表示された場合は、ログインユーザ名とログインパスワードを入力し

て、［ログイ ン］ を押してください。

ユーザ認証画面が表示されない場合は、手順 5 に進んでください。

4 セキュリティパスワードを入力してください。工場出荷時は 000000 となっています。

5 「システムの初期化」の ［実行］ を

押してください。

6 初期化の確認画面が表示されます。［はい］ を押してください。初期化が開始されます。

7 初期化完了の画面が表示されたら、電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが

消灯していることを確認してから、主電源スイッチを入れ直してください。

セキュリティ

状況 2006/10/10    10:10

データ上書き消去方法: 変更

閉じる

変更

実行

セキュリティパスワード:

システムの初期化:
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こんな表示が出たら

何らかの理由で本機の暗号化コー

ド情報が失われると、電源を入れ

たときに次の画面が表示されます。

次の操作を行ってください。

1 ［暗号化コー ド ］ を押して、セキュリティキット導入中に入力した暗号化コードを入力

してください。

注意：以前と異なる暗号化コードを入力しても作業を強制的に続行することはできます

が、ハードディスクに保存されていたデータはすべて削除されますのでご注意くださ

い。

暗号化コードは、セキュリティパスワードとは、異なります。

2 電源キーを押し、電源キーおよびメモリのランプが消灯していることを確認してから、

主電源スイッチを入れ直してください。

。暗号化コードを入力してください 

OK

暗号化コード
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用紙について

用紙の基本仕様

本機は、乾式複写機およびページプリンタ用の用紙（普通紙）に出力できるよう設計さ

れていますが、本章の制限の範囲内で、他のさまざまな用紙に印刷することができま

す。

本機に適さない用紙を使用すると、紙づまりが発生したり出力された用紙にシワができ

たりするため、用紙の選択は慎重に行ってください。

使用できる用紙

通常の乾式複写機またはページプリンタ用のコピー用紙（普通紙）を使用してくださ

い。用紙の品質は、出力の品質に影響を与えます。低品質の用紙を使うと、満足のでき

る出力結果を得ることができません。

用紙の基本仕様

本機で使用できる用紙の基本仕様です。詳細は次ページ以降で説明します。

参考：再生紙の中には、保水度やパルプ含有率などの基本的な項目が本機に使用するた

めに必要な仕様を満たさないものがあります。再生紙を使用するときは、あらかじめ少

量を購入してサンプル出力を行ってください。出力の結果が良好で、紙粉が極端に多く

ないものを選んでご使用ください。

規格に合わない用紙を使用して生じた問題については、当社は責任を負いかねます。

項目 仕様

重さ カセット : 60 ～ 105 g/m2

手差し : 45 ～ 200 g/m2

厚さ 0.086 ～ 0.110 mm

寸法誤差 ± 0.7 mm

四隅の角度 90° ±0.2°

保水度 4 ～ 6％

繊維の方向 縦目（給紙方向）

パルプ含有率 80％以上
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適正な用紙の選択

ここでは、用紙を選ぶ際のガイドラインについて説明します。

紙の状態

角の折れている用紙、全体が丸まっている用紙、汚れている用紙、破れている用紙は使

用しないでください。繊維が毛羽立っていたり、表面が粗かったり、ちぎれやすい用紙

も使用しないでください。このような用紙は、印刷品質低下の原因になります。また、

用紙の給送がうまくいかないために紙づまりを起こし、製品の寿命を縮める可能性があ

ります。用紙は、表面が滑らかで均一なものを使用してください。ただし、コーティン

グ加工などの表面処理をしてある用紙は、ドラムや定着ユニットを傷めるため使用しな

いでください。

用紙の成分

アート紙のようなコーティング加工された用紙や表面処理された用紙、プラスチックや

カーボンを含む用紙は使用しないでください。このような用紙は、熱により有害なガス

を発生することがあり、ドラムを傷めることがあります。

普通紙は、少なくとも 80％以上のパルプを含むものを使用してください。コットンやそ

の他の繊維が用紙成分の 20％以下ものを使用してください。

用紙サイズ

本機に使用できる用紙サイズは次のとおりです。

寸法誤差の許容範囲は、縦横ともに± 0.7 mm です。用紙四隅の角度は、90°± 0.2°の

ものを使用してください。

手差し カセットまたは手差し

B6-R（128 × 182 mm） A3（297 × 420 mm）

A6-R（105 × 148 mm） B4（257 × 364 mm）

はがき（100 × 148 mm） A4（297 × 210 mm）

往復はがき（148 × 200 mm） A4-R（210 × 297 mm）

Executive（7 1/4 × 10 1/2"） B5（257 × 182 mm）

Envelope DL（110 × 220 mm） B5-R（182 × 257 mm）

Envelope C5（162 × 229 mm） A5-R（148 × 210 mm）

Envelope C4（229 × 324 mm） Folio（210 × 330 mm）

ISO B5（176 × 250 mm） Ledger

Envelope #10（4 1/8 × 9 1/2"） Legal

Envelope #9（3 7/8 × 8 7/8"） Letter

Envelope #6（3 5/8 × 6 1/2"） Letter-R

Envelope Monarch（3 7/8 × 7 1/2"） Statement-R

洋形 2 号（114 × 162 mm） OficioII

洋形 4 号（105 × 235 mm） 8.5 × 13.5"

サイズ入力（98 × 148 ～ 297 × 432 mm） 8K（273 × 394 mm）

16K（273 × 197 mm）

16K-R（197 × 273 mm）
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滑らかさ

用紙の表面は、滑らかで均一であることが重要です。ただし、コーティングされている

ものは使用しないでください。滑らか過ぎる用紙を使うと、同時に複数枚の用紙が給紙

され、紙づまりの原因になります。

基本重量

基本重量とは、用紙を 1m2 の大きさに換算した時の重量です。重すぎたり軽すぎたりす

る用紙は、用紙の給送の失敗や紙づまりの原因となるばかりでなく、製品の消耗の原因

にもなります。用紙の重さ、つまり紙の厚さが一定でないと、同時に複数枚を給紙した

り、トナーの定着不良によって出力が不鮮明になるなど、出力品質の問題を引き起こす

ことがあります。

適正な用紙の重さは、カセットで 60 ～ 105 g/m2、手差しで 45 ～ 200 g/m2 の範囲です。

厚さ

本機で使用する用紙は、極端に厚いものや薄いものは避けてください。同時に複数枚の

用紙が給紙されたり、紙づまりが頻繁に起きたりする場合は、紙が薄すぎることが考え

られます。反対に用紙が厚すぎる場合も、紙づまりが起きることがあります。適正な用

紙の厚さは、0.086 ～ 0.110 mm の範囲です。

保水度

用紙の保水度は、乾燥度に対する湿り気のパーセントで表されます。湿り気は、紙送り

や静電気の発生状況、トナーの定着性などに影響を与えます。

用紙の保水度は、室内の湿度によって変わります。湿度が高すぎて紙が湿り気を帯びる

と、紙の端が伸びて波打つことがあります。逆に湿度が低すぎて紙に極端に湿り気がな

くなると、用紙の端が縮んでかさかさになり、コントラストの弱い印刷になります。

用紙が波打ったり乾燥したりしていると、紙送りにずれが起きることがあります。用紙

の保水度は 4 ～ 6％の範囲に収まるようにしてください。

保水度を正しいレベルで維持するために、次の点に留意してください。

• 風通しのよい低湿の場所に保管してください。

• 未開封のまま水平な状態で保管してください。開封後すぐ使用しない用紙は、もう

一度密封してください。

• 購入時の梱包紙や箱に、封をして保管してください。箱の下には台などを置いて、

床から離してください。特に、梅雨時の板張りやコンクリート張りの床からは十分

離してください。

• 長時間放置した用紙は、少なくとも 48 時間は正しいレベルの保水度を満たした上で

使用してください。

• 熱、日光、湿気にさらされる場所に放置しないでください。
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その他の仕様

◆多孔性

紙の繊維の密度を表します。

◆硬さ

柔らかすぎる用紙は、本体内部で折れ曲がりやすく紙づまりの原因になります。

◆カール

ほとんどの用紙は、開封したまま放置すると自然にカールして丸まる性質を持っていま

す。用紙は定着ユニットを通過する際に、若干上向きに丸くなります。このため、カー

ルを打ち消し合うように用紙をセットすると、仕上がりがより平らになります。

◆静電気

トナーを付着させるために、出力の過程で用紙は静電気を帯びます。この静電気がすみ

やかに放電される用紙を選んでください。

◆用紙の白さ

印刷されたページのコントラストは、用紙の白さによって変わります。より白い用紙を

使用するほうが、シャープで鮮明に印刷できます。

◆品質について

サイズの不揃い、角がきちんととれていない、粗雑な裁断面、切りそこなってつながっ

ている用紙、角や端のつぶれなどが原因で、本機が正しく機能しないことがあります。

ご自分で裁断された用紙を使用する場合は、特にご注意ください。

◆梱包について

きちんと梱包され、さらに箱に詰められている用紙をお選びください。梱包紙は、内面

が防湿用にコーティングされているものが最良です。

◆特殊処理

次のような処理をほどこした用紙は、基本仕様を満たしていても使用しないことをお勧

めします。使用する場合は、あらかじめ少量を購入して、サンプル印刷を行ってくださ

い。

• つやのある用紙

• 透かしの入った用紙

• 表面に凹凸のある用紙

• ミシン目の入った用紙
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特殊な用紙

普通紙以外の特殊な用紙に印刷する場合について説明します。

本機には、次のような特殊な用紙を使用することができます。

• OHP フィルム

• プレプリント

• ボンド紙

• 再生紙

• 薄紙（60 g/m2 以上 64 g/m2 以下）

• レターヘッド

• カラー紙

• パンチ済み紙

• 封筒

• はがき

• 厚紙（106 g/m2 以上 220 g/m2 以下）

• ラベル紙

• 加工紙

• 上質紙

以上の用紙を使用するときは、コピー用またはページプリンタ用として指定されている

ものをお使いください。また、OHP フィルム、薄紙、封筒、はがき、厚紙、ラベル紙は

手差しから給紙してください。

特殊な用紙の選択

特殊な用紙は、次ページ以降で示す条件を満たすものであれば本機で使用することがで

きます。ただしこれらの用紙は、構造および品質に大きなばらつきがあるために、普通

紙よりも印刷中に問題が発生する可能性が高くなります。特殊用紙は、サンプルを本機

で印刷してみて、満足のいく仕上がりであることを確認してからご購入ください。主な

特殊紙について、印刷時の注意を次項より説明します。湿気などが特殊紙に与える影響

が原因で、印刷中に本機またはユーザに被害が生じても、当社は一切の責任を負いかね

ます。

特殊用紙を使用する際は、カセットまたは手差しに使用する用紙種類を選択してくださ

い。

◆ OHP フィルム

OHP フィルムは、印刷中の定着熱に耐えられることが条件です。本機で使用できる

OHP フィルムの仕様は次のとおりです。

項目 仕様

耐熱性 最低 190 ℃までの熱に耐えること

厚さ 0.100 ～ 0.110 mm
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トラブルを避けるため、OHP フィルムは手差しから給紙してください。その際、必ず縦

方向に（用紙の長手方向を本機に向けて）補給してください。

OHP フィルムが排紙部分で頻繁につまる場合は、排紙される際に OHP フィルムの先を

少しだけ慎重に手で引いてみてください。

◆はがき

はがきは、さばいて端を揃えてから、手差し

に補給してください。はがきに反りがある場

合は、まっすぐに直してから補給してくださ

い。反りがあるまま印刷すると、紙づまりの

原因になります。

往復はがきは、折られていないものを使用し

てください（郵便局などで入手できます）。

また、裏面にバリ（紙を裁断した際にできる

返り）がある場合は、はがきを平らなところ

に置き、定規のようなもので軽く 1 ～ 2 回こするようにして、バリを取り除いてくださ

い。

◆封筒

封筒は必ず手差しに補給してください。

封筒は構造上、表面全体に均一な印刷ができない場合があります。特に薄手の封筒の場

合は、本機を通り抜ける間にシワになることがあります。封筒を購入する前に、その封

筒で満足のいく印刷が得られるか、サンプル印刷で確認してください。

封筒は、開封したまま長時間放置するとシワが発生することがあります。使用する直前

に開封してください。

さらに、以下の点に留意してください。

糊が露出している封筒は、どのような封筒でも使用できません。紙をはがすと糊が現れ

るワンタッチ式もご使用になれません。糊をカバーしている紙が本機内部ではがれ落ち

ると、大きな故障の原因になります。

特殊加工されている封筒も使用できません。紐を巻き付ける鳩目の打ってあるものや窓

付きのもの、窓にフィルム加工がされているものなどは使用できません。

紙づまりが起きる場合は、一度に補給する封筒の枚数を減らしてみてください。

封筒を 2 枚以上出力する際は、紙づまりを避けるため上トレイに 10 枚以上貯まらない

よう注意してください。

材質 ポリエステル

サイズ誤差許容範囲 ± 0.7 mm

四隅の角度 90° ±0.2°

項目 仕様

バリ

バリ
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◆厚紙

厚紙は、さばいて端を揃えてから手差しに補給してください。裏面にバリ（紙を裁断し

た際にできる返り）がある場合は、用紙を平らなところに置き、はがきと同様に定規の

ようなもので軽く 1 ～ 2 回こするようにして、バリを取り除いてください。バリのある

まま印刷すると、紙づまりの原因になります。

参考：バリを取り除いても給紙されない場合は、図のように用紙の先端を数ミリ上にそ

らせてから手差しに補給してください。

◆カラー紙

カラー紙は、付録 -2 ページの表の仕様を満たしている必要があります。さらに、用紙に

含まれている色素は、出力中の熱（最高 200 ℃）に耐えられる必要があります。

◆プレプリント

プレプリント用紙は、付録 -2 ページの表の仕様を満たしている必要があります。着色に

使われているインクは、印刷中の熱に耐えられるもので、シリコンオイルの影響を受け

ないものであることが必要です。カレンダーなどに使われる、表面加工を施してある用

紙は使用しないでください。

◆再生紙

再生紙は、用紙の白さ以外の項目が付録 -2 ページの表を満たしている必要があります。

参考：再生紙を購入する前に、仕上がりが満足いくことをサンプル印刷で確認してくだ

さい。



付録

付録 -9

区点コード表
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用語集

AppleTalk

Apple 社の Mac OS に標準搭載されているネットワーク機能。AppleTalk のネットワーク

機能を実現するプロトコル群の総称でもあります。AppleTalk では、ファイル共有やプ

リンタ共有などのサービスが提供されます。AppleTalk ネットワーク上の、別のコン

ピュータのアプリケーションソフトを起動することもできます。

DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）

TCP/IP ネットワーク上で、IP アドレスやサブネットマスク、ゲードウェイアドレスを自

動的に解決するプロトコルです。DHCP を利用すると、クライアント数の多いネット

ワーク環境で、プリンタを含めて個々のクライアントに IP アドレスを個別に割り当てる

必要がなくなるため、ネットワーク管理の負担を軽減できます。

dpi（dots per inch）

解像度を表す単位です。1 インチ（25.4 mm）当たりのドット数を表します。

メール送信

本機で読み込んだ画像を、E-Mail の添付ファイルとして送信する機能です。E-Mail アド

レスは、あらかじめ登録されたものと、そのつど入力するものが使用できます。

FTP（File Transfer Protocol）

インターネットやイントラネットなどの TCP/IP ネットワークで、ファイルを転送する

ときに使われるプロトコルです。現在のインターネットで HTTP や SMTP/POP と並んで

頻繁に利用されています。

IEEE1284

プリンタとコンピュータを接続する国際標準規格です。IEEE（Institute of Electrical and 
Electronic Engineers）で、1994 年に制定されました。

IP アドレス

ネットワークに接続されたコンピュータや周辺機器 1 台ずつに割り振られる識別番号で

す。「192.168.110.171」などのように、0 から 255 までの数字を 4 つ並べて表現します。

KPDL（Kyocera Page Description Language）

Adobe PostScript Level 3 互換の京セラのページ記述言語です。

NetBEUI（NetBIOS Extended User Interface）設定

1985 年に IBM 社が開発したネットワークプロトコルです。NetBIOS をベースに拡張し

たもので、小規模なネットワークでは TCP/IP などの他のプロトコルよりも高い性能を

発揮できます。ただし、複数の経路の中から最適な経路を選択するルーティング機能は

持っていないため、大規模なネットワーク構築には向いていません。IBM 社の OS/2 や

Microsoft 社の Windows シリーズの標準プロトコルになっており、NetBEUI を利用した

ファイル共有サービスやプリントサービスなどが提供されています。
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NetWare

Novell 社のネットワーク OS（ネットワーク管理ソフトウェア）です。NetWare はさまざ

まな OS 上で動作することができます。

POP3（Post Office Protocol 3）

インターネットやイントラネット上で、電子メールを保存しているサーバからメールを

受信するための標準的なプロトコルです。

PostScript

Adobe Systems 社が開発したページ記述言語です。柔軟なフォント機能および高性能の

グラフィックスを提供し、高品質な印刷ができます。現在 Level 1 と呼ばれている最初

のバージョンは 1985 年に登場しました。1990 年にはカラー印刷や日本語などの 2 バイ

ト言語に対応した Level 2 が、1996 年にはインターネットへの対応や実装水準の段階化、

PDF 形式への対応などを追加した Level 3 が発表されています。

PPM（prints per minute）

A4 用紙を 1 分間に印刷できる枚数を示します。

SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）

インターネットやイントラネットで電子メールを送信するためのプロトコルです。サー

バ間でメールをやり取りしたり、クライアントがサーバにメールを送信する際に用いら

れます。

TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）

コンピュータ同士やその他のデバイスとの間で、データ通信の規約を定めたネットワー

クプロトコルのひとつです。

TWAIN（Technology Without Any Interested Name）

スキャナやデジタルカメラなどの画像入力機器とコンピュータを接続するための技術仕

様のひとつです。機器が TWAIN に対応していれば、TWAIN に対応したあらゆるアプリ

ケーションソフトで画像の入力ができます。TWAIN は、Adobe Photoshop をはじめとす

るグラフィックソフトや OCR ソフトで多く採用されています。

USB（Universal Serial Bus）2.0

Hi-Speed USB 2.0 に準拠した USB インタフェースです。最大通信速度は 480 Mbps で、

高速なデータ転送ができます。本機はこの USB 2.0 インタフェースを装備しています。

WIA （Windows Imaging Acquisition）

Windows Me/XP 以降でサポートされた、画像をデジタルカメラ等の周辺機器から取り込

む機能です。従来 TWAIN が行っていた機能を置き換えるもので、Windows 自身の機能

として提供することによって、アプリケーションソフトを使わずともマイ コンピュータ

から直接取り込みが行えるなど、操作性や利便性が向上しています。

エコプリント

トナーを節約するための印刷方法です。通常での印刷よりも薄くなります。
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エミュレーション

他のプリンタのページ言語を解釈し、実行する機能です。PC-PR201/65A、IBM 5577、
EPSON VP-1000、PCL6、KPDL、KPDL （自動）、および KC-GL のエミュレーションを

備えています。

オートスリープ

本体の操作やデータの送 / 受信が一定の時間行われないと、自動でスリープに移行する

機能です。スリープ時は、電力消費が最小限に抑えられます。

グレースケール

コンピュータ上での色の表現方法のひとつです。画像を白から黒までの明暗だけで表現

し、色の情報は含まない「モノクロ」のことです。灰色を何階調で表現するかをビット

数によって表し、1 ビットなら白と黒のみで中間色がない状態、8 ビットなら（白と黒

を含めて）256 階調、16 ビットなら 65536 階調の灰色で表現されます。

サブネットマスク

ネットワークを識別するためのネットワークアドレスに、IP アドレスの何ビットを使用

するかを定義する 32 ビットの数値です。

自動改ページ待ち時間

本機へのデータ送信中に、待ち時間が発生することがあります。このとき本機は、次の

データが届くまで一定時間待機します。自動改ページ待ち時間とは、この待機時間のこ

とです。待機時間が、登録された待ち時間に達すると、本機は自動で排紙します。ただ

し、最終ページに印刷データがない場合は排紙しません。

自動用紙選択機能

印刷時に、原稿サイズと同じサイズの用紙を自動的に選択する機能です。

ステータスページ

搭載メモリ容量、印刷や送信の総枚数、給紙元の選択など本機に関するさまざまな情報

を確認するために印刷するページです。

増設メモリ

プリンタ用にメモリを増設することができます。メモリを増設すると、より複雑なデー

タの印刷が可能になります。増設できるメモリは 128 MB、256 MB、512 MB です。本機

で使用できるメモリについては、弊社製品取扱店などにお問い合わせください。

手差し

本体右側にある給紙トレイです。封筒、ハガキ、OHP フィルム、ラベル用紙などを使用

するときは、カセットでなく手差しに補給してください。
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デフォルトゲートウェイ

所属するネットワークの外にあるコンピュータにアクセスする際に使用する、コン

ピュータやルータなどの出入り口の代表となるアドレスです。アクセス先の IP アドレス

について特定のゲートウェイを指定していない場合は、デフォルトゲートウェイに指定

されているホストにデータが送信されます。

パラレルインタフェース

本機が装備しているインタフェースの 1 つで、コンピュータと接続して印刷データを受

信するときに用います。本機とコンピュータ間のデータ転送は 8 ビットで行われます。

本機のパラレルインタフェースは、IEEE1284 準拠の双方向通信に対応しています。

プリンタドライバ

アプリケーションで作成したデータを印刷するために使用するソフトウェアです。プリ

ンタドライバは、付属の CD-ROM に収録されています。本機に接続したコンピュータ

にインストールしてください。

ユニバーサル（Universal Design）

ユニバーサルデザインとは、高齢者や障害者を含むできるだけ多くの人に使いやすいデ

ザインのことです。本機では、タッチパネルの文字を大きく表示したり、タッチパネル

の角度を 2 段階に変えたりできます。
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